








































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。５
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プロローグ




　──救世主よ、始し祖その言葉を探し求めよ。




　ほんの少しの間だけ書き換わった、啓けい示じ板ばんの文字。

　俺おれたちに向けられたと思われるメッセージ。その謎なぞを追うことに決めたわけだが──、

　それはそれとして、俺たちにはやるべきことがあるわけで。

　三々五々、啓示板の『氷の魔ま神じんを討とう伐ばつせよ』という本来のクエスト内容を確認した学生たちがクエストに挑むべく去った後の学院の中庭で、

「とにかく、すべては午前中の授業が終わってからだよなあ」

　という俺のぼやきに、柚ゆ比び坂さかがくすりと笑った。

「前回のクエストでは、無断欠席もしてしまったものね」

「でも、あれは不可抗力ですわ」

　シェリスはそう言うが、っていうか俺もそう思うが、だからって今日も休んでいいということにはならない。なんだかんだいって、俺と柚比坂はまだこの世界に来て日が浅い。わからないことも、知らなければならないことも多いのだ。

「下調べくらいなら、私たちでやっておく」

　ティーナがそう提案してくれた。ここのところ、午前中はシェリスやティーナたちに調べものなど任せっきりになっていることが多くて、少し申し訳ない。

「あの、ネアちゃんの面倒もあたしたちが見てますから……」

　ダリルが、控ひかえめというか、自信なさげに言った。

　前回のクエストの鍵かぎであり、新たに選択可能な種族として開放された獣人族ワービーストのネコ耳幼女のネア・ミニャーマ。

　ずっとダンジョンで一人きりで生き抜いてきたネアは自分の歳としもよくわかっていないようだし、ちょっと甘えん坊で見た目より精神年齢は幼いような気もするが、体格からすれば、初等部に上がるかどうかくらいに見える。

　だとすれば──

「あ、いや、ネアは……」

　俺おれが言い終わる前に、

「あ、お姉様！」

　とシェリスが叫んだ。

　駆け出したシェリスが向かう先には、シェリスの姉、学院長の姿があった。同じくらいの歳の、大きな弓を背負ったエルフの女性を連れている。

「シェリスさん、ここではわたくしのことは学院長と呼ばなければダメですよ」

「はい、お姉さ……学院長」

　たしなめられても、シェリスはえへへと頰ほおを緩めっぱなしである。ホントに、シェリスはお姉ちゃん大好きっ子だなあ。

「ヨシュアさん、アンナさん。少しお話があります」

　シェリスたちのところに歩み寄った俺たちに、学院長が言った。

「はい。ネアの……いえ、新種族ワービーストの学科についてですね」

　学院長は、

「話が早くて助かります」

　とうなずいて、連れていた女性を俺たちに紹介した。

「何しろ、最後に新種族が現れたのはもう一〇〇〇年近くも前のことですから、何をどうしたらいいのか手て探さぐりにならざるを得ないのですが、当面はこちらのタニア先生にワービースト科を担当してもらおうと思います。聞けば、ネアさんは射撃武器を得意としているとか。タニア先生は優れた弓使いですので、きっと長所を伸ばしてくれますよ」

　学院長に紹介されて一礼したエルフの女性は、ゆったりしたドレスのような服の学院長とは対照的に、細身の身体からだをタイトなパンツスタイルで覆い、オレンジに近い明るい茶色の髪もさっぱりとしたショートヘアだった。

　快かい活かつ。

　そんな言葉が連想される雰ふん囲い気きの持ち主である。

　タニア先生は膝ひざをついて自分の目線をネアの目の高さに合わせて、にっこりと微笑ほほえんで、

「私はタニアよ。タニア・グランズマン。よろしくね、ネア・ミニャーマさん」

　と手を差し出した。

　学園ドラマもかくやという爽さわやかな先生ぶりだ。

　が、ネアは返事もせず、当然差し出された手も放置して、柚ゆ比び坂さかの背後に隠れてしまった。いつもはピンとしているネコ耳はなんだか元気がなく、尻尾しつぽの動きも不安げだ。

「すみません、一度誘ゆう拐かいされたりしてるんで、ちょっと警けい戒かい心しんが強くなっちゃってるみたいで。ホントは人懐っこい子なんですけど」

　タニア先生はうなずいて、

「あのね、ネアさん。お二人はこれから授業があるのよ。だから、私と一緒にお勉強をしましょうね？」

　そう優しく語りかけた。

　しかし、

「やー。アンニャと一緒がいい」

　ネアはそう言って柚比坂にギュッとしがみついてしまった。












　シェリスやティーナやダリルも代わる代わるネアに大丈夫、怖くない、と言い聞かせてはいるが、ネアは頑がんとして柚ゆ比び坂さかから離れる気はなさそうだった。柚比坂もどうしていいのか困ってしまっている顔で助けを求めてきた。





　　　　＊






　豪ごう奢しやな学院と、その中庭にそびえ立つ不思議な啓けい示じ板ばん。街を囲むようにそびえる壁と、その壁を動かすためのクエスト。

　学生の大半は、武器や魔法の杖つえを手にして、クエストを解くために、あるいは身の丈に合った実績を得るために冒険の日々を過ごしている。

　そう、ここは剣や魔法がものを言う冒険の世界。エルフやドワーフが行き交いドラゴンが空を舞い、どの種族になるかを進路選択のようなノリで選べたり、それぞれの種族が学科として存在している、まるでＲＰＧのような異世界、ゲームガルド。

　だが、まさかクエストでも謎なぞのメッセージでもなく、こういうことで困ることになるとは、さすがに思いもしなかった。





第一章▼　ワービースト・ラプソディ




「あらあら。では、しばらくは救世主組の教室の中にワービースト科を併へい設せつすることにしましょうか」

　困る俺おれたちに、学院長は笑顔を崩すことなくそう言った。

「え、いいんですか？」

「ええ。今はまだワービースト科はネアさん一人ですし、何かを教えるというより、ワービーストがどんな種族なのかをわたくしたちが知らなければならない段階です。だから、まだカリキュラムもきちんと決まっていないのですよ。それに、無理に引き離して学院を嫌いになられては本ほん末まつ転てん倒とうですから」

　なんていうか、この学院、俺たちの救世主組も含めて、対応が柔じゆう軟なんすぎだろ。いや、助かるけどさ。

「じゃあ、ネアちゃん、一緒にお勉強しましょう？　あと、この先生たちは怖い人じゃないからそんなに警けい戒かいしなくても大丈夫よ」

　柚比坂に頭を撫なでてもらいながらそう諭さとされて、ようやくネアは小さくうなずいた。それでも、まだ柚比坂にしがみついたままだったが。

　やれやれ、と思いつつ、俺おれはタニア先生に、

「先生。ネアは魔法や機械的な装置みたいなモノにすごく興味を示すんです。なんかそういうモノで気を引いてやれば、スムーズに仲良くなれると思います」

　とネアには聞こえないようにこっそり進言した。

「ありがとう、助かるよ」

　と、タニア先生も小声でそう返してきた。

　そんな様子を見て学院長がくすくすと笑う。

「ふふふ、学院に初めてくる子の中には、親おや御ごさんと離れるのを嫌がって泣く子もいますけど、ヨシュアさんとアンナさんはすっかりパパとママみたいですね」

「はあっ!?」

「なっ!?」

　期せずして、俺と柚ゆ比び坂さかの声が重なった。

　なんという恐るべき不意打ち。パパママということは夫婦ってことで、夫婦ってことはそういうことなわけで。

　学院長の言葉にそんな意図はないとわかっていても、ついついそんな連想をしてうろたえてしまった。

「……どうちてアンナ様はそんなに顔を赤くしてますの？」

　シェリスが柚比坂に白い目を向ける。

「むしろ、私がママになりたい。より正確には、ヨシュア殿と結婚したい」

　ティーナはいつも通りというか、ブレないな。

「ええと、まあ、ネアちゃんがアンナさんに一番懐いてるのは確かですから……」

　ダリルが遠えん慮りよがちに言う。

「どうでもいいでしょ！　それより、もう始業の時間が近いわよ！」

　いつになく余裕のない口調で、柚比坂がまくし立てる。

「そんなに必死になるところがさらに怪しいですわ！」

「まったく同感」

「あの、でも、時間なのは確かですし……」

「それもそうですわね。なんだか逃げられた気もちますけれど……じゃあ、わたくちたちはお昼まで調べ物を」

「ああ、ちょっと待ってください」

　立ち去りかけたシェリスたちを、学院長が呼び止めた。

「わかっているとは思いますが、あなたたちは学院祭の武ぶ闘とう典てん礼れいにエントリーされていますから、そのつもりでいてくださいね」

「わかっていますわ、お姉様」

「まさか私たちが出場する日が来るとは」

「き、緊きん張ちようしますね……」

　当たり前のように言いながら、三人は中庭から出ていった。

　……ぶとうてんれい？　なんだそりゃ。ずいぶん仰々しい名前だけど……。

　そういや、なんか最近は学院祭とかの話がちょくちょく出ている。その中で、最強決定戦なんて話も誰だれかがしていたような……。

「その学院祭っていつなんです？　あと、そのぶとうなんとかっていうのも、俺おれたちはよくわからないんですけど。あの三人がエントリーがどうとかってことは、やっぱり俺たちも関係あるんですか？」

　俺の質問に、学院長は不思議そうな顔で首を傾かしげた。そして三秒後、

「ああ、そうでした。ヨシュアさんたちはご存ぞん知じないんですね。すみません、わたくしとしたことが、うっかりしていました」

　と手を打った。

　この人のうっかりとか、すごく珍しい気がする。まあ、温泉のときは学院に顔も出せないほど忙しい日々だったみたいだし、そうでなくても普段からたくさん仕事を抱えてるっぽいし、そういうこともあるか。

「でも、その話は教室に行ってからにしましょう」

　学院長がそう言った直後、始業を告げる鐘が鳴った。




　教室に入り、席に着く。

　タニア先生はどこかへ姿を消してしまったが、おそらくネアの気を引くための何かを取りにいったのだろう。

　たった二つしかなかった机がもう一つ増えたわけだが、ネアは自分の机は無視して椅い子すをずりずりと引きずり、柚ゆ比び坂さかに寄り添うようにしてちょこんと座った。

「ネアちゃん、ちゃんと机に──」

　柚比坂がネアをたしなめようと言いかけたのを、学院長は、

「今日のところは好きにさせてあげましょう」

　とやんわり制した。

「先生がそう仰おつしやるのでしたら……」

　まあ、ネアは柚比坂の側そばにいるときが一番大人しいから、学院長の判断は正しい気もする。真面目まじめな柚比坂は、授業中にネアの好き勝手を許す学院長の判断にちょっぴり困惑しているようだったが。

「さて、では学院祭について説明いたしましょう」

　教きよう壇だんから俺たちの顔を見渡して、学院長は言った。

「学院祭というのは、年に一度開催される、冒険者の祭典です。日々危険な冒険に勤いそしむ若者たちを労ねぎらい、またこの街を冒険によって築いた祖先や始し祖そを敬うやまい加か護ごを祈り、そして若者たちも自らの実力を誇り、それを称たたえあう──そんな七日間です。そして、その七日間のラストを飾るのが、上位パーティによる、始祖を始めとする歴代の冒険者の祖そ霊れいに戦いを捧ささげる武ぶ闘とう典てん礼れい──俗に言う最強決定戦なのです」

「あ、最強決定戦って話は聞いてましたけど、同じものだったんですか」

「はい。正式には武闘典礼ですが、響きが堅苦しいので一般には最強決定戦という名前で浸透していますね」

「なるほど」

　七日にわたって開催される学院祭は、どうやら俺おれたちが想像する学校の文化祭のようなものではなく、街をあげての大規模なお祭りであるらしい。

　上位パーティがエントリーされる目玉の武闘典礼──最強決定戦以外にも、商会や商店街が主催する武術大会や、主催者から出されたお題をいかに早くクリアするかといった冒険競争などもあちこちで催され、それはそれは賑にぎわうのだという。

　で、その武闘典礼に俺たちのパーティもエントリーされている、と。必死でクエストを解いているうちに、上位どころかトップのパーティにランキングされてしまっているのだそうだ。

「確かに、学院はこの世界の中心で、学生である冒険者がこの世界の主役だものね。学院のお祭りが街全体のお祭りになるのもわかる気がするわ」

「まあな。しかし……、うーん」

　柚ゆ比び坂さかの言葉に相づちを打ちながら、俺は腕を組んで考え込んだ。

「どうかしたの？」

「いや、その最強決定戦、俺たちにとっては出場する理由が何もないだろ」

　柚比坂も学院長も、俺の発言に一瞬ぽかんとなった。

　が、

「確かに、言われてみれば……」

　柚比坂も俺の言わんとすることにすぐ気がついたようだった。

「いや、あの、お二人とも、これはとても名めい誉よなことなのですよ？」

　狼ろう狽ばいしながら、学院長が言う。おそらく、出場を渋るということ自体が発想になかったのだろう。逆に言えば、こちらの世界の人間にとっては、それだけ大きなメリットもあるに違いない。

　ああ、そういえば、就しゆう職しよく先によっては、最強決定戦の成績はクエストクリアより重視される場合もある、と聞いたような気もする。

　なんていうか、俺たちの世界のインターハイとか甲こう子し園えんとか、そんな位置づけなのかもな。もしかしたらオリンピックかもしれないが。

　しかしなあ。

「それはそうなんでしょうけど、俺おれたちとしては、その時間を別のことに回したいというのが正直なところなんですよね」

「そうね。あの塔に近づくことにも、始し祖その言葉に近づくことにもならないものね」

「だろ？　まあ、ゲーム的に考えれば、この手の大きなイベントなら、何かしら関係があったり進展の鍵かぎになったりするかも、ってことはあるが」

「お得意のゲーム的思考ね。だとすれば、その可能性がある、というだけで参加する理由にはなるわね。あと、こちらの世界の人たちにはお世話になっているのだし、無下に断るのも考えものだわ。名前からして、冒険者のご先祖様に戦いを捧ささげる宗教儀礼のような側面もあるみたいだし、こちらの世界の文化は尊そん重ちようするべきよ」

「それもそうか。まあ、俺たちに理由がなくても、シェリスとティーナとダリルには意味があることだしな」

　俺たちの相談に、学院長がホッと胸を撫なで下ろしていた。

　まあ、確かにトップのパーティが出場しないのでは祭りも盛り上がらないだろう。

　そして、ネアがずいぶん大人しくしているな、と思い見やれば、椅い子すの上で器用に丸くなってうとうとし始めていた。自由だな、おい。

「では、正式に出場決定ということで準備を進めさせてもらいますね」

「構いませんけど、俺たちのパーティはかなり偏ってますから、盛り上がりもせずあっさり負けちゃうかもしれませんよ？」

「謙けん虚きよですね。しかし、一回勝負の大舞台では番狂わせはつきものです。それに、番狂わせは、それはそれで盛り上がるものです」

　そういうものだろうか。よくわからないが。

「それはそうと、登録するにあたってパーティ名が必要なのですが、ヨシュアさんたちはなんと名乗っているのですか？」

「パーティ名？」

「あ、アレじゃないかしら。委員長さんたちの『聖なる盾隊』みたいな」

「ああ、そういう……。ええと、別に、特にはないですけど」

「それは困りましたね……。便べん宜ぎ上でも何かありませんか？」

「と言われても……救世主パーティとか言われることはありますけど」

　聞けば、『聖なる盾隊』の他、『白薔ば薇ら兵団』やら『群ぐん狼ろう党』なんて名前のパーティがエントリーしているのだとか。すいぶんとまあ、中二……こほん、凝っていらっしゃる。

「とりあえず、救世主パーティでいいんじゃないかしら。私たちだけで決めるのも違う気がするし、わかりやすいし。それに、今聞いたみたいな仰々しい名前はなんだか気恥ずかしいわ」

「では、救世主パーティ（仮）で登録しておきますね。変更する場合はなるべく早く申し出てください」

　俺おれと柚ゆ比び坂さかが声を揃そろえて「はい」と返事をするのと同時に、どこかへ行っていたタニア先生が教室に入ってきた。手には何冊かの本と、小ぶりな何か──クロスボウだろうか？　にしては、ずいぶん複雑な構造のようだが──を持っている。

　俺と柚比坂と学院長の視線を受け、タニア先生が申し訳なさそうに頭を下げた。

　そして、柚比坂とネアの後ろで床に直に座り、持ってきた何かをカチャカチャいじり始めた。

　途と端たんに、椅い子すの上で丸くなっていたネアのネコ耳がぴくぴくと動いた。

「それ、にゃんだー!?」

　ネアは椅子から飛び降りると、まっしぐらにタニア先生の近くへ行って、キラキラした目でその手元を見つめた。

　……テキメンだなあ。今までの警けい戒かい心しんはどこに行った。

「これはクロスボウなんだけどね、知り合いが作ったちょっと変わった品でね。撃った後にここのレバーを引くと、弦を引きながらここに収まっている矢が自動で装そう塡てんされるんだ」

　タニア先生は悪戯いたずらっぽく笑って、寄ってきたネアにそう説明した。

「やって見せようか」

　言うなり、タニア先生は持ってきた本を一冊、放ほうり投げた。

　そして電光石火の早はや業わざでクロスボウを空中の本に向けて撃ち、撃つなりレバーを引いて次の矢を装塡し、もう一度発射。さらにもう一度レバーを引き、矢を撃ち出した。

　パサリと床に落ちた本には、見事に三本の矢が刺さっていた。

「おー！　かっこいーにゃ！」

　おそらくネアはそのクロスボウをかっこいいと言ったのだと思うのだが、見事な早業で三連射を披ひ露ろうしたタニア先生は誇らしげに胸を張った。

「まあ、仕組みが複雑な分、故障も多いし、威い力りよくも低いのが難点なんだけどね。このくらいの連射、弓を使えば初歩的なスキルでできちゃうし」

　これまでの警戒ぶりが噓うそのように、ネアがタニア先生に尊そん敬けいのまなざしを向ける。

　が、学院長が咳せき払ばらいをして、

「タニア先生。それ、ネアさんの教科書なのでは？」

　と訊きいた。

「いや、その……」

　得意満面だったタニア先生が、気まずそうに学院長から目を逸そらした。

「べ、弁べん償しよういたしますので……」

　か細い声でタニア先生が言う横では、矢に貫かれた教科書を拾ってきたネアが、興奮気味に矢とクロスボウを見比べていた。

　ネアの手が、クロスボウに伸びる。が、タニア先生はそれをたしなめるでもなく、むしろ「はい」と手渡してしまった。

「かっこいーにゃ」

　小ぶりなクロスボウが、ネアの手に収まるととても大きく見える。

「武器を簡単に渡してしまって、危なくないかしら」

　カチャカチャとクロスボウのあちこちをいじり回すネアの様子に、柚ゆ比び坂さかが少し心配そうに呟つぶやいた。が、学院長は、

「大丈夫ですよ」

　とにっこり微笑ほほえんだ。

「そのための教師ですし、その危なさも込みで武器の扱いを学ぶのが冒険者の第一歩ですから」

　納得。

　ここなら保健室には蘇そ生せい魔法まで使える一流の魔法使いがいるし、万が一怪け我がをしてもすぐに治してもらえる。訓練で大怪我をしたり死んだりする度たびに俺おれもお世話になっているから、学院の医い療りようスタッフの腕に関しては保証できる。

「まあ、ネアもあのダンジョンで火属性のスキュラを狩りながら生き抜いてきた子だからな。心配なのはわかるが、それは過保護ってもんかもな」

「それはそうだけれど……」

　もうすっかり母親の顔だな。

「さあ、ネアさんのことはタニア先生に任せて、わたくしたちはわたくしたちで勉強を始めましょう」

　そう言って学院長が手をパンと叩たたき、いつものように授業が始まった。

　しかし、俺も柚比坂も、後ろのネアが気になって、どうにも授業に身が入らなかった。
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　二時限目。

　屋外に出て戦闘訓練を行う俺たちに合わせて、タニア先生とネアも一緒に校庭に出た。しかし、訓練の合間に見る限り、ネアたちは何か学ぶというより、追いかけっこをしたり、かくれんぼに似た遊びをしたり、およそ勉強をしているという感じではなかった。

　まあ、すっかりタニア先生に対する警けい戒かい心しんも解けたようで、何よりではあるが。

「あれで授業になってるんですか？」

　小休止のときに、汗を拭ふきながら学院長にそう尋たずねてみた。

「ええ。遊んでいるように見えるかもしれませんが、ああやって身体能力や魔法の適性など、種族の特性をチェックしているんですよ」

「なるほど……」

　確かに、種族によって職業クラスに向き不向きがあるのはＲＰＧのお約束だ。さらに言えば、同じ戦士クラスでも、ドワーフの戦士と人間の戦士、はたまたエルフの戦士では戦い方がまるで違う。

　屈くつ強きような肉体と筋力を持つドワーフは真っ向から突撃する戦い方が一番向いているし、バランス型の人間は相手によって様々なスキルを使い分けながら臨りん機き応おう変へんに立ち回るのが得意だ。素早さと魔力に長たけた反面、ドワーフや人間より打たれ弱いエルフは、華か麗れいな一撃離脱戦法か、魔法戦士として魔法で自身を強化したり、牽けん制せいに攻こう撃げき魔法を絡めながらの攻めを得意とする。

　種族ごとに学科を分けて学ぶのだって、そうした種族ごとのやり方を別々に学ぶ方が効率が良いからだろう。

　つまり、こうして得たデータが今後の、ネア以外のワービーストの教育にも反映されていく、というわけだ。

「それにしても、ネアちゃんは元気ね」

　半なかば呆あきれ気味に、柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

　確かに、ずっと動き回っていて、まったく疲れが見えない。タニア先生の方がバテてしまっているようにも見受けられる。

「タニア先生は、少々鈍なまってしまっているようですね。少したるんでいるかもしれません」

　うーん、なぜだろう。学院長はいつも通りの優しい口調なのに、そこはかとなく怖さを感じてしまうのは。

　そんなこんなで、授業も終わろうかという頃になって、校庭にはネアと同じくらいの子どもたちが集まり始めた。

　どうやら、早めに授業が終わった初等部の子たちらしい。

「きっと、あの子たちもネアさんが気になるのでしょうね。これから自分の種族を選ぶ年頃の子にとっては、ワービーストも選せん択たく肢しに入るわけですし、そうでなくとも同じくらいの子が来たとなれば」

「上う手まく馴な染じめるといいのだけれど」

「まあ、ネアのことだから、すぐに友達もできるだろ」

　しかし。

「ふにゃああ──────っ」

　たくさんの子どもたちに驚いたのか、ネアは悲鳴をあげながらタニア先生のわきをすり抜け、こっちに駆けてきた。

　そして、柚ゆ比び坂さかの後ろに隠れてしまった。

　俺おれと柚比坂は、顔を見合わせて苦笑しつつ、小さくため息をついた。

　まあ、これまで人と接しないで過ごしてきた上、誘ゆう拐かい騒ぎまであったのだから、いきなり慣れろというのも無理な話か。

　それにしても、なんでタニア先生をすっ飛ばしてこっちに来たんだ。まだタニア先生は後ろに隠れて安心だと思えるほど信用してないってか。

「ネアと同じくらいの子たちなんだし、別に怖くないだろ？」

　そう訊きいてみる。

　しかし、

「やー」

　と、ネアは柚比坂にしがみついて離れようとしない。

　まったく、この甘えん坊さんめ。

「無理強いしても仕方ありません。しばらくはヨシュアさんとアンナさんの側そばで、徐じよ々じよに学院に慣れてもらうしかなさそうですね」

　そう言ってくれた学院長に、

「なんかすみません」

　と俺は頭を下げた。

「いえいえ。幸い、ネアさんは適応能力は高そうですから、何日かすれば仲良く一緒に遊ぶようになると思いますよ」

　だといいのだが。

「おーい！」

　手を振りながら、俺は遠くの初等部の子たちに呼びかけた。

「今はまだ慣れてないけど、仲良くしてやってくれなーっ！」

　すると、口々に「はーい！」という元気な返事をしてくれた。

　いい子たちじゃないか。この子たちなら、ネアも仲良くやっていけそうだ──と考えている自分に気がついて、俺も柚比坂のことを言えないな、と自じ嘲ちようしてしまった。
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　お昼休みになって、いつものように学食でシェリスたちと合流した。

　料理を頼む段になってネアが鶏とりと野菜のシチューが食べたいと言いだした。以前に食べた、柚比坂のシチューがお気に召したのかもしれない。

　それにつられるように、今日はみんなしてシチューやら煮込みやらを頼む流れになった。かくいう俺おれも、ラム肉を煮込んだシチューを注文した。言うまでもなく、ティーナは一緒に山ほどのパンをテーブルに積み上げている。

　そんなこんなで、昼食を取りながら、今後についての話し合いを開始した。

「午前中に図書館で色々資料を探しまちたけれど、これといって新しい発見はありませんでしたわ」

　ため息交じりに、シェリスが言った。

「始し祖その話は、モチーフとして小説や演劇の題材に使われているけれど、古いものでも創作や脚色が多すぎて、今ひとつ信用できない」

「まあ、二五〇〇年も前のことですから……」

　ティーナとダリルも、成果が上がらなかったせいか、若じやつ干かん口調が重い。

「気落ちするなって。たった半日で必要な情報が出で揃そろうほど簡単じゃないさ。それでも、とりあえずは話を聞かせてくれないか。俺も柚ゆ比び坂さかも、みんなが当たり前に知ってる始祖の物語も知らないからな」

　俺の提案に、柚比坂も「そうね」とシチューで汚れ放題のネアの口元を拭ぬぐってやりながらうなずいた。

「と言われまちても、この世界に最初に降り立った冒険者である、という以外は諸しよ説せつがありすぎてハッキリしていないのですわ」

「そんなに曖あい昧まいなのか」

　ティーナはうなずきながら、

「人数も、男だったのか女だったのかも証明はされていない。最初に男女二人で降こう臨りんして、その二人に子どもができて少ししてからまた何人か降臨した、という説もあるし、一人ずつ一年おきに降臨した説や、まとめて六人くらいで降臨したという説もある」

「そうなのか……」

「ええと、最近では、始祖なんていなかった、とする説まであります。さすがに、ほとんどの研究者たちは否定してますけど……」

「変ね」

　柚比坂が首を傾かしげた。

「私たちの世界では、二〇〇〇年以上前のことでも、何かしらの記録は残っているわ。もちろん脚色や改かい竄ざんはあったかもしれないし、そのすべてを鵜う吞のみにはできないけれど。でも、いくら昔のことだからって名前すら伝わっていないなんて……」

「確かにな」

「ええ。卑ひ弥み呼こはおよそ一八〇〇年前、イエス・キリストは約二〇〇〇年前の偉い人じんだし、古代ローマや中国の例もあるもの。正式な記録ではなくても、神話や言い伝えになって残っているのが普通じゃないかしら」

「言いたいことはわかるが、そりゃあくまで俺おれたちの世界の話だろ」

「それはそうだけど……」

「よくわかんにゃいけど」

　シチューを食べる手を止めて、ネアが柚ゆ比び坂さかを見上げた。

「怖いモンスターがいるところだと、名前にやまえとかどうでもよくにゃるよ？」

「なるほど……」

　名前にしろなんにしろ、後世に伝わるのは記録があるからだ。厳しい環境で生存に全精力を傾けなければならない状況が何世代も続いたら、案外、祖先の名前など簡単に忘れてしまうものかもしれない。

　そういえば、俺も曾ひい祖じ父いさんの名前とか、知らないしなあ……。

「例えば、始し祖そが俺たちみたいにこの世界に召しよう喚かんされた日本人だったとしたら、生きてくだけでいっぱいいっぱいだったかもしれない。俺たちには色々教えてくれる学院があったけど、そんなのなかったとしたら、スキルも魔法もゼロから編み出さなきゃいけないし、そもそも武器も防具も売ってないわけだし」

　例えば、今俺は『冒険の書』に日記のような記録をつけている。何がクエストを解くヒントになるかわからないから、とつけ始めたのだが、果たしてモンスターの脅きよう威いや明日食べるものの心配に追われる毎日だったとしたら、つける気になっただろうか。

　幸い、俺たちはこの世界の人たちに温かく迎え入れられ、いきなりクエストを解けたことで住む場所も生活に困らないだけの資金も手に入れることができた。

　食べ物も、日本人の俺の口に合う料理を毎日柚比坂が作ってくれる。

　いざ冒険に出ても、頼りになる仲間たちがいる。

　そんな恵まれた環境だからこそ、日記なんてものをのんびり書いていられるのだ。

「でもね、志し度ど君。記録をつけるのは人間の本能のようなものだと思うわ。余裕ができてきたら何かしら残そうとすると思うのだけれど」

「だとしたら、誰だれかが意図的に伝わらないようにした、って可能性もあるな」

「誰かって……」

　言いかけて、柚比坂はハッとしたように言葉を止めた。

「……この世界に限っていえば、ないとは言い切れないわね」

「だろ？　そう考えると、そこにも何か重要な情報が隠されているのかもしれないな」

「でも、隠ちておいて、それを探せっていうのはどういう魂こん胆たんなんですの？」

「それがわかれば苦労はない」

「わからないからって考えないのは、怠なまけ者ものの発想ですわ！　っていうか、ティーナったら図書館でも調べてる時間より食べてる時間の方が長かったんですのよ！」

「仕事は時間より質で評価されるべき。それに、考えることと推測することは全然違う。根こん拠きよのない想像は意味がない」

「むー」

「ケンカすんなって」

　シェリスとティーナのやりとりを諫いさめつつ、うーん、と腕を組む。

　確かに、シェリスの疑問はもっともだ。

　現状では答えなど出ない、というティーナの意見も。

　しかし、俺おれも考えずにはいられない。

　どうにも、前回のネアのクエストから、妙に矛む盾じゆんを感じることが増えた気がする。

「案外、この世界の裏側では二つ以上の思おも惑わくが交こう錯さくしているのかもしれないな」

　それぞれの思惑が対立しているか、目的を別にしている。矛盾を説明する一番楽な推論だ。もちろん、現状では根拠はない。

「そのどちらかは、あたしたちの味方なんでしょうか……？」

「さあなあ。最悪、どっちも敵かもしれないぜ」

「そ、そんな怖いこと言わないでください……」

　まあ、どんな連中かはわからないが、二つ以上勢力があったとしても、どっちも俺たちより強大なことは間違いないだろう。うん、考えたくないことではある。

「いずれにしても、文ぶん献けんから始し祖そについてこれ以上の情報を得るのは難しそうだな。となると、別の手を考える必要があるが……。あるいは、本来のクエストの『氷の魔ま神じん討とう伐ばつ』を進めることで、こっちに関係する情報も入ってきたりするのかな……？」

　どうしたものか、と思案をし始めたところで、

「こっちこっち。あ、ぶつけたり落としたりしないように気をつけて！」

　と、騒々しく大人数を引き連れて、学食にリックが入ってきた。

「なんの騒ぎだ？」

　リックに、そう尋たずねてみる。

「あ、ヨシュア君。お仕事だよ、お仕事」

　リックはイケメンフェイスに甘いスマイルを浮かべて、得意げに胸を張った。

「『水すい晶しようの寺院』っていうダンジョンで採れる水晶がおそろしく高品質でね、それを使って我わがヘンドリー商会は画かつ期き的てきな技術を完成させたんだよ。それで、その新製品を学院に納のう品ひんしにきたんだ」

「それは、なんていうか、お疲れ様。で、その水晶玉が新製品なのか？」

　リックが連れてきたスタッフたちは、学食のど真ん中でボウリングの球ほどの澄んだ水晶玉を台座に固定しているところだった。

「そういうこと。なんと、これは遠くの映像を映し出す……」

「あ、もしかしてテレビかしら？」

　柚ゆ比び坂さかが言った。

「なるほど、テレビか」

　俺おれもぽんと手を打った。

「ちょっとちょっと、なんでテレビジョンのことを知ってるのさ!?」

「そりゃあ、俺たちの世界には各家庭に普通にあるものだからな。形はだいぶ違うが」

「……異世界、恐るべし」

　リックは心底ガッカリした顔で肩を落とした。

「ってか、それ、何を映すんだ？　放送局も用意してるのか？」

「へ？　ほうそうきょくってなんだい？」

　リックは首を傾かしげた。

「え？　いや、おい……」

「放送局っていうのは、テレビに映す番組を作って流す基地のようなものよ」

　すごくざっくりと、柚比坂が説明してくれた。

「ああ、そういうことか。へえ、異世界ではそういう設備も整っているんだね」

「発信元を作らず受信先だけ作ってどうするんだ。ホントに何を映す気だよ……」

「何をって、そりゃあ学院祭のあれこれだよ。特に、最強決定戦を見たいからって買ってくれるお客さんも多いよ」

　あー、なるほど。今のところ、現場からの中ちゆう継けい専門みたいな感じなのか。

「そういえば、ヨシュア君たちも出るんだよね。期待してるよ？　大いに盛り上げてよね、大本命！」

「勝手なことを言うな」

　本音を言えば、それどころじゃないっていうのに。

「だって、エルフ街店では救世主様の全試合を完全中継！　ってのを謳うたい文もん句くに売り出してるんだから、頑がん張ばってもらわないと」

　御ご用よう達たしだからって断りもなしにそれか。

「店長さんは超忙しい、売り上げ倍増だ、って大興奮してたよ」

　だろうなあ。あの人、根っからの商売人だし。

「ちなみに、ヨシュア君たちの世界では、テレビジョンはどんなふうに使われているんだい？　一大イベントみたいなのを中継するだけじゃないの？」

「ああ。スポーツ中継とかもあるけど、その日の出で来き事ごとや天気とかの情報や、ドラマ……演劇みたいなもんとか、娯ご楽らくになるものを色々やってる」

「なるほど！　確かに、学院祭の後も見るべき価値があるものを流すって宣伝すればもっと売れるかもしれないね！　……でも、演劇にしても何にしても、結構お金かかるよね。売り上げから捻ねん出しゆつできるものかな……？」

「私たちの世界では、色々な企業から広告費を取って運営しているわね。それで、番組の合間に商品なんかのＰＲを流すのよ」

「なるほど！　これはいいことを聞いたよ！」

　しまった、こいつも超商売人だった。

「あ、そうだ。俺おれたちの世界のテレビの情報を教えた交換条件ってワケじゃないが、救世主の末まつ裔えいを名乗ってる家っていくつかあるんだろ？　お前、そういう人に知り合いとかいないか？」

「救世主の末裔？　そりゃあ、紹介くらいならできるけど、どうしてまた」

「始し祖そについて色々知りたいんだよ。文書として記録が残ってないなら、他を当たるしかないからな」

「ヨシュア様、どういうことですの？」

「俺は、面めん識しきがあったわけじゃないが、かつての救世主の有あり瀬せ香か奈な子こさんを知っていた。だったら、同じように他の救世主も別の救世主や始祖について知っている人物だった可能性がある気がするんだ。もしかしたらこっちに来て色々調べて、子孫に何かしら伝えているかもしれない」

「なんだか雲を摑つかむような話ね」

　柚ゆ比び坂さかが肩をすくめる。シチューを食べながら俺たちの様子を見ていたネアも、柚比坂を真ま似ねてぎこちなく肩をすくめた。たぶん、意味はわかっていない。

「そうでもないと思うぜ。有瀬さんは、介かい入にゆうされる直前に『俺たちがここへ飛ばされたのは口封じではないというのか』と取れることを口走っていた。裏を返せば、有瀬さんは口封じのためにここへ飛ばされた、と解かい釈しやくすることもできる。だったら、他にも口封じのために飛ばされた救世主がいたかもしれないだろ。同じ秘密を知って口封じされたのなら、関係者である可能性はそこそこあると思う」

「なるほど……。彼女に介入してまで隠したい『口封じ』の内容は、きっと私たちが知りたいことだものね」

「そういうことだ。もしかしたら、救世主の残したものが代々伝わってる家だってあるかもしれないしな」

「事情はよくわからないけど、お安いご用だよ。それでヨシュア君たちの助けになるなら断る理由はないよ」

「頼む」

「でも、僕ぼくにできるのは話を伝えるだけだよ。心当たりには連絡してみるけど、了解が取れるかどうかは先方次第だから」

「わかってるさ。ダメならダメで構わない」

　ま、いきなり訪ねていくよりは、何倍もマシだろうしな。





第二章▼　白銀の末裔




　ネアも午前中でだいぶタニア先生に慣れたし、午後は預けて、夕方に迎えにくればいいだろうか。

　そう考えていたのだが、教室に戻ってそうネアに話したところ、

「やー！　アンニャたちと一緒にいるー！」

　と、頑がんとして拒否されてしまった。

　さて、どうしたものだろうか。

　しばらくはクエスト攻略より『始し祖その言葉』を追うつもりだが、それでも、ずっと冒険に出ないわけにもいかない。

「では、この際、ネアさんもパーティに加えてみてはどうです？」

「なるほど……って、学院長、何言ってるんですか!?」

「そうですよ！　さすがに危険すぎます！」

　柚ゆ比び坂さかも、血けつ相そうを変えて反対する。

「でも、ネアさんはかなり危険なダンジョンで自給自足をしていたのでしょう？　危険であることは認めますが、それは高等部のあなた方でも同じことです。本人の希望でもありますし」

　言われてみれば、確かにネアは単独でスキュラにも勝てるんだよなあ……。二日かかるとはいえ。

「本音を言えば、こちらとしても、新種族のデータを実戦の中で取ってもらった方がありがたいというのもあります。初等部の子たちや親おや御ごさんから、すでにワービースト科についての質問も来ていますので」

　なんとも気の早い話である。新しいものに飛びつきたくなる人はどこの世界にでもいるということか。

　それに、確かに嫌がるネアを置いて行く、というのも気が引ける。今日のところは危険な冒険に出るわけでもないし、何日か学院に通えばネアの気も変わるかもしれない。

「お願い、アンニャ、ヨシヤ。いい子にするから」

　大きな目をうるうるさせて、ネアが俺おれと柚比坂を交互に見上げる。

　ええい、この卑ひ怯きよう者ものめ。そんな顔をされて断れるものか。

　俺は大きくため息をついた。

「じゃあ、ネアの装備も調えないとな」

「そうね」

　柚比坂も同じ思いだったのだろう、諦あきらめ気味に苦笑して、そううなずいた。





　　　　＊






　というわけで、よく行くドワーフの地下工房街の武器屋にやってきた。

「かっこいーにゃ！」

　ネアはずらりと並ぶ武器に目を輝かせて駆け寄った。

　いや、武器というより、刀とう身しんや鍔つば、柄つかなどに施ほどこされた意い匠しように目を奪われているようだったけれど。

「そこに並んでる剣や槍やりはネアには大きすぎるだろ。そもそも、お前、近接型じゃないだろうに」

「でもヨシュア様、弓使いや魔法使いでも、ナイフやダガーを携帯している冒険者は結構いますわよ？　武器というより、藪やぶを払ったりするのに使うことが多いですけど」

「あー、なるほど」

　サバイバル用か。

「私も持っている。ナイフが一本あると、干し肉やベーコンを切るときに便利」

「ティーナのナイフは食事用かよ」

「一斤きん買ったら、パンも切ることが」

　だから、結局は食事用じゃねえか。

「ええと、拳こぶしと蹴けりでだいたいなんとかなりますよ……？」

　あー、うん、ダリルの場合は道具使うの苦手だしな。皿を取ろうとしてしょっちゅう割るくらい不器用だし。まあ、それはドラゴンの特徴でもあるわけだが。

「ネアちゃんも持っておくべきかしら？」

「いや、すぐには要らないだろ。俺おれたちが一緒にいるなら、貸すことだってできるし」

「それもそうね」

「まあ、いずれ必要になるかもしれないが、それは後回しな。今日はメイン武器を優先しないと」

　そんな話をしているところに、豊かな顎あご髭ひげをしごきながら、ドワーフの店主が、

「おう、救世主様、いらっしゃい。最強決定戦の出場に向けての武器の新調ですかな？」

　と笑いながらやってきた。

　ネアは柚ゆ比び坂さかの後ろに回りつつも、武器屋の店主の三つ編みに編んだ顎髭や、その顎髭を留めているピンにくっついている斧おのをモチーフにした飾りに興味津々のようだった。

「もうそんな話が出回ってるんですか」

　苦笑するとともに、そんな話が出るくらいには学院祭が近づいているのか、と感じてしまう。

「そりゃあ、あんたらが出なきゃ始まらんだろうよ。今一番注目されてるパーティなんだから。試合中、客もワシらもここで観戦できるように、テレビジョンとかいうのも昨日注文したからな」

　リックの実家は大おお儲もうけのようだ。

「恥を搔かかないくらいには頑がん張ばるつもりです。で、今日は俺おれたちの武器じゃなくて、この子の武器について相談に乗ってもらいたくて来たんですよ」

　そう言って、俺はネアの頭にぽんと手をのせた。

「ああ、例のワービーストの」

「そうそう。ネア、ちょっとお前の武器を貸してくれるか？」

　ネアがうなずいて、俺に自作のスリングショットを差し出した。それを受け取って、

「これなんですけど」

　と店主に見せる。

「どれ、拝見」

　店主はスリングショットを受け取ると、いじり回したりためつすがめつ眺めたり、真剣な目で品定めを始めた。

「なるほど、この紐ひもの伸縮で弾たまを飛ばす投石機か……」

「です。この子の手作りだから、手に馴な染じんではいるんでしょうけど、やっぱ耐久性とか少し心配なんで」

「ふむ。少しお待ちを」

　店主は一いつ旦たんスリングショットをネアに返して、店の奥へと入っていった。そして、手に骨だの板きれだの紐だのを抱えて戻ってきた。

　店主が持ってきたものを見て、ネアが目を輝かせた。

「それにゃに!?　それで武器を作るの!?」

「まあ、そういうこった」

　店主はニヤリと笑い、

「こいつはグリフォンの骨だ。ヤツらは屈くつ強きような上に空も飛ぶから、骨も頑がん丈じようで軽い。こっちの木材は人じん面めん樹じゆだ。頑丈さや軽さではグリフォンの骨には及ばないが、しなり具合がいいから高級な弓にもよく使われる」

「おー。かっこいーにゃ」

　説明を聞くうちに、ネアは柚ゆ比び坂さかの後ろから店主のすぐ側そばまで歩み寄って、一緒になって素材をいじり回している。

「この紐、赤いのの皮よりよく伸びるにゃ！」

「そいつは巨大な鬼おに蛙がえるの舌を特とく殊しゆな薬品に漬け込んで加工したもんだ。紐の部分はこいつが一番いいと思うね」

「おおー！　髭ひげの人、いいセンスしてる！　きっと武器作りの才能がある！」

「お前、ベテランの武器職人さんになんで上から目線なんだよ……」

　こっちは失礼なことを言うネアにひやひやだが、当の店主は、

「がっはっは！　お嬢ちゃん、嬉うれしいことを言ってくれるのう！」

　と楽しそうだ。

　その後もワービーストの幼女とドワーフのおっさんの意気投合というか打ち合わせは長々と続いた。

　どうやら双方にとって満足いく打ち合わせができたようで、また奥に入っていった店主はあっという間に立派なスリングショットを作り上げて戻ってきた。

「仕事、速ッ！」

「いや何、お嬢ちゃんと話していたら興が乗ったものでなあ」

　ネアは早速、店主から受け取ったスリングショットをびよんびよん言わせながら具合をチェックしている。

　木の枝を使っていた本体は真っ白く磨き上げられたグリフォンの骨に換えられ、持ち手は何か革のようなものをテニスのラケットのグリップのように巻き付けて滑り止めにしている。肝かん心じん要かなめの紐ひも部分もきちんと編み上げられていて、ところどころに吸きゆう盤ばんが未処理で残されていた手作り版より目に見えて耐久度も見てくれもよくなっている。

「髭の人、たいしたもんにゃ！」

「だから、その上から目線をやめろって」

　気に入ったのなら素直にそう言ってお礼をしなさい。

　しかし、店主は怒りもせずに相そう好ごうを崩している。うーん、何か通じ合うものでもあったのだろうか。




　その後、防具屋にネアの毛皮ビキニの新調にも行ったのだが、そこでももっぱら店員さんが振ってくる話題は学院祭の最強決定戦のことだった。

　祭りといっても街の見た目には変わった様子はない。しかし、人々は確実に近づいてくる祭りの気配を感じ、会えば話題にして、楽しみにしているのだろう。

「そういえば、最強決定戦ってパーティ対抗なんだよな？」

　何気なく、そして誰だれにともなく訊きいた。

「学院長もそう言っていたじゃない。それがどうかしたの？」

「いや、だって俺おれたちって、ネアも入れたら六人だろ。聖なる盾隊って三人しか知らないけど、委員長たちの他に誰かいるのか？　もしいないなら、戦うなら六対三だぜ。それっていいのか？」

「いいも何も、全員でかかっても、三人の委員長たちに勝つのはかなり難ちいと思いますわよ？」

「そりゃそうだけど」

「ヨシュア殿。最強決定戦で得られる功こう績せきも、クエストクリアやモンスターの討とう伐ばつ、貴き重ちようなアイテムの採取などで得られる功績も、全部パーティに対して与えられる。例えばパーティで三〇〇点の功績を得たとして、三人と六人では一人あたりの取り分は倍違う」

「あー、なるほど、その理屈はわかる」

　ゲームでも、パーティが自由に組めるタイプのＲＰＧでは、わざと少ない人数で経験値稼ぎに行くことがある。経験値が戦闘に参加した人数だけに割り振られるシステムでは、手っ取り早くレベルを上げるには効果的な方法なのだ。

「原則、パーティの人数には上限も下限もないはずです……。学院は推すい奨しようしてませんけど、一人で冒険に出るのも自由です。危ないのでやりたがる人は少ないですけど……」

「逆に、一〇人を超えるようなパーティも誰だれもやりませんわね。クエストクリアくらいの大物狙ねらいならともかく、普通の冒険では功績も儲もうけも取り分が雀すずめの涙ですわ」

　なるほど、だからクエストクリアのためには複数のパーティで連合を組むこともある、というわけか。

「じゃあ、最強決定戦も、俺おれたちが優勝するより、委員長たちが優勝した方が倍高く評価されるんだな」

「簡単に言うと、そういうことですわ」

　人数を増やして安全を取るか、ハイリスクを覚悟でより高い評価を取るか。成績のためくらいなら俺は迷わず安全を取るが、委員長たちほど腕に覚えがあるなら、人数を絞る選せん択たく肢しは充分にありなのだろう。

「しかし、人数を絞って優勝候補の大本命ってのはすげえよな……」

「何を言ってるんですかー。一番有力なのは救世主様のパーティだってもっぱらの評判ですよー」

　防具屋の店員さんはそう言ってくれたが、そして、もしかしたら本当にそう噂うわさされているのかもしれないが……、うん、社しや交こう辞じ令れいにしか聞こえない。

　何しろ、墳ふん墓ぼでモンスター化した有あり瀬せさんとやり合ったときに、アホみたいに強力な魔法をことごとく防ぎ切る委員長の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよスキルを目の当たりにしてるからなあ。アレを打ち崩すって、どんな無理ゲーだよ……。

「出るからには勝ちたいよな」

　腕を組んで、考え込む。難しいゲームほど燃えるのは、ゲーマーの性さがだろうか。

　委員長たちに勝つつもりなら、かなり綿めん密みつな作戦を立てる必要がありそうだ。

「そうね……」

　うなずいて、柚ゆ比び坂さかは商品棚にずらり並んでいる盾に目をやった。

「アンナ様、盾を新調なさいますの？」

「いえ、そういうわけではないわ。でも……これまで以上に役割分担が必要になってくる気がするの」

「アンナ様は継続戦闘能力要員として十二分に役割を果たちていらっしゃいますわ」

「それだけではダメだと思うのよ。前回でダリルさんに、飛行による機き動どう力りよくを活いかした強きよう襲しゆう係っていう役割が確立されたみたいに、私も……」

「なんでもこなせるオールラウンダーって時点で、逆に貴き重ちようなんだけどな。まあ、柚ゆ比び坂さかの言いたいこともわかるけど。継続戦闘能力は、つまるところボスに到達するまでの雑ざ魚こ戦専門ってことでもある。柚比坂は、ボス戦でも何か役割を担になうことでパーティの戦力を向上させたいって言いたいんだろ？」

「ええ。例えば──」

　と、柚比坂が言いかけたところで、

「これはどうだろう」

　と、ティーナが一着のビキニアーマーを棚から取り出した。子ども用の、可愛かわいらしい意い匠しようがあちこちに彫り込まれた、アニメの魔法少女を思わせるような品だった。

「ネアにか？　試着前に言ってやればいいのに」

　すでにネアは何着かのビキニアーマーを持って試着室の中だ。

「似合うとは思うけど……でも、ちょっとファンシーすぎないか？　そのフリフリとか、装そう飾しよくが多すぎるのはネアの好み的にどうだろう？」

　が、ティーナは首を横に振った。

「ネアちゃんじゃなく、シェリスに──」

「ちょっと！　わたくちに勧すすめるのが子ども用って、どういうつもりですのっ!?」

「私は小ちっちゃくて可愛いシェリスにはこういうのが似合うって言っただけで、別にペッタンコとか幼児体型とか言ったわけじゃない」

「言ってますわ！　今、堂々と言いまちたわよね!?」

「そんなことはない。気のせい」

「どんな気のせいですの!?」

「ええと、あの、二人とも、お店に迷めい惑わくですから……」

　ダリルがたしなめようとするが、二人とも聞いちゃいない。

「可愛いシェリスならこういうのも似合うって意味。きっとヨシュア殿も、これを着たシェリスは超可愛いって思うはず」

　途と端たんに、シェリスは顔を真まっ赤かにした。

「え!?　ヨシュア様、そ、そうなんですの……？」

　こっちに丸投げかよ！　なんてパスを出しやがる。

　っていうか、シェリスもなんで赤い顔のまま何かを期待した目で俺おれを見てるの。

　どうする……？　似合わないとも言いにくいし、似合うって言っても子どもっぽいっていうシェリスが気にしてることを認めることになるし、何より答えによっては最近ご無ぶ沙さ汰たの鉄てつ球きゆう制せい裁さいが──

「ちょっと待って。シェリスさん、その鉄球を預かるわ。いつ試着室から出てくるかわからないネアちゃんに、スプラッタは見せたくないもの」

　先回りの気き遣づかいはさすがですが、もう少しパパ役の心配をしてくれてもいいんじゃないですか、ママ役の柚ゆ比び坂さかさん。

「もう、どういう意味ですの……？　最近はやらかちてませんのに！」

　頰ほおを膨ふくらませて不満を口にしながらも、シェリスは素直にトゲトゲ鉄球から手を放した。

「ダリルさん、そのトゲトゲ鉄球をそっちに持っていってもらえるかしら？　他の人だと運ぶのも大変だから」

「あ、はい」

　柚比坂の指示に従って、ダリルがシェリスのトゲトゲ鉄球をひょいと持ち上げた。さすが、シェリスほどではないにしても、ダリルのドラゴン筋力は常人の域をあっさり飛び越えている。

「それで、ヨシュア殿、これはシェリスに似合うと思う？」

　ティーナが容よう赦しやなく追い込んでくる。

「いや、その……」

　似合う、それは間違いないだろう。でも、言い方を間違えると、シェリスを深く傷つけてしまう気がする。

「フリルとかの女の子らしい感じは、シェリスが一番似合うよな」

　瞬間的に、シェリスの顔が耳まで真まっ赤かに染まった。が、こういうときに振り回すトゲトゲ鉄球は没収済み。

　あわあわしながら、シェリスは空いていた試着室の一つに逃げ込んで、シャッとカーテンを閉めてしまった。

　ティーナが例の子ども用ビキニアーマーを手に、シェリスが入った試着室に首を突っ込んで何やらヒソヒソと話している。

　何を話してるんだ。またろくでもないことを言っているんじゃあるまいな。

　そして、試着室付近でのヒソヒソ話が続くことしばし。

　突然、ティーナが試着室のカーテンをバッと全開にした。

「きゃー！　ちょ、何をちますの!?」

　悲鳴のような声に、まさか着替え中か!?　と身を強こわばらせたが、シェリスはちゃんと着ていた。

　……子ども用ビキニアーマーを。

　なんで着てるんだよ、ってのはともかく──、

　似合っていた。とても。ものすごく。

　もともと、シェリスのピンク色のゆるふわツインテールはそれ自体が可愛かわいらしい装そう飾しよくのようなもので、色といい質感といい、ふわふわひらひらしたレースやフリルと相性が良いのだ。

　そして、温泉での水着姿でくらいしか見たことのなかったシェリスの肌は、これまたピンクの髪や、ビキニアーマーのレースやらフリルやら、煌きらびやかな宝石（明らかにガラス玉のフェイクだが）によって引き立てられ、眩まぶしいくらいにその白さを主張していた。

　まるで、シェリスのためにデザインされたかのようだった。

　何より、シェリスとビキニアーマーという組み合わせが新鮮で、ついつい俺おれは見とれてしまった。

「あ、あの、ヨシュア様……？」

　モジモジしながら、シェリスが手でビキニアーマーを隠そうとする。

「あ、その、悪い」

　反射的に謝って、目を逸そらしてしまった。

「ヨシュア殿がつい見つめてしまうのも無理はない。よく似合っている。……子ども用だけど」












　最後の一言がよほどショックだったのか、シェリスはハンマーで殴られたかのようによろめいて、

「に……二度と着ませんわよ……！」

　涙目でそう呟つぶやいた。




　そして、シェリスがプンスカしながらいつものゴスロリアーマーに着替えてから少し経たって、

「アンニャー。これがいい！」

　と、試着室から飛び出してきたネアが駆け寄ってきた。

　着ていたのは……やはり黒い毛皮のビキニアーマー。あんまり変わり映えしないなあ。

「それでいいの？」

「みゃう！　こういうのが一番落ち着く」

「よくお似合いですよ。そちらの商品は魔ま狼ろうの毛皮を使っておりますので、冷気や寒さにも強いおすすめ品です」

　なんか素材だけはかっこいいな。しかも高級品っぽい。ゴスロリアーマーほどではないと思うが。

「まあ、ネアが気に入ったならそれでいいんじゃないのか」

「それはそうだけれど、いい機会だし、雰ふん囲い気きを少し変えてみるのもいいんじゃないかしら。本当にそれでいいの？」

「みゃう！」

　そんな俺おれたち三人の様子を見て、

「なんだか本当に親子みたいですね」

　と店員さんがくすくす笑った。

　またそれかよ！

「違うって！」

「違います！」

　その声が綺き麗れいに重なってしまって、俺たちはお互い顔を見合わせ、余計に照れ臭くなってしまった。

　店員さんはニヤニヤしながら、シェリスとティーナは白い目で俺たちを見つめ、ダリルがおろおろする中、ネアは「みゃう？」と不思議そうに首を傾かしげた。

　そんなこんなで、ネアのビキニアーマー（毛皮）、お買い上げ。

　こうして装備も整い、ネアは俺たちのパーティの一員となったのだった。





　　　　＊






『風の月一九日

　ネアがパーティに加わった。

　学院長からの提案だから、きっと教育上もそれで問題ないんだろうけど……でも、ネアをパーティに加えて冒険に行く、ということにはまだ少し納得できないというか、引っかかりを感じる。

　今までスキュラを単独で狩るような生活をしていたとはいっても、まだ小さい子どもなのだ。

　危険なんじゃないだろうか。いざというとき、守り切れるだろうか。

　そう考えてしまう俺おれは、過保護すぎるだろうか。

　それはそれとして、夜にリックから連絡があった。明日の午後、過去の救世主の末まつ裔えいが会ってくれるよう話を取り付けたとのこと。

　これで少しは何かがわかると良いのだが。』
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　翌日。

　もちろん、今日も学院へ。

　校庭での訓練の時間、ネアはタニア先生と射撃訓練をやっていた。訓練というか、延々と交互に的まと当てをして、どっちが腕がいいかを競っているだけにしか見えなかったが。

　昨日買った新しいスリングショットはすでにネアの手に馴な染じんでいるらしく、得意の早撃ちにはタニア先生も驚きを隠せずにいるようだった。

　で、こちらはというと。

「さあ、打ち込んでいらっしゃい」

　いつもは剣のスキルやら魔法やらをバシバシ放ってきて近づかせてもくれない柚ゆ比び坂さかが、今日は盾を構えて動かずにいた。

　逆に怖こええ。何を企たくらんでいるんだ。

「どうしたのよ」

「いや、そりゃ警けい戒かいするだろ」

「訓練で騙だまし討うちなんかしないわよ。単に防ぼう御ぎよの練習をしたいだけよ」

「防御？　なんでまた、そんなことを」

　これまでの柚比坂の戦い方は、やられる前にやる的な超攻こう撃げき型だったのに。

「私たちのパーティの戦術は、シェリスさんとティーナさんの連れん携けいが軸でしょう？　いかに確実にシェリスさんの鉄てつ球きゆうをヒットさせるかが勝敗の鍵かぎじゃない」

「まあな」

「だとしたら、二人への攻こう撃げきを防ぐ役がいて、二人に攻撃に専念してもらえるようになれば、安定感が増すと思わない？」

「なるほど」

　モンスターやこちらの戦法を知らない相手なら、問題はない。しかし、最強決定戦で戦う相手は、シェリスのトゲトゲ鉄球の威い力りよくを知っている。それが、ティーナの魔法によって必ず命中することも知っている。

　となれば、確実に対策を考えてくるだろう。何しろ、俺おれたちはどういうわけか優勝候補らしいし、研究されることは間違いない。

　まず考えられるのが、シェリスとティーナへの攻撃の集中。どちらかが速攻で倒されてしまえば、俺たちのパーティに勝ちはなくなると思っていい。柚ゆ比び坂さかが言っているのは、そのもっともストレートな俺たちの攻略法への対抗策というわけだ。

「委員長さんほど完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよである必要はないわ。最初の二手三手の攻撃をしのげるだけで、シェリスさんとティーナさんが自由に動けるだけの時間は稼げるはずだもの」

「確かにな。うちのパーティで盾持ってるのは柚比坂だけだし」

「そういうことよ。だから、さあ、打ち込んでいらっしゃい」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　言いながら、俺は攻撃用のタリスマンを引き抜こうと、腰の『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』に手をやった。




　にこにこと学院長が見守る中、その日の訓練で、柚比坂はいくつかの基き礎そ的な防御系スキルを身に着けてしまった。

　まったく、こっちは未いまだにスキルも魔法も何一つ習得できていないってのに。才能ってヤツは不公平すぎるよな。
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　午後。

　俺たちはリックに紹介してもらった救世主の末まつ裔えいの家を訪れていた。

　スタードエル家。

　シェリスの実家ほどではないが、大きなお屋や敷しきであり、歴史ある名家なのだという。

「ここって……」

　ダリルが屋敷を見て、呟つぶやいた。

「知ってるのか？」

「ええ、まあ……。同級生というか、クラスメイトの家で……。あ、でも、ご両親とかは知りませんけど……」

　ドラゴン科のダリルのクラスメイトってことは、ドラゴンの息子か娘がいるのか。

　で。

　門を叩たたいた俺おれたちは、いかにも有能そうな長身の執しつ事じさんに案内され、一室に通された。大きな窓から陽ひが差し込む、明るい部屋だった。テーブルと俺たちの人数分の椅い子すが用意され、テーブルの上には、様々な焼き菓子が盛られた器がいくつも並んでいる。

「お嬢様、救世主ご一行様をお連れいたしました」

　恭うやうやしく一礼した執事に、

「ご苦労様」

　と、悠ゆう然ぜんと答えたのは、日の光に銀色の鱗うろこを煌きらめかせた、シルバードラゴンだった。ダリルのお父さんより一回り小さいくらいか。

　少しシャープな印象のそのドラゴンは、見覚えがある気がした。

「あれ、あんた、確か……」

「ええ、何度か顔は合わせているはずよ。斧おのの守護者討とう伐ばつにも加わっていたし、温泉の件では議論にも手伝いにも参加しているわ」

「だよな」

「ええと、ヨシュアさん、マリアベルさんが率ひきいる白薔ば薇ら兵団は、トップクラスのパーティですよ……。マリアベルさん本人を含めて、三人のシルバードラゴンによる波は状じよう攻こう撃げきには定評があります。しかも、ドラゴンの後ろに控ひかえた魔法使いさんがマリアベルさんたちをガンガン魔法で強化するんです……」

　ダリルがそう教えてくれた。うへえ、それは強力そうなパーティだ。

「まあ、救世主様からすれば、有う象ぞう無む象ぞうの一人かもしれないわね」

　そのドラゴンは自じ嘲ちよう気味に笑って、

「当家の次期当主、マリアベル・スタードエルよ。名前くらいは覚えておいて頂けると助かるわ」

「あー、ええと、申し訳ない」

　恐きよう縮しゆくして頭を搔かく。すると、マリアベルはくすりと笑った。

「ごめんなさい、別に怒っているわけでも、嫌いや味みを言っているわけでもないのよ。よく仲間から、物言いにトゲがある、って怒られてしまうの」

「いえ、それでも、名家のお嬢様でトッブクラスの冒険者を知らないなんて、非礼であることには変わりないわ。それについては、彼共々謝罪します」

「いいのよ、別に。それに、私はあなたたちに感謝もしているのよ」

　マリアベルは、ちらりとダリルを見やって、

「冒険者を辞めるとまで言っていたダリルさんを思い止とどまらせてくれたものね。みんな心配していたのよ。成長こそ遅れているけれど、能力は高いし、何より頑がん張ばり屋だもの」

　と微笑ほほえんだ。

「マリアベルさんは、とても面倒見のいいクラスのリーダー的な存在なんです……。あたしも、何度も相談に乗ってもらったり、励ましてもらったりしました……」

「別に、たいしたことではないわ。救世主様の目に止まったのも、期待に応こたえられたのも、ダリルさんの普段の努力があったからこそよ」

　確かに、朝早くから飛ぶ練習をしようとするくらいには、ダリルは真面目まじめで熱心だ。だからこそ、成長の遅れという、努力ではどうにもならない壁にぶつかったときの悩みも大きかったのだろう。

「とにかく、おかけになって。お茶はいかが？」

　俺おれたちが返事をする前に、執しつ事じさんがお茶を淹いれ始めていた。

　せっかくなのでご馳ち走そうになることにして、俺たちは勧すすめられるままに席に着いた。

「それで、何をお聞きになりたいの？　わざわざヘンドリー商会を通じて会談を申し込んでくるなんて」

「いや、そんな大おお袈げ裟さな話の通し方を頼んだわけじゃないんだけどなあ……」

　思わず苦笑する。

「まさか、堂々と敵陣視察に来たわけでもないのでしょう？」

　あ、そうか。白薔ば薇ら兵団って、最強決定戦にエントリーしてる上位パーティにそんな名前があったっけ。

「そういうわけじゃないけど、戦うことになったらお手柔らかに頼む」

「トップパーティがご冗談を。胸を借りるつもりで全力でいかせてもらうわ」

　うげ、三人のドラゴンによる全力の猛攻とか、勘弁してくれ。

「志し度ど君、脱線しすぎよ。マリアベルさん、私たちが聞きたいのは、貴女あなたのご先祖様のお話なの」

「ご先祖様の？」

「ああ。あんたは救世主の末まつ裔えいなんだろ？」

「あら、当家の祖そである救世主について聞きたいの？」

　嬉うれしそうに、マリアベルは首を反り返らせるようにして言った。どうやらドラゴン的には、胸を張る、みたいな仕し草ぐさであるらしい。

「わたくちたちは、『啓けい示じ板ばん』に一時的に現れた『救世主よ、始し祖その言葉を探し求めよ』っていう言葉の謎なぞを追っていますの」

　目の前にお茶を置いてくれた執事さんに会釈をしながら、シェリスが説明した。

「ええ、知っているわ。その文字が現れたとき、私も学院の中庭にいたもの」

「それで始し祖そについて調べ始めた。けれど、絶望的なまでに記録が残っていない」

　早速テーブルの上のお菓子を頰ほお張ばりながら、ティーナが補足した。

「それで、あたしたちは、歴代の救世主について調べることで始祖に行き着けるんじゃないかって思って、マリアベルさんにお話を聞きにきたんです……」

　お菓子の器に手が届かずジタバタしていたネアにお菓子を取ってあげようとして何度も摑つかみ損ねたりしながら、ダリルがそう締めくくった。

　見かねて、執しつ事じさんがお菓子の器をそっとネアの方に寄せてくれた。

「アンニャ、これ、すごく美お味いしい！　これ好きー！」

　ネアが食べたのは、何種類ものドライフルーツを贅ぜい沢たくに使ったクッキーだった。他にもナッツ入りのものや、新鮮なフルーツなど、お茶の時間としてはボリュームがありすぎる量のお茶請けが目白押しだ。

「よかったわね。じゃあ、このドラゴンのお姉さんにお礼は？」

「ドラゴンの人、ありがとう！」

「いえいえ、気に入って頂けて何よりだわ。好きなだけ食べていって下さいな」

「では遠えん慮りよなく」

　ティーナ、お前は少し遠慮しろって。

「どうして歴代の救世主から始祖につながるのかはよくわからないけど……当家のご先祖様のことくらいなら、いくらでも話して差し上げてよ」

「よろしく頼む」

「ええ。そうね、何から話すべきかしら……」

　マリアベルは数秒、考え込むように目を閉じた。

　そして、

「当家の祖そである救世主『リナ・ホシズミ』は、今から一二〇〇年前の人物よ」

「リナ・ホシズミ……。やっぱり、名前からして日本人だな」

「そうね。それにしても……スタードエルね」

　意味ありげに、柚ゆ比び坂さかがくすりと微笑ほほえんだ。

「当家の名前が何か？」

「いえ、私たちの世界にはいくつもの言葉があるの。ホシズミはおそらく星に住む、という意味。これを英語……別の言葉にすると、星はスター、住むはドゥエルになるのよ。まあ、住むはリブの方が一般的だけれど」

「それは興味深いお話ね。当家の姓にそんな意味があったなんて」

「しかし、なんでホシズミ家じゃだめだったんだろうな？　子孫なら、そのまま名乗ってもいいはずだろうに」

　マリアベルが首を横に振った。

「残念ながら、その経けい緯いは伝わっていないわ」

「でも、名前を変えたのは、そのリナさん本人だったはずですわよね。だって、どっちの言葉もヨシュア様たちの世界の言葉なら、この世界の人間にはわかりませんもの」

　確かに、本人が名を変えるように子どもか孫に指示したのだろう。なぜかはわからないが、そう考えなければ辻つじ褄つまが合わない。

　名前を変える意味。そして、変えたことがわかるようヒントを残す意味。

　子孫が自分に連なっていることを隠し、かつ、誰だれかに気付いてほしかった？

　誰に隠し、誰に気付いてほしかったのか。

　わからないが、そこには何か理由があるはずだ。

「話を続けていいかしら？」

　マリアベルが、考え込んでしまっていた俺おれを真まっ直すぐに見て、言った。

「ああ、すまない。是非、続けてくれ」

「当家の祖そ、リナ・ホシズミだけど、歴史上は『ドラゴンの祖』とも言われているわ。クエストを解いて、ドラゴンの種族を開放した、ということからそう呼ばれているの」

「すると、ヨシュア殿は『ワービーストの祖』ということに」

「むしろアンナ様じゃありませんの……？」

「一〇〇〇年くらい先には、もしかしたらそうなってるかもな。で、マリアベル、ドラゴンの祖は何かを遺のこしたりしていないか？　手記とか、日記とか、なんでもいいんだが」

「残念ながら、そういったものがあるとは聞いたことがないわ。でも」

「でも？」

「当家には、リナ・ホシズミが定めたとされる規則のようなものがあるわ」

「規則……ですか？」

　首を傾かしげたダリルに、マリアベルはうなずいた。

「『シルバードラゴンを以もつてスタードエル家の当主とせよ。直系の者であっても、シルバードラゴン以外は当主たる資格なし』」

「え、シルバードラゴン以外は家を継げないのか」

「ええ。だから、当家の縁えん者じやは子どもがシルバードラゴンになりますように、って必死よ。傍ぼう流りゆうでも、嫡ちやく流りゆうにシルバードラゴンが生まれなければ家か督とくを手にするチャンスはあるということだから」

「そういや、ドラゴンの色とか、どうやって決まるんだ？　それは選べないのか？」

「ええと、それは血液型みたいなものです……。ドラゴンになってみて、初めてわかるんです」

　ダリルが説明してくれた。

「じゃあ、完全に運か」

「そうとも言い切れないわ。シルバードラゴン同士の夫婦からは、シルバードラゴンが生まれる確率は高くなる、というデータもあるの。だから、スタードエル家の縁えん者じやはシルバードラゴンの嫁よめや婿むこ探しにいつも躍やつ起きになっているわ。それはもう、滑こつ稽けいなほどに」

「そういえば、シルバードラゴンの一二パーセントがスタードエル家の人だって聞いたことがありますわ」

「それは分家の分家くらいまで合わせた数字ね」

「だとしても、たぶん一家門が占める割合としてはすごいんだろうな……」

「そして、リナ・ホシズミの遺ゆい言ごんには続きがあるわ。『スタードエル家の者、有事の際にはその白銀の翼と鱗うろこを以もつて救世主を支えよ』と」

「ふうむ」

　意味ありげな言葉である。

　まるで、予言のような……。

「他に何か伝わっていることはありませんの？」

「あるわよ。我わが家のご先祖様がいかに活躍し、人格者だったかという逸いつ話わがたくさん。でも、お家自慢なんて部外者が聞いていて楽しいものじゃなくてよ？」

　それは、確かにあまり聞きたいものではない気がする。なんていうか、どんなものであれ、他人の自慢話ってのは退屈なものだよな。

　柚ゆ比び坂さかとシェリスとダリルの顔にも「それはちょっと」と書いてあった。ティーナとネアは執しつ事じさんが無制限に継ぎ足してくれるお菓子さえ食べられれば文句はないらしい。

　どうでもいいけど、ネア、食い過ぎると晩ご飯が入らなくなるぞ。あ、さすがに柚比坂が止めに入った。

　で。

　どこに情報が隠れているかわからない、ということで、一応その逸話を聞かせてもらうことにしたが、結局、得られたものは徒労感と後悔だけだった。
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　夜。

　全員が揃そろった食卓に柚比坂が「さあ、召し上がれ」と持ってきたのは、なんとピザだった。両手に一枚ずつ。

　右手にはトマトの赤とチーズの白、バジルの緑が鮮やかな、王道中の王道、ピッツァ・マルゲリータ。

「ピザじゃねえか！」

「また異世界のお料理ですのね！」

「でも、これは見ただけで味が想像できる」

「トマトとチーズと、香ばしく焼けた生き地じ……絶対美お味いしい感じですよね……！」

「美味しそうにゃ匂におい！」

　そして左手のピザは、おそらくこないだ作っていた肉にく味み噌そを生地に塗って、その上にチーズと刻きざんだネギを散らした和風ピザとみた。

　こっちは創作っぽいが、しかし、肉味噌自体があれだけ美味しかったんだから、これまた美う味まいに決まっている。

　もう見た目と香りに当てられて、ため息しか出ない。

　料理を見た瞬間の好反応に、柚ゆ比び坂さかは嬉うれしそうに笑って、

「今日はマリアベルさんのところでお菓子をたくさんご馳ち走そうになったでしょう？　だから、軽くでいいかなと思って」

　確かにな。

　リナ・ホシズミが遺のこした言葉の話のときはともかく、そのあとのご先祖礼らい賛さんの伝承の数々は、お菓子でもつまんでないとやってられない感じだった。聞かせてくれたマリアベルには悪いが、っていうか、マリアベルもそうなるのがわかっていたから「聞きたいの？」と念を押したわけで、実に良心的なドラゴンだった。

　まあ、ピザだってガッツリ食べることはできるワケだが、六等分となると確かに軽い。二種類あるから二切れか。俺おれとしては充分な量だ。

　まあ、常に足りなそうな人も約一名いるけどな。

「あと、厨ちゆう房ぼうに立派なオーブンがあったから、使ってみたかったのよ。石いし窯がまとはいかないけれど、理想的な焼き加減で仕上がったわ」

　さすがにピザカッターはないので、柚比坂が包丁で六等分にカットする。

　さっそく、みんながピザに手を伸ばした。

　まずはマルゲリータ。一口食べると、熱々のチーズがとろり。トマトの酸味と甘み、バジルの風味が一気に押し寄せてくる。

　美味い。っていうか、こんな美味いピザ、ゲームガルドに来る前だって食ったことなかったぞ。

「美味ち─────ですわ─────っ！」

「間違いのない味。というか、予想した方向へ数倍突き抜けている」

「生地がもちもちしてて、食感もすごくいいです……！」

「あち、あち。んー、これ好きー！」

　そして、もう一つの肉味噌ピザ。

「すげえな、味噌とチーズってこんなに合うのか……！」

「発はつ酵こう食品同士だもの。ものにもよるけれど、基本的には相性はいいはずよ」

　なるほど……。っていうか、そんな括くくりで相性とかあるのか。

「ネギの香りと歯ごたえがいいアクセントですわね」

　そういや、ネギと味噌も相性のいい食材だよな。ネギ味噌なんて、ただ刻きざんだネギと味噌を混ぜただけで成立するわけだし。

「それで、どう？」

　柚ゆ比び坂さかが、俺おれに向かって訊きいた。

「どうって、文句なく美う味まいが」

「そうじゃなくて、今日聞いてきたマリアベルさんの話よ。何かわかりそう？」

「あ、そっちか」

　うーん、と考え込む。

「引っかかるモノはあるんだけどな」

　なぜ、シルバードラゴンだけが家を継ぐよう言い残したのか。六種あるドラゴンの中から、光属性のシルバーだけをチョイスした理由はなんなのか。そして、有事とはなんのことなのか。

「でも、それが始し祖そにつながっているかどうか、となると自信はないな……」

　まあ、そうそう簡単にいくはずがない。

「とにかく、地道に続けていくしかないだろうな。他の救世主の末まつ裔えいの話を聞いていくうちに、何かつながってくるものもあるかもしれないし」

「そうね。となると、他の救世主についても詳しく調べる必要があるわね」

「あ、言い忘れてましたけど、それなら今日の午前中にリストアップちておきましたわ！」

「お、ナイス！」

「私も、ご馳ち走そうになったお菓子が美お味いしくてすっかり忘れてた」

「あ、あたしは、いつ言うのかなー、と……」

　あっはっは、うっかりさんたちめ！

「それで？」

「あ、はいですわ」

　シェリスはゴスロリアーマーのポケットからメモ用紙を取り出して、

「ええと、過去、救世主と呼ばれた人は、今日確認できただけで一〇人、その中でお名前と功こう績せきなどまで見つかったのは五人ですわ」

「案外少ないわね」

「でも、有あり瀬せさんみたいに歴史から抹まつ消しようされた例もあるかもしれないし、記録に残っていないだけの人もきっといる。倍は言いすぎでも、あと五人くらいはいるかもな。で、始祖が二五〇〇年前だっけ？　だとしたら、単純に割っても二〇〇年につき一人以上はいたことになる。そう考えると、むしろ多い気もするけどな」

　逆に、それだけの人数がゲームガルドで命を落としたということでもある。末まつ裔えいが残っている以上、中には愛する人と結ばれて天てん寿じゆを全うした人もいるのだろう。でも、もし誰だれかの手によって意図的にこの世界に落とされたのだとしたら、やはりそれは許されていいことではないはずだ。

「それで？　わかった五人はどんな人だったんだ？」

「あ、はい。ええと、まず『カズト・ミタ』という人ですわ。記録上、最古の救世主で、約二〇〇〇年前の方だとか。なんでも魔法の理論を体系化した人だそうで、魔法の父と呼ばれているそうですわね」

「カズト・ミタ……。やはり日本人ね」

「だな」

「次は一七〇〇年前の『サラ・クリス』。この人は学院の設立に尽じん力りよくしたと記録に残っている。たぶん、学院のどこかに肖しよう像ぞう画ががあったはず。たぶん、後世に想像で描かれたものだと思うけど」

　実際、肖像についてはティーナの言う通りなんだろうけど、身もフタもないな。

「今度のは日本人じゃないっぽいな」

「そうでもないわ。栗くり須すという名字は日本人でもありうるもの」

　マジか。ってか、ここまで日本人ばっかりだと、偶然とか自然現象とかって線は完全に消えた気がするな。

「あと、八〇〇年前の魔弓使い『ケンジ・エノート』と五〇〇年前の剣聖『キキョウ・シシヤ』は、スキルを極めて、それぞれ現代にまで伝わる流りゆう派はを立ち上げた人だって言われてます……」

「エノート？」

「榎えの本もと、じゃないかしら」

「ああ、なるほど」

「それと、今日お話を聞いてきたドラゴンの祖そ『リナ・ホシズミ』ですわね。これで五人ですわ」

「そして、忘ぼう却きやくに封じられたアリーゼ・カナートこと有あり瀬せ香か奈な子こさんか……」

「志し度ど君、今挙がった名前に聞き覚えは？」

「え？　なんで？」

「だって、有瀬さんのときのように、心当たりがあるなら、それは大きなヒントになるでしょう？　日本人ばかりがゲームガルドに喚よばれているのが偶然ではないなら、喚ばれた人の間に関連があってもおかしくないはずよ」

「あのなあ、柚ゆ比び坂さか。俺おれは確かに有瀬さんのことを知っていたけど、別に面めん識しきがあったわけじゃないんだぜ？」

「でも、同どう僚りようだとしたら、彼女のゲームのスタッフロールに名前が載っている可能性もあると思うんだけれど」

「確かに、その可能性はあるかもな。でも、いちいち全部のスタッフの名前を覚えてるわけないだろ。シナリオはさ、気に入ったらその人が書いた別のゲームも面白いかもって思うだろ？　だからチェックしてただけで」

　正直、俺おれ自身はシナリオライターだって熱心にチェックするような質たちではない。タイトルや事前情報、それとパッケージの絵の方がゲームを選ぶ判断基準としては大きい。

　シナリオを書いた人を気にするのは、むしろ妹の真ま理り亜あだ。真理亜は、シナリオライターを本の作者のように捉とらえているのだ。気に入った作者の本を探すように、気に入ったシナリオを書いたライターが次に関かかわっている作品を知りたがる。

　まあ、目が見えない以上、少なくともパッケージの絵では選べないからなあ。

「つまり、心当たりはないのね？」

「ああ、ないよ。あるなら名前を聞いた時点で言ってる」

「それもそうね」

「すまんな、俺にも柚ゆ比び坂さかくらいの記憶力があればよかったんだが」

「あら、志し度ど君、それは買いかぶりよ。私だって読んだ本の作者を全部覚えてるわけじゃないもの」

　いや、覚えてても驚かないけどな。

　と、大人しくピザを食べていたネアが俺と柚比坂を交互に見て、

「にゃんで、アンニャとヨシヤは、名前にやまえで呼ばないの？」

　と不思議そうに首を傾かしげた。

「「え？」」

　期せずして、俺と柚比坂の声がハモった。

「そういえば、ヨシュア様とアンナ様は、お互いを姓で呼び合ってますわよね」

「確かに、ずっとそうだった」

「そういえば、そうですね……」

「ねえ、にゃんでー？」

「いや、なんでって言われても……なあ？」

「え、ええ。私たちの世界では、それが普通だったから……」

「でも、ヨシュア様もアンナ様も、わたくちたちのことは最初から名前で呼んでいまちたわよね？」

「いや、それはだな、ラフローリアとかディアボラとか、ちょっと長くて呼びにくかったし、なんかそんな雰ふん囲い気きだっただろ？」

「ユビサカだって、あんまり言いやすいイメージじゃない」

　うっ。た、確かにそうかも。

「私たちの暮らしていたところは、そういう文化だったのよ」

「そうそう。苗みよう字じで呼び合うのが普通っていうか。特に初対面は。いきなり名前だと、馴なれ馴れしいヤツって思われるというか」

「でも、もう初対面じゃありませんよね……？」

「それはそうだが」

「それとも、特別な仲じゃなければ名前で呼び合うのはタブー、みたいなしきたりでもありますの？」

「さすがにそれはないわ。けど、やっぱり名前で呼び合っているのは、よほど仲が良い関係に見えるわね。それこそ、親友とか、もしくは……」

　もしくは、の後に柚ゆ比び坂さかはなんて言おうとしたのだろう。が、その続きを柚比坂が言いよどんでいるうちに、

「アンニャとヨシヤは仲良しじゃにゃいの？」

　とネアが訊きいた。

「「え」」

　俺おれと柚比坂が、また言葉に詰まった。

「そ、そんなことはないわよ？　ねえ？」

「あ、ああ」

「……どうちて、お二人とも顔を赤らめて照れてますの？」

「なんでって言われても……なあ？」

「え、ええ。いいじゃない、別に。その方が呼び慣れているんだもの」

「そういうこった」

　うーん、なぜこんなにもうろたえるのだろう。

　仲が良い、というのは別に噓うそじゃないし、疚やましいこともないというのに。実際、一緒にクエストを解いたりしてきた過程で、ずいぶん親しくなったように思う。何せ、最初はダガー突き付けられたりしてたくらいだし。

「まあ、確かにお互いをどう呼ぶかなんて、相手が不快にさえ思わなければ自由だけど」

「やー。アンニャとヨシヤ、仲悪いの、やー」

「いや、別に仲が悪いわけじゃ……」

「やー！」

　頑がんとして、ネアは譲ってくれそうにない。

「もう、困ったわね……」

　柚比坂も頭を抱えている。

「あのぅ、でも、士気に関かかわる、ということもあるんじゃないでしょうか……。お二人はこのパーティの中核ですし、そのお二人がお互いの名前を口にしないっていうのは……。やはり姓で呼び合っているのはよそよそしい感じがしますよ……」

「いや、でも、別にみんな、俺おれたちが仲悪くないって知ってるだろ？」

「ネアちゃんは納得してない」

「ですわね」

　逆に言えば、その論法はネアさえ納得させれば崩れるわけか。

　そう思ってネアに目を向けるが、

「やー！」

　どうにもそれが無理難題っぽい。

「でも、やっぱり、そういうことって重要だと思いますわよ。ほんの些さ細さいな士気の差でも、最強決定戦のような大舞台では勝敗を分けるかもちれませんもの」

「確かに、今より連帯感が増すかも」

「何より、ネアちゃんも今ではパーティの一員ですし……」

「やー！」

　なんなの、この包ほう囲い網もう。

「そんなに嫌がらなくてもいいじゃないですか……。案外、呼び合ってみたらしっくりくるかもしれませんし……」

「別に嫌ってワケじゃないんだけどな」

「だったら、覚悟を決めるべき。ネアちゃんのために」

「ですわね」

　お前ら絶対面白がってるだろ。

　しかし、これは……逃げられるような上う手まい口実は、どうやらもうないっぽい。

　どうするか、と見やった柚ゆ比び坂さかと目が合った。

　なんだか気まずくて、お互い、サッと目を逸そらした。

「……なんでお二人とも顔を赤くちて、甘酸っぱい雰ふん囲い気きになってますの？」

「やっぱり、アンナ殿は最近怪しい」

「怪しいって何よ、もう」

「っていうか、慣れた呼び方を変えるってのは変な感じがするだろ、普通」

「でも、逆に呼び方一つでネアちゃんは納得するわけですから……」

　まあ、まったくもってその通りなのだが……。

　ネアが、じーっとこちらを見つめている。

「わかったよ。だからそんな目で見るなって」

　観念して、俺は大きくため息をついた。

　そして、こほん、と一つ咳せき払ばらいをする。なんだ、この緊きん張ちよう感かん。

「えーと……………………あ、杏あん奈な」

　一気に顔が熱くなる。なんだよこの羞しゆう恥ちプレイは。

　ネアは満足そうににーっと笑って、今度は柚ゆ比び坂さかに目を向けた。

　柚比坂はたじろぐようにうつむいてしまった。

　はらりと揺れた前髪が、下を向いたその顔を隠してしまう。

　そんな状態のまま、柚比坂は蚊の鳴くような声で、

「──義よし弥や、君」

　と呟つぶやいた。

　なぜだろう、その声でその響きを聞いた途と端たん、今まで以上に気恥ずかしさと照れくささとを感じて、心拍数が跳ね上がった気がした。

　また、ネアが満足そうに笑う。

　が、柚比坂はうつむいたまま、

「……もう一枚、ピザを焼いてくるわ」

　そう言い残して席を立ってしまった。





　　　　＊

















　ふと、寝る前に自室の机の引き出しを開けてみた。

　なんとなく、本当に気まぐれだった。ただ、有あり瀬せさんの名前が少し話題に出たから、彼女から託たくされた金色のスマートフォンを手に取ってみようと思ったに過ぎない。

　が。

　──ない。

　引き出しの奥にしまったはずなのに。

「そんなバカな……」

　充電残量ゼロのスマホなど、使いようがない。わざわざ出してくる用もないのだから、紛失するはずがないモノなのだ。

　念のために他の引き出しも探してみるが、やはり見当たらない。

　仲間の誰だれかが持ち出した、とも思えない。

　……いや、ネアは見つけたら「これ、にゃんだー？」とか言って持っていっちゃいそうな気もするが……。でも、さすがにそれなら俺おれに「にゃんだー？」って訊きいてきそうなもんだし、誰かの目に付きそうなものだ。

　まあ、ネアが持ち出しても、仲間の誰かが所在を知っているなら問題はない。……派手に壊されたりしない限りは。

　まあ、明日にでも知らないかどうか訊いてみればいいだろう。

　問題があるとすれば──、

「誰かがなんらかの意図を持って盗み出した場合、か」

　果たして、もう動かない、ただの金色の板なんかを欲しがる者などいるのだろうか。まあ、救世主の遺い物ぶつとなれば、欲しがる好事家もいないとは言い切れないが……、俺があのスマホを持っていることを知っているのは、俺たちのパーティの面々と、聖なる盾隊とイルザたちだけだ。彼女たちがあちこちに吹ふい聴ちようして回るとは思えない。

　では、仲間の誰かがペラペラ喋しやべったとでも？

　いや。

　あのスマホを託された墳墓はダンジョンだった。

　つまり、他にも知っている者がいる。ダンジョンでの会話は筒抜けだと考えた方がいい、と仲間に言ったのは他ならぬこの俺だ。

　そもそも、都合の悪い話を俺たちにぶちまけられそうになって、有瀬さんをモンスター化させたりしたのだから、その当人はその後のやりとりだって聞いていたことだろう。

　例えば、光こう一いち郎ろうが使って見せたあの転移魔法があれば、この屋や敷しきに忍び込むことくらい容易たやすいだろう。現に、温泉の件では、ご丁寧にこの部屋にメッセージを置いていったりしているのだ。そのときに盗むことだってできただろうし、あるいはネアが誘ゆう拐かいされたときなら、俺おれたちがこの屋や敷しきを留守にする時間がわかったはずだ。サマーニとかいう男装の魔法使いに影武者をやらせていたあのときなら、誰だれもいない屋敷でゆっくり探すこともできたはずだ。

　まあ、そもそも毎日学院に通っているのだから、その気になればいつだって盗めただろうさ。

　だが、なぜアレを盗んだりするんだ？

　何か重要なデータでも入っていたのだろうか。あるいは、俺たちに知られたくない情報が。だとしても、今の俺たちに中のデータを確認する手段はない。まさか魔法で充電なんて、できるとは思えない。技術の質が違いすぎる。仮にその技術が確立する日が来るとしても、果たして何十年先になることか。

　……。

　いや。こっちでは何十年でも、日本ではたかだか何十日なのか。だとすれば、回収する意味がないわけではない。そうなってくると、中身が気になるが──。

　ダメだ、結局は何を考えても推測の域を出ない。

　ふう、と大きくため息をついた。

　あのスマホを奪われたことがどんな不利益をもたらすのか、それはわからない。しかし、こちらの知らないところで何かが進行しているかもしれない、と考えると、不安になる以上に、なんだか無性に面白くなかった。





第三章▼　優等生の不調




「なあ、柚ゆ比び坂さか」

　翌朝になって、厨ちゆう房ぼうに顔を出し、朝食を作る柚比坂に声をかけた。

　が。

「やー！　アンニャのことは、アンニャって呼ばないとダメでしょ！」

　と、柚比坂の仕事を側そばで見ていたネアに怒られてしまった。

「あー、すまん」

　マジか。昨日のあれ、まだ続いてるのかよ……。

「それでだな、実は……」

「ヨシヤ、やり直にやおして」

「は？」

「ちゃんとアンニャの名前にやまえを呼んでやり直して」

　えー。

　正直勘弁してほしいと思うが、たぶんネアは納得してくれないだろうなあ。

　とにかく、話を進められないのは困る。

　姿勢を正して、こほん、と咳せき払ばらいを一つ。

「なあ、あ、杏あん奈な」

　あーもう！　照れくさいったらありゃしない！

　満足げに笑うネアにやれやれと思いつつ、

「念のために訊きくんだが、有あり瀬せさんのスマホ、持ち出したりしてないよな？」

　エプロン姿の柚比坂の背中にそう尋たずねた。

「し、知らないわよ」

　振り返りもせず、柚比坂は即答する。

　その返事が若じやつ干かんうわずっているように聞こえたのは、俺おれの気のせいだろうか。

「だよなあ。ネアは？　このくらいの、金色の板っぽいものなんだけど、知らないか？」

　両手の人差し指と親指で四角い形を作って見せて、訊く。

　ネアはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

　こっちも知らない、と。まあ、いろいろなものに興味津々のネアも、そこまで手て癖くせが悪いとは思っていない。かっこいいと思って手に取ったとしても、俺に一言も言わないようなことはないだろうし。

「となると、いよいよ盗まれた線が濃のう厚こうか……」

「ちょっと、それ、どういうこと？　この屋や敷しきに泥どろ棒ぼうが入ったっていうの!?」

　柚ゆ比び坂さかがエプロンで手を拭ふきながら、ようやくこちらを向いた。

「まだわからん。けど、昨日の夜、有あり瀬せさんから託たくされたスマホがなくなっていることに気がついた。なくなったのが昨日とは限らないけどな」

「他の誰だれかが持っているってことは？」

「さあな。訊きいてみないことにはわからないが、持ち出す理由が見当たらない。まあ、ティーナとは一応因いん縁ねんめいたものもあるけど、それにしたって今さらって感じがする」

「それもそうね……」

「一応訊いてはみるが、過去の救世主がわざわざ俺おれたちに託したものだし、誰かが明確な意図を持って盗んだと考えるべきだと思ってる」

「誰かって……古ふる掛かけ君？」

「証拠はないが、最有力容疑者だな。転移の魔法が使えるなら、犯行は容よう易いだろうし」

「確かに、そうね……」

「お前も気をつけろよ。その形見、連中が欲しがってたわけだしな」

　と、俺は柚比坂の剣の鞘さやにくくりつけられた銀のロケットペンダントを指さした。

「それ、親の形見ってだけじゃなくて、妹との思い出もたくさん詰まってるんだろ？　もう盗まれちまった有瀬さんのスマホは仕方ないとしても、それだけはなんとしても死守しなきゃダメだ」

「志し度ど君、貴方あなたは……」

　言いかけた柚比坂のエプロンを、ネアがくいくいと引っ張った。

「アンニャ。ヨシヤのことはヨシヤでしょ」

「あ……ええ。よ、義よし弥や君、貴方は少しこのメモリーカードにこだわりすぎなんじゃないかしら。この前も、これのためにマグマに飛び込むところだったでしょう？　まあ、ありがたいことではあるけれど……どうしてそこまでするの？」

「だって、お前、妹とか両親の話するとき、すげえ優しそうな顔するじゃん。俺、お前のあの顔好きだからな」

「え……」

　柚比坂が顔を真まっ赤かにして、数歩後あと退ずさった。

　その反応で、自分が口走った言葉に俺も赤面する。

「あ、いや、他意はないぞ！」

「わ、わかってるわよ！」

　無言で視線を逸そらしあうこと十数秒。

「……わかったわ。とにかく、転移魔法については何か対策を立ててセキュリティを強化しないとまずいわね」

「……だな。寝首を搔かかれたい放題ってのは、さすがに怖すぎる」

　視線を合わさぬまま、俺おれたちは当面の会話にそう結論を出した。これ以上会話を続けるのが無理だと思った、とも言う。

　しかし、果たして、転移魔法を封じることなどできるのだろうか。うーむ。
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　朝食のときに、一応シェリスとティーナとダリルの三人にも有あり瀬せさんのスマホを知らないか訊きいてみた。

　が、案の定、三人とも知らないと首を横に振った。

　これでほぼ確定か。できれば、この屋や敷しきの住人の仕業であってほしかった。

「だとすると、泥どろ棒ぼうに入られたってことになる。しかも、ピンポイントでかつての救世主の遺い物ぶつだけを狙ねらって盗んでるんだから、十中八九、金銭目的じゃない」

「もしかして、ヨシュア殿の知り合いだという例の魔法使いが？」

　三個目のベーコンエッグを食べる手を止めることなく、しかし、真面目まじめな声で、ティーナが呟つぶやいた。

「たぶんな」

　俺がうなずくと、シェリスとダリルも深刻な顔で息を吞のんだ。

　ネアだけは、トーストに桃ジャムを塗るのに余念がなかったが。

「なあ、ティーナ。転移魔法を封じるっていうか、対策的にセキュリティを強化することって可能か？」

　ティーナはもぐもぐと口いっぱいに頰ほお張ばったベーコンエッグを嚙かみながら少し考えて、口の中の物を飲み込み、

「たぶん、できる」

　と答えた。

「おそらく、あの転移魔法は地の元げん素そを用いている。地面のある地点と別の地点を強制的につなげてしまう、みたいな理屈だと思う。だから、地の系統の魔法を封じる作用を屋敷の敷しき地ちに施ほどこしておけばいいはず」

「それだと、ティーナさんや私もこの屋敷で地の元素の魔法を使えなくなってしまうんじゃないかしら」

「私もアンナ殿も、そんなに地の元素の魔法は使わない気がするけど、もし気になるなら阻そ害がいする魔法に制限を設ければいい。転移なんてかなり高度な魔法だから、一定ライン以上に複雑な魔法だけを阻害するように設定すればいいはず」

「そんなことまでできるのか。ティーナすごいな」

　素直に驚いたのだが、ティーナは「？」と首を傾かしげた。

「すごいのはセキュリティの業者であって、私じゃない」

「お前がやるんじゃないのかよ！」

「そんな大がかりな儀式魔法、私一人でどうにかなるものじゃない」

　この世界にもずいぶん慣れてきた気がしていたが、まだまだ知らないことはたくさんあるのだと思い知らされた。

「じゃ、そのセキュリティ、早いところ頼もうか」

　果たして、いくらくらいかかるモノなのやら。
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「調子でも悪いのか？」

　学院での授業、校庭での訓練で、俺おれは尻しり餅もちをついた柚ゆ比び坂さかに手を差し伸べた。

「別に……」

　柚比坂は俺の手を取ろうとして、一瞬躊躇ためらい、少しうつむいて自力で立ち上がった。

　俺の手の立場は……？

「アンナさん、少し休きゆう憩けいにしましょうか」

　学院長もそう言い出すほどに、今日の柚比坂の動きにはキレがなかった。

　柚比坂は昨日から防ぼう御ぎよ系のスキルを習得しようとしているわけで、慣れないことをやっている以上、今までと同じようにいかないのは当たり前だ。

　しかし、初めてでも習いたてでも、すいすいとこなしてササッとできるようになってしまう天才が柚比坂である。

　実際、昨日の訓練ではその器用さを遺い憾かんなく発はつ揮きし、初歩的なスキルをいくつか発動させて、未いまだに何一つものにできていない俺を絶望させてくれたのだ。

「なあ、柚ゆ比び……柚比坂」

　一瞬、またネアが名前の一件を蒸し返してくるんじゃないか、と警けい戒かいして、今は校庭のかなり離れたところでタニア先生と射撃訓練……らしきことをしているんだった、と胸を撫なで下ろした。

　が。

　あれ？

　ネア、こっちを睨にらんでないか？

　まさか、聞こえたのか!?　この距離で!?

　いやいや、普通は大声で叫んでやっと声が届くような距離だぞ!?

「……たぶん、聞こえているわよ」

　俺の視線を見てか、まるで心を読んだように柚比坂が言う。

「今朝、タニア先生がワービーストはすごく五感が優れているようだって言っていたわ」

　マジか。いや、動物要素がある種族だから、鋭えい敏びんなのは納得できるけどさ。もしかしたら、優れた五感による危機察知能力がダンジョンで生き延びてこられた要因なのかもしれないな。

「間違えた。ええと、あ、杏あん奈な」

　俺おれが言い直すと、ネアはこっちを見るのをやめて、また的まとに向かってスリングショットを構えた。

　うわあ、マジで聞こえてるっぽい……。

「いったい何があったんですか？」

　学院長にそう尋たずねられて、俺と柚ゆ比び坂さかは昨日の名前騒動についてかいつまんで説明した。

　学院長はくすくす笑いながら、

「確かに、パパとママには仲良くしてほしいのが子どもというものですね」

　などと宣のたまった。

「そっ、そういうんじゃないと何度言えば……！」

　柚比坂は顔を真まっ赤かにして否定するが、学院長は涼しい顔で、

「あなた方がどうであれ、ネアさんの目線ではそういうことなのですよ？　別に本当に夫婦をやれというわけではありません。でも、ヨシュアさんとアンナさんが仲良くしているのが、ネアさんにとっては一番居心地がいいはずです」

　うん、まあ、理屈はわかるけど……。っていうか、別に仲悪かったわけじゃないのにな、今までだって。

「それは……そうでしょうけど」

　柚比坂も、何も言い返せずにゴニョゴニョと言いながら下を向いた。そして一つため息をついて、

「それで、何かしら？」

　と俺に目を向けた。

「え？」

「用もなく私の名前を呼んだの？」

「あー。いや、別にたいしたことじゃないんだが、自分でも知らないうちに疲れが溜たまってることもあるんじゃないかと思ってさ。なんだかんだで、冒険に出たりモンスター相手に大立ち回りをする日々だし、毎日料理もしてもらってるし」

「それはみんな一緒じゃない。料理は私の担当だけど、他の家事はみんなで役割分担してもらっているのだから」

「それはそうだが」

「最近は寝る時間も早くなったし、むしろ疲労は溜まりにくくなっているわよ」

「そりゃそうかもしれないけど、ストレスや疲労なんて何が原因になるかわかったもんじゃないだろ。なんていうか、お前、頑がん張ばりすぎちゃうところがあるしさ」

「気き遣づかってくれるのはありがたいけど、体調の管理くらい自分でできるわ」

　それができてないっぽいから心配してるんだが……でも、声が苛いら立だってきたみたいだし、これ以上は逆効果か。

　そう思って俺おれが口をつぐむと、柚ゆ比び坂さかは大きくため息をついた。

　そしてうつむいて、

「…………まったく、誰だれのせいだと思っているのよ」

　小さな声で、絞り出すようにそう呟つぶやいた。

「え？」

　もしかして、俺っすか。

　困惑する俺をよそに、学院長は、

「若いって素す敵てきなことね」

　そんなことを言いながら、妙にニコニコと俺たちを見守っていた。
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　午前中の授業が終わったあと、いつもなら学食で昼食を済ませるところを、学院にほど近い『魔導師の聖せい跡せき』というダンジョンでお弁当を広げていた。

　魔法の父と称されるかつての救世主、カズト・ミタゆかりの地だと伝えられるダンジョンである。

　かなり古く、街の中央付近にあるダンジョンなので、初心者向けの『夏の洞どう窟くつ』よりもさらに難易度が低い。

　壁にはあちこちに呪じゆ文もんめいた文字が刻きざまれていて、それはカズト・ミタが魔法の考察と実験を繰り返した跡なのだ、と言われているとかいないとか。俺は怪しいもんだと思っているが、半なかば観光地化したこのダンジョンには、特に魔法使い系の人々が御利益を求めて訪れるのだという。

　石造りの通路には各所に魔法の灯あかりが設置され、一番奥の広間には記念碑ひが建ち、そこかしこで飲み物や軽食を売る露ろ店てんが出ている。

　実際、俺たち以外にもお弁当を広げているパーティがいくつかあった。

　そんな危険の少ないところなので、ピクニックがてら、何か救世主につながる発見はないものかと来てみたのだ。

　まあ、遥はるか昔に探索し尽くされたダンジョンなので、それほど期待をしていたわけではない。そして実際、何かめぼしい発見があるわけでもなかった。

「やっぱり、空振りでちたわね」

　柚ゆ比び坂さかお手製のおにぎりを手に、シェリスががっかり顔でため息をついた。

　今日のおにぎりも定番の肉にく味み噌そかと思いきや、ツナマヨだった。マヨネーズは以前にも柚比坂が作ってポテトサラダとかに使っていたけど、まさか海のないゲームガルドでツナの味まで再現するとは、マジで柚比坂の料理スキルは底が知れない。

　あ、二個目は刻きざんだ根こん菜さいのピクルスとマヨネーズを混ぜたものが具に入っていた。粗あらめに刻んだたくあんとマヨネーズを和あえたものが近いだろうか。こいつも美う味まい。

「まあ、もともと雲を摑つかむような話だしな。それに、ここには何もないことがわかったんだから、それを進展だと思えばいいさ」

「結局、シラミ潰つぶししかないんですね……」

　ため息をついて、ダリルが肩を落とす。

「もともと探索なんて地道な作業だから」

　満面の笑みでおにぎりを頰ほお張ばるネアの頭を撫なでつつ、自分自身はもう一方の手で五つめのおにぎりを手に取って、ティーナが言った。

　まあ、ダンジョンの探索だって、モンスターを倒しながらだから少し派手に見える部分もあるけど、やってることは地図を書きながら壁や床、天井を調べていくだけだしなあ。モンスター討とう伐ばつだって、実際には戦闘している時間より、お目当てのモンスターを探して歩き回ったり、罠わなを仕掛けて待機する時間の方が長いらしい。

　観光地化したこのダンジョンでは、モンスターも弱っちくて、ハイキングに行ったときにたまに蜂はちやヘビが出た程度の扱いだけど。

「ところで、ネアちゃん、もう学院には慣れまちたの？」

「みゃう？」

　ネアはおにぎりを手に首を傾かしげた。

「タニア先生とはすっかり仲良しだよな？」

「みゃう！　タニアはねー、おっちょこちょいにゃの！」

「お前なあ、もう少し先生に敬意を払いなさい。ってか、こないだの武器屋のドワーフ職人さんに対してといい、ちょっとは謙けん虚きよさというものをだな……」

　まあ、猫は飼い主を自分の子どもか何かだと思っている節ふしがあるそうだから、種族の特徴的なアレなのかもしれないけど。

「みゃう？　タニアのことは尊そん敬けいしてるよ？　弓がすごく上手にゃの！」

　そりゃそうだろ。この世界では教師ってのはエリートらしいし、現役当時はさぞ腕の立つ冒険者だったに違いない。

「今日も、れんしゃっていうのと、せーみつしゃげき？　っていうのを習にやらった！」

「連射と精密射撃……弓系の基き礎そスキルですね……。初等部で基礎とはいえスキルを覚え始めるなんて、ネアちゃんは優秀ですねえ。普通は中等部からですよ……。あたしとは大違いです……」

　ダリルに褒ほめられて、ネアはにへーっと笑った。

　褒めた当人は凹へこんでるけどな。

　まあ、気持ちはわかる。ってか、俺おれもちょっと打ちひしがれてる。ダリルは成長が遅れていたりはしても、しっかり戦闘に必要な素手格闘系スキルは身につけているのだ。ドラゴン科の学生としては、人間の格闘スキルを身につけること自体が不本意なようではあるが、きちんと戦えているのだから立派なものだ。

「俺なんか、まだスキルも魔法も何一つ習得できてないっていうのに……」

　ため息交じりの俺の言葉に、シェリスとティーナとダリルが顔を見合わせた。

「あの、ヨシュア様。失敗の手て応ごたえみたいなものはありませんの？」

「失敗の手応え？」

「例えば魔法なら、火か球きゆうを撃ち出す魔法は失敗でも、飛距離が足りないだけで火球は創そう造ぞうできたとか、そこまでいかなくても、火球にはならなくても炎は出たとか」

「ええと、剣の衝しよう撃げき波は系スキルなら、飛距離は出なくても微妙に衝撃波が出たとか、刀とう身しんにびりびりするような、あと一歩感があったとか……」

　俺は肩をすくめて、首を横に振った。

「そういう上達できそうな気配があるなら、まだ救いもあるんだけどな」

　また、三人娘は顔を見合わせた。

「変ですわね……。わたくちのような純粋な戦士系でも、一週間も魔法の練習をすれば手応えくらいは感じられますのに」

「魔法やスキルを使えない特異体質？」

「ま、まさか、病気とか……？」

　怖いことを言わんでくれ。あと、それ、完全に追い打ちだから。ダウン寸前の俺に三人がかりで追撃しかけてきてるから。

「大丈夫、ヨシュア殿の真しん価かはスキルでも魔法でもない」

「そ、そうですわ！　そんなの使えなくても、わたくちたちはヨシュア様の良いところをいっぱい知ってますもの！」

「え、ええと、スキルも魔法もなしでトップのパーティを率ひきいてるなんて、逆にすごいと思います……！」

　ぐはっ。

　お前ら、その気き遣づかいは完全に逆効果、っていうかトドメの一撃だぞ……！

「ね、そうですわよね、アンナ様！」

　同意を求めるシェリスの言葉に、柚ゆ比び坂さかは虚きよを突かれたように、

「え!?　え、ええ、そうね」

　と上の空で答えたのだった。

　……本当に大丈夫なのだろうか。





　　　　＊






　翌日。

　いよいよもって、柚ゆ比び坂さかの様子がおかしい。

　授業中もボーッとしている時間が増えた。いつもなら学院長に何を質問されても完かん璧ぺきな答えを返す優等生ぶりなのに、今日はとんちんかんな返事をしたり、「すみません、聞いていませんでした」と謝ることが二度もあった。

　たまにこっちを睨にらんでいたりするし、何ごとかと小声で尋たずねるとそっぽを向くし。

　うーん、何が起こった。

　次の授業の戦闘訓練でも、いくら防ぼう御ぎよスキルの習得を目指しているとはいえ、俺おれの攻こう撃げきを何度も受け止め損ねて怪け我がをし、何度も回復魔法を使う羽目になっていた。

　逆に、ネアはといえば、休み時間の度たびに押しかけてくる初等部の子たちと、タニア先生の後ろに隠れながらとはいえ、ポツリポツリと会話ができるようになっていた。

　がんばれ、もうちょっとだ。きっと、一人でも仲の良い友達ができれば、そこから一気に溶け込めるんだろうけどなあ。




　お昼休みになって、パーティのメンバーと合流して学食で昼食を取っているところに、

「やあ」

　と爽さわやかに手をあげながら、そしてイケメン補正で白い歯をきらりと光らせながら、リックが歩み寄ってきた。

「実はヨシュア君にお願いがあるんだけど、聞いてもらえないかな？」

「内容による」

「そりゃそうだね。実は、お祭りの前にテストもかねて、テレビジョンの放送をしようと思っているんだ」

「そりゃ賢けん明めいだな。新技術なんてトラブルがつきものだし」

「そうなんだよね。それで、その放送に出演してほしいんだけど」

「…………は？」

　一瞬、リックの言っている意味が理解できなかった。

「題して、『学院祭前夜祭！　対談！　激突必至の快かい進しん撃げき救世主ＶＳ最強委員長！』」

「あ、委員長も出るんですのね」

「もちろん、対談の相手としては、新旧トップパーティのリーダーってのが一番わかりやすいでしょ。聖なる盾隊は一年間ヘンドリー商会のどの店舗で何を買っても二〇パーセントオフ、って条件で快かい諾だくしてくれたよ」

「それはむしろ、リムルより他の二人が乗り気の可能性が」

　さもありなん。

「っていっても、実際、委員長たちと最強決定戦で当たるとは限らないだろ。どういうルールでどういう形式で戦うのかわからんけど」

「ルールとかはそろそろ発表されるんじゃないかな。まあ、例年はトーナメントだし、当たるなら決勝だろうけど、そんなことはいいんだよ。実際、トップパーティと二位のパーティのリーダーの対談であることは間違いはないんだから」

「うーん、そういうの、苦手なんだけどなあ」

　困ってしまった。

　企画の意図はわかるだけに、断りづらい。何しろ、ヘンドリー・マジックショップのエルフ街店にはずいぶん世話になってるからなあ。

　まあ、向こうも救世主御ご用よう達たしなんてフレーズを良いように使って売り上げを伸ばしてるんだから、借りというわけでもないんだけど。

「この貸しは大きいぞ」

「もちろん、承知の上だよ。今後、要請があったらヘンドリー商会は可能な限りヨシュア君たちを支援するつもりさ。持ちつ持たれつ、ウィンウィンの関係ってやつだね」

　よく言うよ。まったく、調子のいい御おん曹ぞう司しだ。

「で、その放送ってのはいつやるんだ？」

「今日の夕方だけど」

「はあ!?」

「テストは早い方がいいしね」

「そりゃそうだが、急すぎるだろ！　こっちにだって心の準備ってモノがだな……！」

「あー、そういうの、要らないよ。いつも通り、雑談のノリで委員長と最強決定戦について喋しやべってくれればいいから。みんな、素のヨシュア君がどんな人なのか、いつもどんな会話をしてるのかを知りたいんだよ」

　そんなもんを見て何が楽しいのだろう。

　しかしまあ、この世界の人たちにはずいぶん世話になっていることだし、そんなことで喜んでもらえるなら安いモノだ、と思うべきなんだろうなあ。





　　　　＊






　夕方。

　リックに指定されたドワーフの地下工房街の地上部にある店に行ってみると、入り口のドアには『本日貸し切り』の札がかかっていた。

「テレビジョンの放送って、お店でやりますのね」

　出演を頼まれたのは俺おれだけなのだが、どういうわけかパーティメンバー全員がついてきている。柚ゆ比び坂さかは夕食の準備があるから、とかで残りそうだと思ったのだが、そして実際そんな空気だったのだが、ティーナが「リムルと二人っきりにしておくわけにはいかない」とか言い出したあたりから風向きが変わった。

　なんなんだ、まったく。

「いやあ、ケースバイケースなんじゃないかなあ。俺たちの世界では、専用のスタジオとかあるらしいけどな」

　言いながらドアを開け、店内に入る。

　石造りの店のフロアでは、すでに準備は万ばん端たんなようで、スタッフであろう何人かの魔法使いが隅すみの方で控ひかえていた。ひときわ目を引くのは、ロケットランチャーのような大きな装置を抱えた屈くつ強きようなドワーフだ。魔法使いの中にいるから目立つというのもあるが、持っているものが威い圧あつ的てきすぎてギョッとなる。

「あ、あれはカメラですから」

　そうにこやかに説明してくれたのは、ダリルのお母さんがラーメンを売り出したときに記事にしてくれた記者のコルネさんだった。相変わらずのクールビューティーぶりで、かつ自ら貪どん欲よくに取材して走り回るフットワークとバイタリティがあり、しかも人当たりも良いという才さい媛えんだ。

「今日はインタビュアーというか、司会的な役をやってほしいということで呼ばれました、コルネ・バートンです」

「その節せつはどうも」

「あ、覚えててくれたんですね。嬉うれしいです」

　そして、店内の中央のテーブルでは、すでに席に着いていた委員長が「やあ」と手をあげた。

「よう。調子はどうだ？」

「うむ、まだ氷の魔ま神じんは発見できていない。だが、かなりダンジョンの絞り込みは進んでいるから、どのダンジョンに潜んでいるのか、特定は時間の問題だろう」

「なるほど、順調というわけか。うらやましいな」

「ということは、救世主殿たちの方はあまり進展していないのか」

「ああ。何しろ、手がかりも資料も少なくてなあ」

　言いながら、俺は椅い子すを引いて、委員長と向かい合うように座った。そうして座った俺たちを、ロケットランチャーのようなカメラが側面からじっと見つめている。うーん、まるで銃口を突き付けられているようで、なんだか落ちつかない。

「今、救世主様のパーティは事情があってクエストとは別の件を追っているようなのです。その事情というのは……」

　コルネさんがカメラに向かって、そんな説明を始めた。

「え!?　まさか、もう放送始まってるのか!?」

　委員長はうなずきつつ、

「そのようだ。救世主殿が入ってくる少し前くらいから映しているらしい」

「いきなりぶっつけ本番かよ！　リハーサルとか、台本とは言わないまでも、こういう流れで、みたいな打ち合わせとかないのか!?」

「ありのままでいいと言われているが」

「ありのまま過ぎるだろ！」

　建築や土木関係もそうだが、どうにもこの世界は職人の勘とか現場の空気で物事を進めすぎる気がしてならない。良いのか悪いのかはともかく。

「というわけで、救世主様がいらっしゃいましたので、改めまして、テレビジョン初放送は『学院祭前夜祭』と題しまして、武ぶ闘とう典てん礼れい──いわゆる最強決定戦の最有力候補パーティを率ひきいるお二人の対談をお送りいたします！　まあ、前夜祭といっても、まだ少し日はありますけど」

　どういうわけだ。進行も力業である。

「あ、これ、先ほど発表された最強決定戦のルールです」

　コルネさんが、俺おれと委員長に急ごしらえの冊子を差し出してきた。

　えーと、今渡されても。

　受け取りつつ、ぱらぱらとめくってみる。

　ざっと目を通したところ、参加するパーティは俺たちや聖なる盾隊を含めて一六。トーナメント形式で行われ、時間は無制限、ルールはなんでもありのガチ戦闘。

　ただし、死亡したメンバーは即時失格となり、保健室行き。その試合にはもう復帰できない。仲間が蘇そ生せい魔法を使用したとしても、その試合の失格は変わらない。

　そして、試合中は定められたエリアから一歩でも出たら逃亡と見なし、やはり失格。

　失格者がその試合中に復帰する方法はない。ただし、パーティが勝利した場合は次の試合には問題なく参加できる。

　ふむ……。

　俺が考え込んでいる間に、コルネさんは委員長に、

「では、聖なる盾隊のリムル・アシュリーナさんに伺うかがいます。救世主の登場でトップパーティの座を奪われてしまったわけですが、早くもリベンジの好こう機きが訪れましたね？」

　と話を振った。

「……いや、別にトップの座を奪われたことについて、遺い恨こんは何もない。トップなどといっても、私たちはクエストを解くことはできなかったわけだからな」

「思うところはない、と？」

「あるとすれば、純粋に戦ってみたいという挑戦者の気持ちだ。クセが強すぎてパーティの組み手がいなかったラフローリア家のシェリス嬢やティーナをまとめ上げて、一いち躍やく最強のパーティを組み上げた救世主殿の手しゆ腕わんは驚きよう嘆たんに値する」

「前々から言おうと思っていたんだが、委員長は俺おれを過大評価しすぎている。褒ほめてもなにもやらんぞ」

「私は、逆に救世主殿は謙けん遜そんが過ぎると思うがね。ただの事実だろうに。実際、墳ふん墓ぼでは成り行きで協力して戦うことになったが、救世主殿は実に的確な指示を出していたし、仲間たちもその指示を速やかに実行していた。この短期間であれほど見事なチームワークを培つちかえるだけのリーダーとしての資質が、救世主殿にはあるということだ」

「お願いだからこれ以上ハードルを上げないでくれ……」

　俺は本気で頭を抱えてしまった。

「つまり、クエストを解く方法を導き出す頭脳が特に高く評価されている救世主パーティ（仮）ですが、飛び級で上位クラスに就いているリムルさんの目から見ても、その実力は本物だ、と？」

「無論」

　力強く、委員長はうなずいた。なんで俺たちのことに委員長が自信満々なんだよ。

「さて、ヨシュア・シドさん。最大のライバルであろうリムルさんはこう仰おつしやっていますが、優勝最有力候補としてはどうお考えですか？」

「困ります」

　俺は即答した。

「確かに、俺たちのパーティは瞬間的には爆発的な攻こう撃げき力を発はつ揮きできる。それは間違いないし、そこは誇っていいと思ってます。でも、制約も多い」

「と言いますと？」

「シェリスはティーナの魔法支援がなければ攻撃が当たらないし、ティーナの魔法も一日四回しか使えない。一六チームによるトーナメントなら、四試合。これが一日で行われるスケジュールになってる。つまり、単純計算で、一試合に一回しか最大限力を発揮できる連れん携けいは使えない。だから、魔法の効果が切れるまで凌しのぎきられたら、その時点で俺たちの戦力はガタ落ちになる」

「なるほど」

「あれを凌ぎきるパーティなど、果たしてどれだけあることか」

「俺おれは、もしかしたら委員長なら凌しのげるんじゃないかと思ってるけどな」

「私も、それを試してみたいと思っている」

　委員長が、不敵に笑った。

　うへえ、なんて目をしやがる。まるで狼おおかみの笑みだよ。すげえギラギラしてる。

「おおっと、すでに両者の間には火花が散っております！　これは見み応ごたえのある試合になること間違いなしですね！」

　コルネさんも煽あおる煽る。俺はむしろ、ビビってることを悟られまいと精一杯虚きよ勢せいを張ってるだけなんだけどなあ。

「では、もう少し具体的なお話を訊きいてみましょう。リムルさん、いざ救世主チーム（仮）と戦うとしたら、ポイントはどこになるでしょうか？」

「それはもちろん、シェリス嬢とティーナの連れん携けいをどう防ぐか……と言いたいところだが、救世主殿のことだ、その二人に目が行っている間にとんでもない本命の作戦を実行してくる、ということも充分にありうる」

「そういう意味では、やはり聖なる盾隊の三人という人数は厳しいのでは？　救世主パーティ（仮）は先日加入したワービーストの女の子も含めると倍の六人なわけですが」

「それは、倍の人数がいても充分な功こう績せきを上げられている、という意味で救世主殿の優秀さを示すもの。優秀な者がアドバンテージを握にぎるのは当然のことだ。もちろん、人数が少ないからといって戦闘力で明らかに劣っているとは思っていないが」












「ズバリ、勝てますか？」

「それはやってみなければわからない。だが、常に勝利を目指して臨のぞむつもりだ」

　やれやれ。実力的には明らかに上位の相手が、挑戦者の闘とう志しと謙けん虚きよさをもって向かってくるというのだからタチが悪い。

　しかも、人数の話だって、サリナのクビハネウサギ三羽が加われば実質イーブンじゃないか。

「では、ヨシュアさん。リムルさんはああ言っていますが、どうでしょう？」

「どうでしょうと言われても、瞬間的な爆発力ならともかく、安定感っていうか、総合力では圧倒的に向こうに分がありますって。確実に勝つ方法なんて……あ」

　ふと、言いながらルールを眺めていて、思いついてしまった。

「おおっと！　何か良い作戦でも思い浮かんだんですか!?」

「ええ、まあ」

　しかし、うーん、この勝ち方はどうなんだ。たぶん、観かん衆しゆうが見たいものとは激しく違う気がする。

「なあ、委員長。委員長は、正々堂々、真っ正面から激突することがお望みなんだよな？」

「ふむ。まあ、確かに真っ正面から闘ってみたいとは思うが、作戦立案こそが救世主殿の得意分野だろう？　つまり、それもそちらのパーティの大いなる戦力ということだ」

「そんな大層なもんじゃないと思うけどな」

　というか、作戦と言えば聞こえはいいが、決勝がトリッキーなルールの悪用のような決着じゃあ、見てる人たちは納得しないだろうなあ。

「……うん、やめておこう。この作戦は面白味に欠ける」

「ちなみに、それはどのような作戦だったのでしょうか？」

　ストレートに訊ききますか。

　まあ、どうせ使わないと決めた作戦だし、話しちゃってもいいかなあ。

「まず、ティーナに防ぼう御ぎよ力強化の魔法を使ってもらいます」

「ティーナさんの魔法は、非常に強力なんですよね？　威い力りよく強化と範囲拡大の要素が山盛りで、あまりに強力すぎて一日四回しか使えないとか。しかも手加減が効かないそうですが。……あれ？　それだと、聖なる盾隊も防御力が強化されてしまうのでは？」

「それは別に問題ないです。どうせ防御は委員長の専売特とつ許きよ、ろくに効かない攻こう撃げきがまったく効かなくなったところで大差ない。でも、聖なる盾隊の攻撃も、こちらには通用しなくなる」

「なるほど、確かに」

「そして、お互いの攻撃が通じなくなったら、聖なる盾隊のメンバーを各個に場外に追い出して失格に追い込む。幸い人数はこちらに分があるから、一人ずつ囲んで捕まえて、力自慢のシェリスとダリルに持ち上げて運んでもらえばそんなに難しい話じゃない。それを三回繰り返せば聖なる盾隊は全滅だ。最悪、委員長だけでも最初に場外に出してしまえば、ティーナの魔法が切れてしまったとしても、一番やっかいな防ぼう御ぎよ役がいなくなる」

「……」

「……」

　ぽかーん、と委員長とコルネさんが言葉を失っていた。

　おそらく、街の人たちが見守る中で、堂々と戦って実力を示すことが最強決定戦の意義であり、誉ほまれなのだ。きっと、俺おれみたいに小こ狡ずるい作戦を考える人間なんかいなかったのだろう。

　少なくとも、俺が商会とかの人事担当者なら、武の頂点を競う大舞台でそんな戦い方で優勝した人間を採用するかと言われると……いや、俺はたぶん取るけど、一般的にはマイナス評価なんじゃなかろうか。

　あー、やっぱ言うんじゃなかったかな。

「な？　面白くないだろ」

「ええと……確かに、ルール上、そのやり方で勝ちにはなりますけど……」

「くっくっく……。や、失礼。あはははははははははッ！」

　困惑するコルネさんをよそに、委員長は大笑いを始めた。

「いや、参った！　確かに、いきなりそんな戦い方をされたら、私たちはあっさり負けていただろうな。まったく、なんでこう突とつ拍ぴよう子しもないことを思いつくのか」

　大笑いを続ける委員長に、俺は肩をすくめて見せた。

「そりゃあ、常識もこだわりもないからだろうな。俺はこの世界で生まれ育ったわけじゃないから、この世界の当たり前を知らない。この世界で生きていくって実感が希き薄はくだから、他人の評価とかもあんまり気にならない。だから、正々堂々とか誉れ高くとか、周りから評価されようって発想にならないんだよ」

　そもそも、日本に帰るつもりでいるわけだしな。

「あと、俺たちの世界には相撲すもうっていう格闘技みたいなものがあってさ。その相撲、土ど俵ひようっていう、この店の四分の一くらいの戦闘エリアから片足だけでも外に出たら負けになるんだ。相撲では、相手を外に出す、っていう勝ち方も常じよう套とう手段の一つなんだよ」

「な、なるほど……。異世界から来たヨシュアさんならではの発想というわけですね」

「救世主殿の世界の学院祭にも、そういう闘いがあるのだな」

「いや、それは違うから。確かに相撲は神聖なものだとか聞いたことはあるけど、俺たちの世界で学院……学園祭とか文化祭っていえば、もっとこぢんまりした、学生主体のものだよ」

「ほう、学院祭なのにこぢんまり……今ひとつ想像できないが」

　不思議そうに、委員長が首を傾かしげた。

　脇で見ているシェリスたちも同様に変な顔をしている。

「この世界とは全然違うからなあ。お祭りっていっても、学校の一行事なんだよ。クラス単位で協力して出し物をやったりする程度でさ。教室を使って喫きつ茶さ店てんをやったり、お化け屋や敷しきをやったり」

「ほほう、それはそれで面白そうだな」

「ええと、すみません、だいぶ脱線してしまっていますが……」

　コルネさんが困り顔をする。

「あ、すみません。とにかく、さっきの作戦も、別に俺おれのオリジナルアイデアってわけじゃないんだよ」

「なるほど、しかし、異世界の知識をフルに活いかした、ヨシュアさんならではの作戦というわけですね」

「いや、だが知識を瞬時に作戦に活かす柔じゆう軟なんさは、さすがと言うべきだろう」

　そう言って、委員長は深々とため息をついた。

「常識に囚とらわれてクエストに手も足も出ないでいた自分たちの不明を恥じるばかりだな。一〇〇年解けなかった聖なるダガーのクエストも、この間のネコ耳幼女のクエストも、我々は既き成せい概がい念ねんを打ち破ることができずに正解に行き着けなかった。いや、違うな。私たちは既成概念を打ち破ろうとすらしなかった。救世主殿に、最初に正解を提示してもらったにもかかわらず、な」

「よしてくれ。そんなのはただの結果論だろ。単に生まれ育った環境が違うってだけの話だよ」

　少し話が最強決定戦から離れ始めたせいか、

「え、ええと、必勝の作戦をここで公開してしまったわけですが、これは余裕の表れとみていいんでしょうか？」

　と俺に質問を向けて軌道修正をした。

「まさか」

　俺は肩をすくめてそう答える。

「この人たちを相手に余裕なんかあるわけないでしょ」

　委員長たちを筆ひつ頭とうに、トップクラスの猛も者さたちがしのぎを削る、まさに『最強決定』の名にふさわしい大舞台。そんなのに出ろと言われて、余裕も自信も持てるもんか。

「つまり、この程度の作戦はいくらでも思いつく、ということか」

「違う！　なんでそうなるんだよ」

「では……まさか、今の作戦などでは満足していないということか……！　さすが救世主殿は志が高いな」

「それも違うっつーの！」

　委員長、あんた最近わざとやってないか。

「正々堂々、小細工なしでやるさ。今までトップに君くん臨りんしていた、言わばトップの先せん輩ぱいたちに稽けい古こをつけてもらうつもりでな」

　そもそも、何がなんでも勝つ必要はないのだ。もちろん、負けるのは悔しいので全力は尽くすが、スポーツマンシップとか冒険者スピリッツとか、そういうものを尊そん重ちようする場なのだとしたら、その精神に則のつとって勝たなければ価値などないではないか。

　はは、スポーツマンシップだって。ゲーマーの俺おれからしたら、本来、もっとも縁遠かった言葉だよなあ。

「真っ向勝負でも負けない、ということか」

「おいおい、俺はさっきからずっと、総合力では聖なる盾隊の方が上だって言ってるぜ。それを踏まえた上で、勝てるよう最大限努力もするし、知恵も絞るさ。正々堂々から出ない範囲でな」

　また、委員長がニヤリと笑う。

「まったく、さらりと必勝法を編み出しておいてそれを使わずに勝つとか、カッコよすぎなんじゃないか？　救世主殿は」

「勝てればな」

「いや、その心意気だけでも充分カッコいいさ」

「だから、褒ほめてもなんにもやらんぞ」

　そんな軽口を叩たたき合った直後、

「え？　あ、時間ですか？　もうちょっと、ダメです？　あ、魔力バッテリーがもう切れそうですか……」

　と、コルネさんが後ろのスタッフに何やら耳打ちされてそんなことを口走った。

「えー、まだまだお話は尽きませんが、もうお時間のようです。お二人とも、ご出演、ありがとうございました！」

「だ、そうだ」

「ふむ。こんな得がたい体験だ、名な残ごり惜しいが、終わりならば仕方ない。救世主殿、決勝まで負けないようにな」

　そう言って、委員長は立ち上がった。

「約束なんかできないって。何度も言ってるが、俺たちのパーティは色々バランスが悪いんだよ。相手によっては相性でどうにもならない、なんてことも充分考えられるし、少なくとも組み合わせが決まらないことには何も言えないって」

　俺も、言いながら立ち上がって、引いた椅い子すを戻す。

「組み合わせなら、さっきもらった資料の最後に載っていたが」

「え、マジか」

　慌てて、資料をめくってみる。

　そして、俺おれたちの救世主パーティ（仮）の初戦の相手を見て我わが目を疑った。

『イルザ・イステシアとメイド隊』

　ただし、メイド隊の部分は線を引いて消してあった。

「これ、どういう……」

「ん？　まあ、なんだかんだでクエストクリアのアシスト数が多かったとかでエントリー枠内に滑り込んだと聞いている。ただし、出場資格は現役冒険者に限られるので、メイド隊は出場できない。だから、登録パーティ名のメイド隊の部分を消してあるのだろう」

　ええと、つまり、イルザは一人で出場というワケか……？

「よかったじゃないか。イルザ嬢は相当に強い戦士だが、さすがに一人では勝負になるまい。一回戦は戦力の温存をできそうだぞ」

「うーん……」

　確かに、有利ではあるのだろう。

　……逆にやりにくい気がするけどな。
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『風の月二二日

　まさかイルザが出場枠に入っているとは思わなかった。言われてみれば、確かに墳ふん墓ぼでのときも、ネアのときも、最後に駆けつけてきてアシスト扱いで『冒険の書』に文字が浮かび上がっていたっけ。

　腕の方も、屋や敷しきを襲撃してきたとき戦って胆きもが冷えたもんなあ。軽々振り回される大きな戦せん斧ぷも大迫力で怖いが、いかにメイドさんたちに庇かばわれたとはいえ、シェリスの鉄てつ球きゆうを食らって、死なないどころか立ち上がり、しかも戦意を失っていなかった。

　確かに、数はストレートに強さに直結する。そして、戦士のみならず、魔法使いや弓使いなど、職種が多い方ができることも増える分、強くなる。そういう意味では、圧倒的に俺たちが有利であることは間違いない。

　そして、委員長が言っていたように、ティーナの魔法の回数制限というペナルティを背負っている俺たちにとっては、戦力を温存できるのならこんなにありがたいことはない。委員長たちとまともにやり合うことを考えたら、最低でもティーナの魔法は二回は欲しいところだ。幻覚系の魔法も使えれば、あの鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよも崩せるかもしれないし。

　だが、そう簡単にいくだろうか？

　圧倒的有利という初戦、なんだかイヤな予感がするんだが……運のない人間の勘ぐりすぎだろうか。

　っつーか、なんで俺おれはこんなに真剣に勝つことを考えてるんだろうな。』





第四章▼　学院祭、開幕！




　それから数日。

　史し跡せきを訪ねたり、救世主の末まつ裔えいという人たちに話を聞いて回ったりという毎日だったが、進展らしい進展は見られなかった。

　そんな中、急きゆう遽きよ、学院祭のスケジュールが変更になった、という連絡があった。

　なんでも、例のテレビの放送で俺たちの世界の話に興味を示した学生たちが、委員長を中心に、自分たちもクラス単位で何かやってみたい、と学院長に直じか談だん判ぱんしたのだそうだ。それで、学院祭七日間の後半三日をそれに充あてることに決まったのだという。それに伴い、最終日に予定されていた武ぶ闘とう典てん礼れいをど真ん中の四日目に行い、旧来の学院祭を前半に、学生主体の試みを後半に、ということに決まったのだとか。

　こんな短期間で何をやる気だ、とも思うが、それはこの世界の住人のこと、あっさりなんとかしてしまいそうだ。

　それにしても、ノリで一大行事のスケジュールを直前に変えるとか、この世界の柔じゆう軟なんさはなんなんだろうな。まあ、学生のやる気を第一に尊そん重ちようしてくれるのは素晴らしいことなのだろうけど。

　で、それが通達された翌日には、始業前の救世主クラスに仲間たちや委員長を始めとした学生たちが大挙して訪れていた。

　俺おれたちの世界の文化祭について教えろ、って。

「だから、基本的にはなんでもいいんだよ。自分たちが面白そうだと思うことをやれば。お店じゃなくても、何かを調べたり研究して、その結果を展示する、なんてものの方が俺たちの世界じゃ先生受けがよかったし」

「そうね。でも、そういうのは生徒がやりたがらないのよね」

「そりゃ、どうせなら楽しいことをやりたいからな」

「ええ、同感だわ。そういうわけで、私たちの世界では、何かテーマを決めて可愛かわいい衣装で喫きつ茶さ店てんをやったりするのが定番だったわね」

　俺と柚ゆ比び坂さかの言葉に、委員長が腕を組んで首を傾かしげた。

「テーマというと、『自分たちで狩ってきた食材を使う』とかだろうか」

　衣装って言ってるだろうが。

「姐ねえさん、それだけじゃテーマとしては弱いんじゃないかな。『自分たちで狩ってきた鳥系の食材』で丸焼きを売るとかまでやらないと」

「いや……まあ、それでも別に構わない気もするけど、ちょっと違うかな」

　それができる連中なんだよなあ。

「私たちが言うテーマっていうのは、衣装や内装のことよ」

「メイドとか、巫み女ことかな」

「でも、メイドが給きゆう仕じをするのは当たり前ではありませんの？」

　シェリスが不思議そうな顔をする。

「世界の事情が違いすぎるな」

　思わず苦笑してしまった。確かに、シェリスの家やイルザの家にはメイドが普通にいるし、先日お邪じや魔ましたマリアベルの家には執しつ事じがいたもんな。

「私たちの世界では、メイドは珍しいっていうか、主に物語の登場人物という印象が強いのよ」

「ゲームガルドでも、メイドを雇やとえるほど裕福な家は限られているのです。そういう意味では、お金持ち気分を味わえるメイドというテーマは受けるかもしれないのです」

「なるほど、サリナの言うことにも一理あるな」

　なんか俺が知ってるメイド喫茶とは方向性が全然違ってる気はするけどな。

　しかし、

「いいんじゃない、メイド。だって、こういう機会じゃないと着れる機会なんてないでしょ、メイド服なんて」

「そうよね、あたしの成績じゃメイドになんてなれっこないし」

「ちょっと、メイドは私たち戦士クラスがやるから、魔法使いクラスでは別のことをやりなさいよ」

「はあ!?　勝手なこと言わないでよ！」

　思おもいの外ほか、メイド喫きつ茶さが大人気になってしまっていた。そういや、この世界ではメイドってエリートなんだよなあ。家事や給きゆう仕じだけじゃなく、要人警護までこなせる実力が必要だから。結構憧あこがれてる人が多いのか。

　一方、マリアベルを始めとしたドラゴン科の人たちは深いため息を連発していた。

「給仕どころか衣装さえ着られないわたくしたちはどうしたらいいのかしらね……」

「辛かろうじて衣装を着られそうなのはダリルさんくらいだもんね」

「あの、でも、あたしも最近はお皿とか割りまくりで……」

　何、このどんよりした空気。

「いや、別に飲食系しかダメってわけじゃないぜ。自分たちの特技を活いかすことを考えればいいんだって。編隊組んで曲きよく芸げい飛行ショーをやるとかさ」

「それいいじゃん！　あたしらエルフ科の魔法使いクラスも協力するわ。魔法とかで派手に演出すれば素す敵てきなショーになるんじゃないかしら」

「あ、いいじゃん、それ、ドラゴン科とエルフ科でやってよ！　その見物客にあたしたち弓使いクラスで食べ物とか飲み物を売るから！」

　なんともはや、それはそれで、俺おれたちが想像する学生の手作り文化祭の域はあっさりとぶっちぎられそうではあるが。

　実際、その日から学院は出し物の準備をする学生たちでいつにない賑にぎわいを見せた。あっという間に荒れ地を開かい墾こんし大きな屋や敷しきを建ててしまう大人たち顔負けのスキルと魔法で準備を進めていく。石材や木材をドラゴンが一致団結して運うん搬ぱんし、ドワーフは石を削り、エルフは木に魔法をかけて加工する。

　瞬またたく間に、各教室は学園祭のレベルを遥はるかに超えた、立派な喫茶店やレストランへとその姿を変へん貌ぼうさせていった。

　そんなこんなで慌ただしい数日が怒ど濤とうのように過ぎて、




　そして、いよいよ学院祭の初日がやってきた。
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　いつものようにネアに起こされて、早朝の散歩に出かけるため屋敷のエントランスに出ようとリビングの前を通りかかると、朝食の準備をしている柚ゆ比び坂さか以外はまだみんな寝ている時間だというのに、何やら話し声が聞こえてきた。

「ヨシヤ、もう誰だれか起きてる」

　つないだ手をくいくいっと引っ張りながらネアが俺おれを見上げて言った。

「みたいだな」

　まあ、転移魔法対策にと、業者を呼んでセキュリティを強化してもらったばかりだし、不審者ということもないだろう。

「誰か、もう起きてるのか？」

　そう声をかけながらリビングのドアを開けると、シェリスとティーナとダリルがすでに着替えまで済ませてそわそわしていた。

「あ、ヨシュア様」

「ネアちゃんも」

「お、おはようございます……」

「みんな早いな。どうしたんだ？」

　俺がそう訊きくと、三人は顔を見合わせた。

「どうちたも何も、今日から学院祭ですのよ!?」

　ああ、つまり、楽しみすぎて早く起きてしまった、と。そして準備も万ばん端たん済ませて、待ちきれずにこうしてウキウキしている、と。

「まあ、年に一度のお祭りだしな」

「ヨシュアさんとネアちゃんはそうじゃないんですか……？」

「この時間、散歩の行くのはもう日課みたいなもんだよ。柚ゆ比び坂さかが朝食の準備に起きると、遊ぼうって俺のところに来るんだよ」

　言いながらネアの頭を撫なでると、ネアは嬉うれしそうに喉のどをごろごろと鳴らした。

「みんにゃもお散歩、行く？」

「もちろん行きますわ！」

「幼女たちにヨシュア殿を独占させるわけには」

「ちょっと、ティーナ！　たちってどういうことですの!?」

「口が滑っただけ」

「言い訳にもなってませんわよ！」

「あ、ええと……、あたしなんかが一緒に行きたいなんて迷めい惑わくでしょうし、おこがましいのは百も承知なので……」

「ヨシュア様、ダリルが一緒に行きたいけど遠えん慮りよしようとしてるみたいですので、強引に連れ出すことを提案いたちますわ」

「ええっ」

「ダリルー、一緒にお散歩行こー」

　俺の手を放したネアが、ダリルの手を摑つかんでぐいぐいと引っ張る。

　うーん、なんか柚ゆ比び坂さかが飯の準備をしてるときに揃そろって出かけるってのも気が引けるが、まあ、ちょこっとその辺を回ってくるだけだし、いいか。




　いつもならまだ静かな早朝だが、今日は家々からときおり話し声が漏れてくる。

　それに、街のあちこちに武器や盾、ドラゴンなどをデザインした旗が掲かかげられ、露ろ店てんなどの準備がすでに整っている。かなり大掛かりなものもあって、昨夜には影も形もなかったことを考えると、この世界の人たちの仕事の速さは、俺おれたちの常識からすると規格外過ぎる。俺たちの世界だと、一週間くらい前からやらなきゃ間に合わないようなものまで一晩でパパッとやってしまうんだもんなあ。

　まあ、俺たちの住む大きなお屋や敷しきも半日で建っちゃう世界だから、そりゃこのくらいは一晩で終わってもおかしくないけど。

「にゃんだか、街がいつもと違う！」

　屋敷の門から一歩踏み出すなり、ネアは目をまんまるにした。

「あんまりあちこち触るなよ。壊したら怒られるぞ」

「みゃう！」

　元気に返事はしたものの、駆け出したネアは本当にわかっているのだろうか。

　ネアを追いかけるように、いつもと違う街の中を歩く。

「しかし、いつもと街の様子が変わると、お祭りってのも実感が湧わいてくるな」

　最強決定戦エントリーだの、テレビ出演だの、なんだか現実感がないような話ばっかりだったからなおさらだ。

「ヨシュア様の世界のお祭りはどんななんですの？　学院祭みたいなのがこぢんまりってことは、ちゃんとした大きなお祭りは別にあるんですわよね？」

「それは私も聞きたい」

「ですね……」

「いやあ、っていわれても、俺たちの世界には祭りなんて数え切れないほどあるからなあ」

「ええっ、お祭りがそんなにあるんですの!?」

「ああ、各地域にそれぞれあるからな。特色も色々あるから、簡単には説明できないし、そもそも俺もそんなに詳しくは知らないしな。あ、きっと柚比坂なら、有名どころなら由ゆ来らいとかまで知ってるんじゃないかな」

　あいつ、なんでも知ってるからなあ。

　と、無人の屋台に興味津々だったネアが俺の方を振り返って、

「ヨシヤ。アンニャでしょ」

　と怖い顔をした。

　そうだった、ネアは地獄耳なんだった。

「ああ、ちょっと間違えた。杏あん奈なだった。うん、杏奈杏奈」

　なんていうか、さすがにもう慣れてきた感はあるが、やっぱ違和感があるなあ。

　満足げににーっと笑ったネアに微笑ほほえみを返しながら、

「近所の商店街でも色々やるんだな」

　と呟つぶやいた。

　商店街の入り口に大きな黒板が掲かかげられ、その黒板には『新市街第二商店街プチクエスト一覧』と上の方に大きく書いてあった。

「プチクエストってなんだ？」

「授業で習いませんでちたの？」

「えーと……」

　習ったっけ？　何せ『啓けい示じ板ばん』のクエストしか眼中になかったからなあ。

「街の人が評ひよう議ぎ会かいに申請して出すクエスト。普段から色んなお店や商会が材料の調達のためとかに出してる。公おおやけの機関が調査とかのために出すこともある」

「それをクリアすると、プチクエストの依頼主から謝礼がもらえて、評議会に報告が行って功こう績せきになるんです……」

　ああ、なるほど。『啓示板』のクエスト以外で功績がどうとかってのは、そういうのの積み重ねなのか。

「それが、学院祭の期間中はいつも以上にたくさん出されるんですの。もちろん、必要な材料集めとかのクエストもありますけど、一種のチャレンジ企画みたいなクエストを各商店街や大手商会が一杯出ちて、学生たちを競わせたりするんですのよ」

「学生だけじゃない。学院祭の期間中は、大人たちもプチクエストを受じゆ領りようすることが許されてるから、昔を思い出した大人パーティとかも冒険に出たりする。あと、大きな企画だと、どのパーティが一番早くクリアできるか賭かけをしたりしてるところも」

「今年はテレビジョンもありますから、賭とかは盛り上がりそうですね……」

「ああ、冒険の様子を中ちゆう継けいしたりもするのかな」

「大きな企画だと、それもあるかも」

「まあ、盛り上がるとダンジョンに直接観戦に行っちゃう人たちもいますけど……」

　あー、街の人たちも全員元冒険者なんだっけ。全員が強者ではないにしても。っつーか、自由すぎだろ。

「ホントに冒険一いつ辺ぺん倒とうの祭りなんだな」

　いや、らしいといえばらしいんだけど。

「わたくちたちも、何かプチクエストを受けてみます？」

「別に構わないけど、四日目には最強決定戦とかもあるからなあ。一応はそこに向けてコンディションを整えるべきだと思うが」

「例のテレビジョンの放送以来、みんな異様に最強決定戦を楽しみにしてるから」

　そうなのだ。

　必勝の策をあっさり捨てた、というのが、見ていた人たちにえらく受けがよかったらしい。しかも奇き策さくを弄ろうしないで正々堂々戦うと宣言までしちゃったもんだから、近所の人たちやよく行くお店なんかで顔見知りに会う度たびに「期待してる」「楽しみにしてる」「頑がん張ばれ」と発はつ破ぱをかけられる。

　期待してくれるのは嬉うれしいが、正直荷が重いんだよなあ。

「まあ、初戦はイルザさん一人ですし、難しく考えなくても……」

「いや、逆だ。どの戦いもしんどい戦いになると思うけど、イルザ戦は鍵かぎだと思う」

「鍵、ですの？」

「ああ。正直、聖なる盾隊との戦いでは、ティーナの魔法が二回は欲しい。まだ具体的な作戦があるわけじゃないけど、シェリスとの連れん携けいの他に、何かもう一つティーナの魔法を組み合わせられるかどうかで難易度がかなり変わると思う」

　まあ、無理ゲーが鬼ゲーになるくらいの差かもしれないけどな。

「じゃあ、初戦は私の魔法は使わない？」

「おそらく、二回戦三回戦でその余裕はないだろうしな。できる限り、それで切り抜けたいと思ってる」

「ということは、わたくちも出番なちですわね……」

「いや、そんなことはないさ。それで負けたら話にならないし、どうにもならなければ使うしかない。それに、いつでも二人の連携が投入できるんだぞ、と思わせるだけでもプレッシャーにはなる。だから、二人には仕掛けるチャンスを窺うかがっているように振る舞ってほしい」

「わかりまちたわ」

「了解した」

「ううー、あたしとヨシュアさんとアンナさんとネアちゃんで勝たなきゃいけないんですね……。できるんでしょうか……」

　不安げにダリルが呟つぶやく。

　俺おれも不安だよ。でも、たぶんダリルには問題はない。いつも通りやってくれればそれでいい。問題があるとすれば、柚ゆ比び坂さかの不調がまだ続いてることなんだよなあ……。

　自分の名前を聞きつけて、ダリルの側そばまで駆けてきたネアが、

「ダリルー、大丈夫？　にゃにかお手伝いする？」

　と、ダリルのチャイナ風ビキニアーマーの裾すそをギュッと摑つかんだ。

「あ、ええと……大丈夫です……」

「みゃう？」

　ネアが首を傾かしげる。

「さて、そろそろ戻ろうか。作戦会議はこんなところでやるべきじゃないし、さすがにご飯ができたとき屋や敷しきに誰だれもいないんじゃ柚ゆ比び……杏あん奈なが怒るだろ」

「アンニャのご飯ー」

　ネアが屋敷の方へ向かって駆け出した。

　まったく、朝から元気だなあ。
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　学院祭が開催中の今は、授業もお休みである。

　しかし、だからといって、何かやるべきことがあるわけでもなかった。『始し祖その言葉』探しは関係ありそうな史し跡せきはあらかた回ったし、救世主の末まつ裔えいも会える人にはたいがい会ってみた。つまりは行き詰まっていて、しかも街の雰ふん囲い気きからしても調べ物やら何やらをやる空気でもない。

　っていうか、仲間たちもお祭りを満喫したくてウズウズしてるの丸わかりだしなあ。

　というわけで、三人娘の無言の要望に負けて、朝食を食べて食後のお茶を楽しみ、しばらくゆっくりしたあとで、みんなで祭り見物へと繰り出した。

　早朝のほとんど誰もいない街とは一転して、人、人、人。

　街中の大通りという大通りに露ろ店てんが並び、朝から開けている酒場からは乾かん杯ぱいの音おん頭どが何度も聞こえ、プチクエストの参加者を募つのる声や、どのパーティが勝つかを論じる声があちこちから聞こえてくる。

　今朝には何も記されていなかったプチクエストの黒板にも、

『新市街酒場組合主催、キマイラ討とう伐ばつタイムトライアル／副賞は銘めい酒しゆキマイラのミルク一年分』

『ケルベロスの牙きば収集競争／優勝者には話題の新商品、テレビジョンを進しん呈てい！』

『武術大会（個人戦）開催のお知らせ／協きよう賛さん・ヘンドリー商会』

　などなど、様々な依頼がずらりと並んでいる。

　ゲームガルドはいつだって活気に満ちているが、今日はそれがいつもの倍、いや三倍くらいあるように思えた。

「人がいっぱい……」

　ネアがいつもと違いすぎる街の雰囲気に、怯おびえたように柚ゆ比び坂さかにしがみついた。

「大丈夫よ、ネアちゃん。一緒にいるから。さあ、はぐれないように手をつないで」

「みゃう……」

　最初こそそんなふうにおっかなびっくりだったネアだが、すぐに楽しそうな雰囲気に馴な染じんで、

「あれにゃんだー？」

　を連発し始めた。

「あれは、ああやって焼いた牛肉の塊かたまりから注文を受ける度たびに一人分を削そいで、薄く焼いたソバ粉この生き地じに野菜と一緒に包んだ料理」

　説明しながら、ティーナがささっと露ろ店てんに走って八人分を買ってきた。

「ツッコミどころが多いから順番にいくけど、まずネアが興味を示したのは料理じゃなくて肉を焼く機械だと思う。あと、なんで全員で六人なのに八人分買ってきたんだ。まだ昼飯にも早いだろうに」

「私が八人分食べたかっただけ」

　うん、だろうと思った。しかも、最初のツッコミはスルーなのな。

「ちなみに、あっちは魚の切り身をフライにして、ちょっと辛いソースをつけてパンに挟んだ料理」

　言いながら、ティーナは最初に買った牛肉のソバ粉生地包みを食べつつ器用に人混みを避けながら、次なる露店へと向かう。

「あ、こら、ティーナ！」

「まあまあ。こんなの、いつものティーナですわ」

「そりゃそうだが」

　誰だれかがはぐれるとしたら、ティーナは最有力候補だな。

　そんなふうに露店を冷やかしたり買い食いしたりしながらしばらく当てもなく歩いていると、やけに長い行列に出くわした。

「なんだ、この行列」

「超美お味いしい何かかもしれない。ちょっと訊きいてくる」

　ティーナが言うが早いか、並んでいる人に話を聞きに行った。食い物が絡んでるかもとなると、途と端たんにアクティブになるな。

　戻ってきたティーナは、

「ラーメンに並んでいるって言ってた」

　と興味を失ったことが丸わかりの口調で言った。まあ、ラーメンなら柚ゆ比び坂さかに作ってもらえるしな。歩きながら食べるものでもないし。

「でも、二号店のある温泉施設はかなり遠いし、ダリルの実家の『龍りゆうの鱗うろこ亭』だって結構距離あるだろ？　この辺に新しいラーメン屋でもできたのか？」

「それが、『龍の鱗亭』からここまで伸びてるらしい」

「ここまで!?　どんだけ並んでるんだよ！」

「なんでも、この家の一人娘が最強決定戦に出場するから応援してねキャンペーン、とか銘打って、半額セールをやってるらしい」

「あー」

　ネア以外の視線がダリルに集中し、みんなの顔を見て、ネアもダリルを見上げた。

　全員に見つめられて、ダリルが身を縮こまらせて、

「すみません、すみません……」

　と小声で繰り返した。

「しかし、半額だからってここまで並ぶかね」

「救世主パーティの一員の実家、っていうのも一因なんじゃないかしら」

　柚ゆ比び坂さかの言葉に、俺おれは首を傾かしげた。

「聖せい地ち巡じゆん礼れいってか？　まさか、芸能人じゃあるまいし……」

　だが、甘かった。

　立ち止まってそんな話をしていたら、周りが騒然とし始めたのだ。

「ねえ、あれ、救世主様じゃない？」

「きっとそうよ、ワービーストの女の子も一緒だもの」

「じゃあ、あの黒髪の子がもう一人の異世界人？」

「すっごーい、大っきいわねー」

「じゃあ、あの子たちが救世主パーティ（仮）のメンバーなのかしら」

「そうなんじゃない？」

「きっとそうよ。ほら、あのトゲトゲ鉄てつ球きゆうを持った小ちっちゃい子が超攻こう撃げき力のラフローリア家のご令れい嬢じようで、食べ物を一杯抱えてるのが手加減不可の大魔法使いでしょ？　あのお団だん子ご頭の子、成長途中のドラゴン武闘家に間違いないもの！」

「すごーい！　この本の通りね！」

「それにしても、なんだかずいぶん可愛かわいい子ばっかりのパーティね」

　あれ？　何この、お忍びで街に出た芸能人がバレた的な空気。

　しかも、その空気はどんどん周りに伝でん播ぱしていっている。

「ちょっとまずい。騒ぎが大きくなる前に移動した方がいい」

「いやでも、なんでこんなことに」

「テレビジョンの放送でヨシュア様の受けがよかったからじゃありませんの？」

「あの、そんなことを言ってる場合じゃ……」

「そうね。囲まれたりしたらネアちゃんも怖がるわ」

「そうだな。よし、全員、走れ！」

　人混みを避けて裏路地に飛び込み、俺たちは急いでその場からの逃亡を図ったのだった。まったく、なんなんだよ、いったい。




　だいぶ走って、息が切れて足が止まった。

　他の面々は相変わらず平気な顔をして、俺おれが限界なのを見て立ち止まった。

「志……義よし弥や君、大丈夫？」

「……」

　言葉を発することもできずに、俺は首を横に振った。

　ああ、ここまで走ってくる途中で果物の皮を踏んで転んだときに打った膝ひざと、酔っ払いがケンカしてる酒場の前を駆け抜けたときに飛んできた空き瓶びんが直撃した肩が痛い。

　とにかく息を整える。

「しかし、なんだってこんなに知れ渡ってるんだ……？」

　いかにテレビでの放送が好評だったといっても、たった一回だけ、しかも再放送もビデオもないこの世界でそんなに顔を覚えてるものか？

「あ。原因はあれじゃないかしら」

　柚ゆ比び坂さかが通りの方を指さした。

　そこには──

『御ご用よう達たしの当店だから知りえた秘密がいっぱい！　〈救世主パーティ（仮）完全ガイドブック〉独占販売中！』

　デカデカとそう書かれた張り紙が。

　その店は、言うまでもなくヘンドリー・マジックショップエルフ街店だった。どうやら走っているうちにエルフの魔法商店街にまで来てしまっていたらしい。

　そういえば、騒いでいた人たちも「本」がどうとか言っていたような。

　その本目当てなのかどうなのかはわからないが、お店は大盛況なのが離れたここからでも見て取れる。

「まったく、あの店長さんの商人魂には感かん服ぷくするよ……」

「せめて、事後報告でもいいから一言欲しかったわね」

　まったくだ。つーか、この世界では肖しよう像ぞう権けんとかプライバシーとかはいったいどうなっているんだ。

「でも、これじゃあお祭りを楽ちむどころじゃありませんわね」

「そうね。いつまた騒がれるかわかったものじゃないものね」

「あの、残念ですけど、帰って大人しくしていた方がいいんじゃないでしょうか……」

「みんにゃと駆けっこは楽しかったよ？」

　うん、ネア、それはお祭りの楽しみ方とちょっと違うぞ。

「魔法を使う？」

　ああ、そうか。ティーナの幻覚系魔法で全員の姿を変えれば、周囲にバレる心配はない。あるいは、帽子か何かで顔を隠すか、かなあ。

「まあ、最悪ティーナの魔法に頼るとして、せっかく出てきたんだし、もう少し見て回ろうぜ」

　……まさか異世界で芸能人気分を味わえるとは思わなかった。
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　結局、その後はろくに祭りを楽しむこともできなかった。

　そうなると、屋や敷しきにこもっているしかない。他にやることもないなら、と、ネアがシェリスやダリルと『マウントポジションを取り合いながらくすぐりっこする遊び』に興じてキャッキャ言ってるのをを横目に見ながら、リビングでイルザ戦でどう戦うべきかを考え始めた。

　俺おれと柚ゆ比び坂さか、ダリルによる連係攻こう撃げきと、ネアの援護射撃。これだけで戦術を組み立てるとなると、やはり主軸になるのはダリルの攻撃力か。

　となると、柚比坂には防ぼう御ぎよに比重を置いて立ち回ってもらい、俺とネアで牽けん制せい役をやって本命のダリルの攻撃を的確に決めていく、という戦い方がセオリーか。

　では、フォーメーションは？

　ネアの射しや線せんを塞ふさがず、かつ、なるべくイルザを自由に行動させないようなフォーメーションか。うーむ。考えれば考えるほど、シェリスとティーナなしでは、イルザ一人が相手でもしんどい戦いになる予測しか立たないな。

　そんなふうにソファに腰を沈めて考え込んでいると、

「ヨシヤ、遊ばにゃいの？」

　と、ネアが駆け寄ってきて俺の膝ひざに手をついて、顔を覗のぞき込んできた。

「ん？　ああ、その遊びに俺が加わるとセクハラになっちゃうしなあ」

　そう苦笑するが、ネアは不思議そうな顔で首を傾かしげた。そりゃそうか、セクハラと言われてもわからないだろう。

「邪じや魔ましちゃダメですわよ、ネアちゃん。ヨシュア様は考えるのがお仕事なんですから」

「ネアは邪魔？」

　俺を見上げるネアの目が、不安げに潤うるむ。

「そんなことないよ」

　優しくそう言って、俺はネアの頭を撫なでた。

「あとで別のことして遊ぼうな」

「みゃう！」

　不安げな目はどこへやら、頭を撫でられたネアはごろごろ喉のどを鳴らしながら気持ちよさそうに目を細めた。

「ネアちゃん、こっちでまた遊びましょう……？」

　ダリルがこっちへやって来て、ネアの肩に手を置いた。

「あの、ヨシュアさん、アンナさんに言ってお茶でも淹いれてもらいましょうか……？」

　そう言ってくれたダリルは、心配そうな顔をしていた。

　そんなに思い詰めた顔してたか、俺おれ。

「いや、大丈夫。サンキュな」

「はあ……」

「しかし、考えれば考えるほどダリルがいてくれてよかった。イルザ戦では頼りにしてるから、よろしく頼むな」

　立ち上がって、俺はなんの気なしにダリルの頭を撫なでた。

「ひゃうっ!?」

　ダリルが顔を真まっ赤かにして、ビクッと身を強こわばらせた。俺も、その声に驚いて反射的に手を引っ込める。

「あ、悪い。最近、ネアの頭を何度も撫でてたから、つい」

　女の子って髪の毛に色々気を遣ってたりするし、気軽に触っていいもんじゃないよな。髪は女の命、なんて言うし。

　よくよく見れば、ダリルのお団だん子ご頭って手間がかかってそうだよな。男の俺には想像つかないけど、ああやって結い上げるのってどのくらい時間がかかるんだろう。

「い、いえ、その……」

　ダリルは真っ赤な顔を隠すように両手を自分の頰ほおに添えて、

「お、お、男の子に頭を撫でられるなんて、し、しかも、理由もなく褒ほめられるなんて、あ、あ、あたし……」

　と、切せつ羽ぱ詰まった様子で呟つぶやいた。

「そういや、ダリルの髪って綺き麗れいだよな」

「ひゃ、ひゃいっ!?」

「いやほら、お団子に編み上げられた髪の毛の質感っていうか、ギュッてなってるところの光沢とか、解いてる髪とはまた違うじゃん？」

「そ、そそ、そんな……こんな短時間に、また褒められるなんて……！」

　ダリルの顔がますます赤くなる。もう、耳どころか角まで赤く染まりそうな勢いだ。

「ええと……確かに馴なれ馴れしく頭に触れたのは悪かったけど、そんな大おお袈げ裟さに反応しなくても……。もしかして、痛かったか？」

「い、いえ、そういうわけじゃ……」

　ダリルは尻尾しつぽをくねくねさせながら、妙にモジモジしている。

「こ、ここ、これじゃまるで……でも、あたしなんかがおこがましいっていうか……ああっ、すみませんすみません、妄もう想そうでも大それたこと考えちゃってすみません……！」

「おーい、何わけわからんことを口走っているんだ。大丈夫か？」

「う、生まれてきてごめんなさい……！」

　ダリルは真まっ赤かな顔のまま、涙目で部屋の隅すみに駆けていってうずくまり、壁に向かってひたすら謝り始めてしまった。

　おいおい……。いったい何がお前をそこまで追い込んだんだ。

「はあ。もー、ヨシュア様の無自覚さにも困ったものですわね」

　呆あきれ気味に、シェリスがため息をついた。

「ダリルは褒ほめられることに慣れてないんですのよ？　ましてやヨシュア様に頭を撫なでられたりちたら……」

　確かに気軽に女の子の頭を撫でたりしたのは悪かったけど、そこまで深刻なことだったのか。

「とにかく、迅じん速そくな事態の収拾のためにも、ヨシュア様は席を外ちてくださいませ」

「それより、もし俺おれが悪いなら謝った方が……」

「あーもう！　別にヨシュア様が悪いわけじゃありませんわ！　ですから、気に病む必要はまったくありませんわよ」

「……？」

　なんだかよくわからないまま追い出されたリビングの隅では、ダリルがネアに頭を撫でられていた。
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　夜。

　食事も食後のお茶も終えて、自室に入っても、まだ俺は最強決定戦での戦略について考えていた。

　目もつ下か、一番重要なのはイルザ戦だが、その先だって考えておかなければならない。できれば全チームのデータが欲しいところだが、そもそもこれまで対人というか、同じような冒険者のパーティとの戦いを想定していなかったのだから、基き礎そ的な部分から構築していく必要がある。

　あれ？　そういえば、ティーナの魔法ってどのくらい持続するんだっけ？

　幻覚魔法に関しては結構な時間保つのはネアが誘ゆう拐かいされたときに実証済みだ。だが、命中補正の魔法はそこまで長く持続している印象はない。

　うーん。

　ティーナもわりと感覚で使っているので、正確な効果持続時間を知らないみたいなんだよな。まあ、その日の調子なんかによって違ったりもするのかもしれないけど。

「……」

　やはり、正確なところを知りたい。

　俺おれは自室を出て、ティーナの部屋をノックした。

　きい、と小さな音を立ててドアが少し開き、ティーナが顔を出した。

「……夜よ這ばい？」

「違うっつーの」

　こんなやりとり、前にもしたような。

「悪い、もしかして寝てたか？」

　ティーナは首を横に振った。

「そうか、よかった。ちょっと話を聞きたいんだが、いいか？」

「いいけど、どこで？　もうネアちゃんは寝てるかもしれないから、リビングとかだと起こしちゃうかも」

「それもそうか。じゃあ、入ってもいいか？」

「……え？」

「いや、俺の部屋でも良いけど、状況は一緒だし。だったら、移動は少ない方が周りの迷めい惑わくにもならないかなって」












　早いところ魔法の性能について情報を聞きたいってのもあるけど。

　ティーナは少し逡しゆん巡じゆんしながらも、「どうぞ」とドアを大きく開けた。

　前にも一度入ったけれど、そのとき同様、女の子の部屋というよりは魔法使いの部屋という趣おもむきの室内。絨じゆう毯たんや家具などをほぼ全部取っ払い、床には魔ま法ほう陣じんが描かれ、うずたかく積まれた魔法関連の書籍が所狭しとスペースを圧迫している。乾かん物ぶつや保存の利く焼き菓子などが大量にストックしてあるのがティーナらしい。

　が。

「あれ、ベッド、戻したのか」

　以前はベッドもなく、毛布や寝袋が隅すみっこに転がっていた気がするが。

「さすがに床に寝ると疲れが取れないから、魔導書の一部をとなりの空き部屋に移してベッドを置くスペースだけは確保した」

「なるほど」

　まあ、そりゃゆっくり眠れなきゃ疲れは取れないよなあ。

　そしてティーナはいつものビキニアーマーではなく、淡い紫色のネグリジェを身に纏まとっていた。

　それにしても……。

　思わず、ゴクリとツバを飲み込んだ。

　普段のビキニアーマーの方が露ろ出しゆつ度は高いものの、やはり寝ね間ま着きの無む防ぼう備び感は攻こう撃げき力が高い。しかも、当のティーナが妙に緊きん張ちようしていたりするものだから、なおさら。

　魔法のことを訊きこうと勢いで来てしまったが、確かに夜よ這ばいと言われてもおかしくない時間帯だし、そんな時間に女の子の部屋に「入っていいか」なんて、通報されても文句は言えない。

「ええと、だな……」

　困って視線を彷徨さまよわせる俺おれに、ティーナは、

「そこ、座って」

　とベッドを指さした。

「え、いいのか……？」

　なんというか、女の子のベッドって聖せい域いきというか、触れちゃいけない気がしてしまうのだが。

「他に座るところもないから」

　言いながら、ティーナは自身もベッドの上に座った。

「じゃあ、失礼して」

　勧すすめられるまま、ティーナのとなりに腰を下ろした。

　目が合った瞬間に、ティーナは頰ほおを桜色に染めて、俺の視線から逃げるようにサッとうつむいた。

　そんなティーナの態度に、こっちまで急速に照れ臭くなってくる。

　なんでいつもは積極的に腕を絡めたりなんだりしてくるのに、こういうときに限ってそんなしおらしい態度なんだ。

「それで、話っていうのは──」

「ま、待って」

　ティーナは俺おれの言葉を止めて、大きく深呼吸した。

「心の準備が」

「なんで心の準備が必要なんだ？」

「なんでって、だって……」

　だから、どうしてそこで顔を赤らめる。

　うつむいてモジモジするティーナは、いつものガンガン押してくるティーナとは違いすぎて、戸と惑まどいを隠せない。そして、こんなときに限って、いつも見慣れているはずのティーナの胸元についつい目が行ってしまったりして、ますます変な気持ちになってしまったりするわけだ。

「だって、こんな夜よ更ふけにヨシュア様の方から愛を囁ささやきに来るなんて」

　……。

　前言撤てつ回かい。いつものティーナだった。

「いつ俺が愛を囁いたんだよ。俺はお前に詳しい魔法の性能を教えてもらおうと思って来たんだよ」

　まあ、確かに無神経にこんな時間に女の子の部屋を訪ねた俺に非があるけどな。

「そんなことだろうと思った……」

　ティーナはがっくりと肩を落とした。

「それで、お前の魔法の効果時間なんだがな……」

　かくして、特に色っぽさもない魔法についての話をして、特に何ごともなく、俺はしばらく後にティーナの部屋を辞したのだった。




　お祭り中もそんないつも通りの日々を過ごしつつ──

　そして、いよいよ学院祭四日目、武ぶ闘とう典てん礼れいの日がやってきた。





　　　　＊






　会場が学院の校庭というのがいかがなものかとは思うが、考えてみれば、この学院はこの世界の中心、始まりの地なのだ。

　この学院のある場所から、始し祖そは冒険で世界を広げていった。

　そういう意味では、祭りのメインイベント会場としては相応ふさわしいのかもしれない。

　校庭の周囲に設けられた客席はすでに超満員で、その中には撮影スタッフを引き連れたコルネさんの姿もあった。

　今日は学院の学食も一般に開放され、校庭の客席に入れなかった人たちは学食のテレビで観戦できるのだとか。しかし、学食の入場チケットさえも即完売のプラチナチケットと化したそうな。

　きっと、テレビを導入した大手の酒場なんかは大盛況だろう。きっとリックのことだから、温泉施設にもテレビを設置したんだろうなあ。

　まあ、それはともかく。

　校庭を丸々使ったバトルエリアには、特に障害物は何もなかった。これは戦いやすいことを喜ぶべきなのだろうか。利用できそうな要素がないことを嘆くべきなのだろうか。

　そんな舞台で委員長たちの聖なる盾隊やマリアベルの白薔ば薇ら兵団が順当に勝ち上がり、客席が最高に盛り上がって興奮の渦うずが会場を包み込む中、一回戦の最後の試合、俺おれたちの出番がやってきた。




　俺たちが校庭のバトルエリアに進み出ると、耳を塞ふさぎたくなるほどの大歓声が巻き起こった。ネアなんかリアルにネコ耳を手で押さえている。感覚が鋭えい敏びんなワービーストには、この大音量は辛つらいはずだ。かわいそうに。

　仲間たちも、みんな雰ふん囲い気きに飲まれてしまっているのか、ガチガチに緊きん張ちようしているのが丸わかりだった。

　が、俺も他の誰だれかを気き遣づかっている余裕なんかなかった。

　足がすくむ。

　──なんだよ、この空気。

　これまでの人生で、こんなに注目されることなんか一度もなかった。

　緊張を通り越して、怖いとさえ思う。

　それに対して、対たい峙じしたイルザのなんと堂々としたことか。

　いつもの大きな金色の戦せん斧ぷを手に、たった一人で大だい観かん衆しゆうに臆おくすることもなく毅き然ぜんと胸を張っている。

「ああ、愛いとしのヨシュア様、なぜ運命はこんなにも残ざん酷こくなのでございましょうか。一度ならず二度までも、こうして敵味方に分かれてしまうなんて！」

　芝しば居いがかった口調で、イルザが天を仰いだ。

　……うん、イルザはいつものイルザだった。

　思わず笑ってしまう。しかし、それで少し緊張がほぐれた気がした。

　それは、きっと仲間たちも同じだったようで、

「相変わらず、好き勝手を言うお嬢様ね」

「だいたい、一度目だってイルザが思い込みで勝手に襲いかかってきただけですわ」

「私を差し置いて愛いとしのとか片腹痛い」

「えっと、えっと、こんな大だい観かん衆しゆうの前で愛の告白なんて……」

「アンニャ、あの人は何にやにを言ってるの？」

「ネアちゃん、見ちゃダメよ。指さすのもダメ」

　と、いつものペースを取り戻しつつあった。

「さあ、一回戦だ」

　俺おれは、仲間たちを見渡して言った。

「ダリルとネア以外は、イルザの実力は身をもって知ってるよな。あいつはおつむはアレだが一流の戦士だ。あの大きな戦せん斧ぷの攻こう撃げき力のみならず、シェリスの鉄てつ球きゆうを食らっても立ち上がってくるタフさを持っている。しかも、他にも色々常人離れしたところがある。一人だからって侮あなどると痛い目を見るぞ」

　全員がうなずく。

「お褒ほめにあずかり光栄でございますわ！　ああ、ヨシュア様にお褒め頂けるなんて、天にも昇る気分でございますわ！」

　柚ゆ比び坂さかが呆あきれ気味にため息をついた。

「今の言葉を純粋に褒め言葉と受け取るなんて、本当におつむがアレね」

「やかましいッ！　でございますわ！」

　イルザは戦斧をザクッと突き立てて両手を腰に当て、

「だいたい、貴女あなたはなんなんでございますの!?　いつもいつもいつもいつもヨシュア様と一緒にいて、憎たらしいったら……！」

「何かと問われても困るし、勝手に憎まれても困るわ」

「ああ言えばこう言う、貴女のそういうところが大っ嫌いでございますわ！　わたくしより、ヨシュア様に対する愛で全然劣っているくせに！」

「な……何を……」

　あれ？

　ポンポンと軽口の応おう酬しゆうをしていた柚比坂の言葉が止まった。

「貴女なんかに、ヨシュア様をお慕したいする気持ちでは絶対に負けない、と言ってるのでございますわ！」

「わ、私は別に……」

「あら？　あらあら？　貴女、別に、なんて本気で言ってるんでございますの？」

　イルザが勝ち誇ったようにふんぞり返って、口元に手を当てて高笑いを始めた。

　っていうか、柚ゆ比び坂さか、なんでそこで言葉に詰まる？

「論外！　でございますわね！」

「くっ……」

「うおっほん！」

　白熱する二人の間に入って、審しん判ぱんを務つとめているレッドドラゴンの教頭先生がわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「そろそろ始めたいのだが、いいかね？」

　イルザは地面に突き立てていた戦せん斧ぷを引き抜いて、

「誰だれがヨシュア様に相応ふさわしいのか、ヨシュア様から頂いたこの戦斧で証明するときが来たようでございますわね！」

　と身構えた。

「……どうぞ、始めてください」

　柚比坂も腰の剣に手をかける。

「では、始め！」

　教頭先生の号令で、俺おれたちの初戦が始まった。

「前ぜん衛えいは散さん開かい！　作戦通りに挟きよう撃げきするんだ！」

　聖なるダガーを抜いて、叫びながら俺も走り出す。

　シェリスとティーナ、ネアを残して、俺と柚比坂とダリルでイルザを囲むように三方から距離を詰めようと動き出した。

　そして、ネアがスリングショットで援護射撃を仕掛ける。

　が、イルザは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで戦斧を一いつ閃せんしてネアが撃ち出した小石を叩たたき落とし、すう、と大きく息を吸い込んで、




「ぅあああああああ────────────────ッッッッ！」




　吼ほえた。

　ビリビリと空気が震えるほどの大音量。

　そう、それはまるで、魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうだった。

　密閉された空間でもないのに、観客席の人たちまでが耳を手で覆ってしまうほどの、まさに大だい絶ぜつ叫きよう。

　かわいそうに、ネアはその絶叫にすっかり怯おびえて、半泣きでティーナの後ろに隠れてしまっている。

　いや、ネアだけでなく、俺たちも一瞬、足が止まってしまっていた。

「ヨシュア様、お気をつけてくださいませ！　今のはハウリング系のスキルですわ！　気合いで自身の攻こう撃げき力を飛ひ躍やく的に上昇させる、パワー型戦士の得意技ですわよ！」

「マジか……。ただでさえ強いのに、攻撃力がまだ上がるのかよ……」

　業わざ物ものの包丁を目の前にした豆とう腐ふの気分だ。

「あれ？　でも、シェリスはああいうスキル、使ったことないよな？」

「それはそうですわ。わたくちはテクニカル型の戦士ですもの」

「「「「え？」」」」

　俺おれと柚ゆ比び坂さかとティーナとダリルが異い口く同どう音おんに言った。

「なんだかすっごい失礼な反応をされた気がするのは、わたくちの気のせいじゃありませんわよね……？」

　うん、すまんが、さすがにちょっと意外すぎた。

「うふふ、愛いとしい愛しいヨシュア様、お喋しやべりの時間はそこまででございますわよ？」

　言いながら、イルザが地面を蹴けって、おそろしい勢いで俺に向かってきた。

　イルザのゴスロリアーマーの裾すそが、踊るように翻ひるがえる。

　その踏み込みの、なんという速さか。気がついたときには、俺はイルザの間合いに捉とらえられてしまっていた。

「え……」

　振り上げられたイルザの戦せん斧ぷが、陽ひの光を受けてギラリと輝く。

　あ、ヤバい。

　背筋を寒気が駆け抜けていった。

「志……」

「ヨシュアさん、危ないっ！」

　柚比坂が何かを言う前に、俺の前にダリルが飛び込んできた。そして、真しん剣けん白しら刃は取どりの要領でイルザの戦斧を両手で受け止めた。

「お、お見事……」

　慌てて、ダリルの背後から逃げるように距離を取る。

　いやあ、見通しが甘すぎたんじゃないか……？　シェリスとティーナ抜きで勝てる気がしなくなってきた。

　……いや、俺が弱気になってどうする。

「柚比坂！　ダリルが押さえてくれてるうちに、左右から仕掛けるぞ！」

「え、ええ！　了解よ！」

　震える足に力を込めて、俺は右側に回り込もうと走り出した。

「シェリスとティーナは合図があるまで待機！　ネア、みんな一緒だぞ、怖くない！　頑がん張ばれ！」

　叫びながら、腰に手をやってタリスマンを引き抜こうとする。

　が。

　反対側から回り込んでいるはずの柚ゆ比び坂さかが、俺おれと同じ方へと回り込んできていた。

「なっ、ちょ……！」

　激突しそうになって、慌てて横へ跳んだ。激突は回避できたが、当然、攻こう撃げきのチャンスは失われてしまった。

「ご、ごめんなさい……！」

　こういう場合にどう動くかは事前に何度も話し合っていたというのに、柚比坂がこんな凡ミスをするなんて。

「オーッホッホッホ、連れん携けいがメチャクチャでございますわね！」

　イルザが戦せん斧ぷの刃やいばを受け止めているダリルに蹴けりを入れながら笑った。

　避けることもできず蹴りをまともに食らったダリルが「ふぎゃっ」と言いながらゴロゴロと地面を転がる。ハウリングとかいうスキルで攻撃力が強化されている今のイルザは、蹴りさえも見るからに強烈だ。

「よーし、気持ちを切り替えよう！　多少のヘマとか気にすんな！　まだ取り返しのつかないミスはない！」

「みゃう！」

　勇気を振り絞ったネアが、援護射撃を再開した。

　それに合わせて、俺たちも波は状じよう攻撃をかけようと動き出す。

「もーっ、そんな怖いものを振り回さないでくださーいっ」

　起き上がったダリルが、蹴りのダメージなどものともせずに、ネアの小石を避けたイルザに上段蹴りを放った。

　強烈なドラゴン少女の蹴りを、イルザは戦斧の柄つかで受ける。が、ダリルはカンフー映画のアクションさながらに、上段蹴りの勢いを上乗せして回し蹴りにつないだ。流れるような二段蹴り。

　さすがに二撃目までは反応しきれず、ダリルの足はイルザの顔面を強打した。普通なら吹っ飛ばされるほどの強烈な蹴り。だが、イルザはほんの少し仰のけ反ぞっただけで、吹っ飛ぶどころか後退さえしなかった。

「ダリル、ナイス！　クリーンヒットだ！」

　これでイルザが倒れてくれるとは思えない。だが、あの蹴りを食らってダメージが一切ないなんてことはないはず。

　俺は水属性のタリスマンを引き抜き、蹴りを食らって仰け反ったイルザに躊ちゆう躇ちよなく斬きりかかった。

　左手でタリスマンを折ると同時に、右手の聖なるダガーがイルザの左手をかすめる。ほんのかすかに、触れた程度に。

　しかし、それでいいのが俺おれの戦法だ。

　刀とう身しんが纏まとっていたタリスマンの魔法が、冷気の爆発を起こす。

「くっ」

　イルザがその衝撃にたたらを踏む。イルザの左腕は、古い冷蔵庫の冷凍室のように霜しもが張り付いていた。

　よし、良いコンビネーションだ！　ここからさらに、柚ゆ比び坂さかが畳たたみかけてくれれば、このまま押し切れるかもしれない……！

　が。

　俺の攻こう撃げきの後に続く柚比坂の踏み込みが、最良のタイミングからほんの少し遅れた。時間にすれば一秒程度の、ごくわずかなタイミングのずれ。

　いつもの柚比坂なら、まずやらないミスだ。

　そして、イルザはそれを見逃してくれるほど甘い相手ではなかった。

「ずいぶん雑な連れん携けいでございますことッ！」

　斬きりかかる柚比坂に向けて、イルザは右腕一本で戦せん斧ぷを撥はね上げた。

　げ、マジか、あの戦斧を片手で!?

　柚比坂は「きゃっ」と悲鳴を上げながらも、辛かろうじて戦斧の一撃を盾で受け止めた。

　防ぼう御ぎよはできたが、さすがに攻撃を仕掛けることはできず、柚比坂は跳び退すさって間合いを取る。












　イルザは何度か左手で戦せん斧ぷを握にぎってみて感触を確かめ、蹴けりを食らった顔に触れて不敵に笑った。

「良い蹴りでございますわね。ヨシュア様も、的確な指示と、一言の叱しつ咤たで小さな女の子の戦意を復活させるリーダーシップ、何よりその貧ひん弱じやくな武器で恐れず戦斧に挑みかかる勇気、さすがわたくしが見初めた殿方でございます。素す敵てきでございますわ。それに比べて貴女あなたときたら」

　白い目で、イルザが柚ゆ比び坂さかを睥へい睨げいする。

「がっかりでございますわ」

「……」

　悔しそうに、柚比坂が唇を嚙かむ。

「でも、足手まといとはいえ、目障りでございますわね。まず貴女から──」

　戦斧を構え直して、イルザは、

「真っ二つでございますわッ！」

　柚比坂に向かって飛びかかった。

「アンニャ！」

　ネアが得意の早撃ちで立て続けに小石を飛ばすが、イルザは小石が当たっても意にも介さない。

　柚比坂もきっちりイルザの動きに反応して回避行動に入るが、やはり動きにいつもの切れがない。

　初撃は紙一重で躱かわした。

　が、そんなことは織り込み済みとばかり、イルザは攻こう撃げきの手を休めない。どうやったらあの大きな戦斧をあんなに軽々振り回せるのか、と驚きよう愕がくせざるを得ない勢いで怒ど濤とうのラッシュを仕掛ける。

　戦斧と盾がぶつかり合う金属音が、何度も何度も響き渡った。

　まずい。柚比坂のガードの速度がどんどん落ちている。盾で防いでも、重い攻撃の衝撃が腕を麻ま痺ひさせ、体力を奪っているのだ。

「アンナ様っ！」

　シェリスが駆け出した。頭上でトゲトゲ鉄てつ球きゆうを振り回しながら、一気に距離を詰めて、

「やあ────ッ！」

　と凶きよう器きを叩たたき付けた。地面に。

　そう、ティーナの支援なしに当たるはずがない。

　しかし、イルザは攻撃の手を止めて防ぼう御ぎよの姿勢を取っていた。

　──え？

　振り向けば、ティーナが杖つえを構えていた。構えただけの、フェイント。

　だが、これはティーナのファインプレイだった。

　ティーナの魔法は、たった一言の詠えい唱しようで発動できる。シェリスが攻こう撃げきのモーションに入ってからでも、間に合う……かもしれない。少なくとも、イルザにはそう思わせた。

　イルザはシェリスの攻撃の威い力りよくを、文字通り痛いほど知っている。絶対にまともに食らってはいけないことを、知っているのだ。だから、反応しないわけにはいかなかった。

　俺おれは、シェリスとティーナは、使いどころまで待機させておくことがプレッシャーになると思っていた。

　でも、違った。

　当たらなくても、シェリスに攻撃に参加してもらう意味はあったのだ。現に今、こちらはなんのリソースも消費せず、イルザの猛攻を止めることができたのだから。

　──考えるだけじゃわからないことって、多いな……。

　とにかく、これで流れは変わるはず。

　仕切り直しだ！　勝負はここから！

　そう、思った瞬間。足下から、ぴしり、という大きな音が聞こえた。

「え？」

　ぐらり、と足下が揺れる。

　見れば、シェリスのトゲトゲ鉄てつ球きゆうが叩たたき付けられた地点を中心に、校庭に大きな亀き裂れつが走っていた。

　──うわ、イヤな予感がする。まさか、崩ほう落らくする……!?

「みんな！　逃げ──」

　だが、言い終わる前に、俺たちは立つべき大地を失い、砕けた地面と一緒に深い闇やみへと落下し始めていた。





第五章▼　闇の中の二人




「……くん！　志し度ど君！」

　薄暗い中、柚ゆ比び坂さかに揺さぶられて目を覚ました。

　久しぶりに曾ひいお祖ば母あちゃんに会った気がしたが、どうやら死んでいたわけではないらしい。落ちて気を失っていたのか。

「いてて」

　身体からだを起こすと、あちこちが痛んだ。

「今、回復魔法をかけるわ」

「いや、待った。状況がわからん。気き遣づかいはありがたいが、ここは回復のタリスマンで済ませよう。お前の魔力は温存した方が良い」

　咄とつ嗟さにこんな発言が出てくるなんて、俺おれもすっかり冒険者っぽくなったもんだ。

「それもそうね。……よかったわ、目を覚ましてくれて」

「同感だ。俺の運のなさを考えると、落ちた時点で打ち所が悪くて死んでたりしそうだもんな」

　何本か回復用のタリスマンを引き抜いて、折る。痛みが引いていくのを感じながら人心地ついて、周りを見回した。

　人工的に掘り抜かれた空間であることが一目でわかる、四角い部屋。しかし、土や岩が剝むき出しで、居住空間という感じはしなかった。

　その空間を照らしているのは、空中に浮遊する淡い光。これは柚比坂が魔法で点ともした光だろう。

　床には俺たちと一緒に落ちてきたであろう土ど砂しや。

　壁の一箇所に通路が伸びているが、小さな魔法の光では奥までは見通せない。同様に天井にも俺たちが落ちてきたであろう穴が空いているが、先は見通せなかった。

　幸い、装備品は全部無事だった。落ちたときは抜き身で持っていた聖なるダガーも、土砂に紛れていたのを柚比坂が見つけてくれていた。もちろん、柚比坂の剣と盾も。

「他のみんなは？」

　俺の質問に、柚比坂が力なく首を横に振った。

　たぶん、他の仲間たちとイルザが落ちなかった、ということはないだろう。唯一ダリルは飛べていれば助かったかもしれないが、うーん、咄嗟にそんな器用に飛べるイメージが思い浮かべられない。

「みんな無事だといいけど」

「真まっ直すぐ落ちてきたというより、転がりながら落ちてきたという感じだったわ。だから、違う場所に落ちたのなら多少は状況が違うとしても、墜つい落らく死しということはないと思うのだけれど」

「そうか……。それで暗いのか」

　真まっ直すぐに落ちてきたなら、陽ひの光くらい入ってくるはずだ。転がりながら落ちてきたということは、坂になっていたり、何やら入り組んでいたりするのだろう。それで光が届かない、と。あるいは、土ど砂しやが穴を塞ふさいでしまったとか？　その可能性はあんまり考えたくないな。

「さて、どうする？」

「え？」

　俺おれの問いに、柚ゆ比び坂さかが首を傾かしげた。

「いや、俺たちには二つの選せん択たく肢しがあるだろ。一つは、ここで大人しく救助を待つ選択。俺たちがここに落ちたことはみんな知ってるわけだしな。もう一つは、そっちの通路を進んでみる選択。はぐれたみんなと会えるかもしれないが、最悪、行き違いになることも考えられる」

「遭そう難なんしたときは動かずに救助を待つのが鉄則だけれど……」

　柚比坂が考え込んだ。ということは、口にした選択の反対に心が傾いているということなのだろう。

「ネアが心配か？」

「ええ。私たちは同じところに落ちたけれど、もし独りぼっちだったら……」

　まあ、ネアはずっと一人でダンジョンで生きてたわけだし、俺たちよりは生き延びられそうな気もするが。

「じゃあ、冒険者らしく探索してみるか。行き違いになったときのために、壁にでもメッセージを彫り込んでおこう」

　俺は壁に歩み寄って聖なるダガーで、

『ここに落ちた。先に進んでみる。ヨシュア、アンナ』

　と簡かん潔けつに文字を刻きざんだ。

「じゃ、行くか」

「……ずいぶんアクティブになったわね」

「は？　何が」

「少し前なら、絶対に慎しん重ちよう論を口にしたでしょう？」

　そう言われて、柚比坂が俺自身のことを言っているのだと気付いた。まあ、確かにな。その慎重さのせいで衝しよう突とつとかもあったし。

「あー。いやでも、そんなに変わったって自覚はないぜ。今だって、救助を待つセオリーと、モンスターが出るかもしれない場所で早く仲間と合流できる可能性とで天てん秤びんにかけてみたってだけで」

「それで、合流できる可能性の方へ傾いたの？」

「いや、どっちにも傾いてないな。判断するには情報が足りなすぎる。でも、だったらお前がそうしたいって方を選ぶのが精神衛生的にもいいだろ。ジッとしてるより動いてる方がマシって気もするし」

「……理屈はわかるけど、やっぱり変わった気がするわ」

「そうか？　まあ、最初と今じゃ装備や準備も違うからな。魔物避けのタリスマンも常備してるし、戦うやり方も少しは身に着けたしな。あと、いざとなったら頼りになる優等生も一緒だし」

「やめてよ」

　鋭く、柚ゆ比び坂さかが言った。

　が、すぐにうつむいて、

「……ごめんなさい」

　と、小さく呟つぶやいた。

「いや、謝られるほど気にしちゃいないが」

「違うの。最強決定戦のことよ。優等生どころか、足を引っ張ってばっかりで……。私さえしっかりしていれば……」

「それこそ、気にする必要なんかないだろ」

　柚比坂はバッと顔を上げて、

「どうして!?　だって、私のせいで負けてしまうところだったのに！」

「まだ負けてなかっただろ。頑がん張ばればリカバリーできる程度だ」

「でも！」

　ええい、この優等生は悪い意味でも優等生だな。

「誰だれにだって調子の悪いときはあるだろ。それは仕方のないことだ。それをフォローしあうのがパーティとかチームなんじゃないのか？　現に、シェリスとティーナが独自の判断でフォローしてくれたし」

　シェリスが攻こう撃げきを仕掛けたことも、ティーナが魔法を使う素そ振ぶりでフェイントをかけたのも、作戦にはない行動だった。

「あんなふうに、誰かのピンチを助けようと仲間がいつも以上の力を発はつ揮きすることもあるんだ。不調だって悪いことばかりじゃないんだよ」

「でも、私がしっかりしていれば、シェリスさんが手を出す必要はなかったのよ。この崩ほう落らくだって起こらなかったわ」

「それは時間の問題だったと思うぜ。仮に柚比坂がしゃんとしてて、きっちりイルザに勝てたとしても、二回戦以降はシェリスには出番が回ってきたはずだ。結局は、遅かれ早かれこうなっていたと思う」

「でも……」

　それでも、柚ゆ比び坂さかは沈んだ表情のままだった。

「だいたい、あれくらいの不調で責任感じなきゃいけないとしたら、俺おれなんか毎日反省会が必要だぞ」

「……」

　俺がおどけて見せても、柚比坂は納得できないという顔をしている。

　あー、そういえば、柚比坂は養よう父ふ母ぼに気に入られるように『優等生をやっている』と言っていたっけな。もしかしたら、その感覚というか癖くせみたいなものがこっちに来てからも残ってるのか。

「なあ、柚比坂。俺はお前の家の事情はよく知らないけど、俺たちの前でまで優等生をやる必要はないんだぜ」

「え？」

「しんどいときは仲間を頼ってもいいし、甘えればいいだろ。そんなのお互い様なんだから。ちょっとくらい弱いところを見せられたって、今さら幻滅なんかするかよ。こちとら、いの一番で刃物突きつけられてるっつーの」

「それは……っ」

　何かを言いかけて、しかし、また柚比坂はしゅんとなった。いやいや、そこはいつものように反論して突っかかってきてくれよ。

「いや、別にだからお前が嫌いだとかってわけじゃないからな？　俺も、みんなも、お前にそういうところがあるって知った上で、仲間として認めてるんだから。お前だって、シェリスとティーナを信頼したからこそ、斧おのの守護者の件のあとで俺に馬乗りになってカミングアウトしたんだろ？」

「それは……そうだけど……」

「だったら、この程度はみんなに『ごめん』と一回言ったら終わりだ。それで許さないヤツは俺たちの仲間にはいないし、引きずられる方が鬱うつ陶とうしい。納得できないなら、次に挽ばん回かいできるように頑がん張ばればいいだけの話だ。違うか？」

「……」

　柚比坂はマジマジと俺の顔を見て、そして拗すねたように頰ほおを膨ふくらませた。

「なんだか面白くないわ。スキルも魔法もてんで覚えられないくせに、私よりずっと成長してるじゃない」

「はあ？　どういう意味だよ？」

「別に、なんでもないわ。頼もしい救世主様がリーダーで心強いわ、って話よ」

「嫌いや味みにしか聞こえねえよ」

「あら、わりと本気で褒ほめているわよ。でも、それはそれとして、ここにネアちゃんがいたら怒られてしまうわね、義弥君」

　不意にいたずらっぽい笑顔で名前を呼ばれて、思わずドキッとしてしまった。薄暗いところで二人きり、なんてシチュエーションでのこの不意打ちは、なんていうか、卑ひ怯きようだ。

　とうに断ち切ったはずの恋心が、むくりと鎌かま首くびをもたげるくらいに、弱々しさから一転の笑顔は、俺おれの心にクリティカルヒットして大ダメージを食らわせた。

　あの頃の恋心は、言わば柚ゆ比び坂さかの猫っかぶりが見せた幻想だった。

　じゃあ、今は……？

「どうしたの？　急に黙り込んで」

「い、いや、別に……。やっぱ照れくさいんだよ、名前で呼ぶとか。しかも、二人っきりでとかさ」

「それは同感だわ。でも……、それって、やっぱり一線を引いていた、ということなのかもしれないわね」

「一線？」

「ええ。だって、お互い踏み込みすぎない適度な距離を保っているのが一番楽じゃない。特に私とあんたは、日本に帰ったとしてもまたクラスメイトをやらなければならないんだもの」

　ああ、なるほど。確かに、それは他の仲間たちとの決定的な差だ。そんなの、意識したことはなかったけど。

「いいえ、違うわね。きっと私は、誰だれに対してもそうだったんだわ」

「んなことないと思うけどな。少なくとも、こっちに来てからは」

「……そうかしら？」

「らしくないな。気になるなら、帰ったらシェリスたちに訊きいてみろよ。きっと、何言ってんだって顔されるから」

　くすり、とだが、柚比坂はようやくいつものような笑みを浮かべた。

「そうかもしれないわね。そのためにも、早くみんなと合流しないといけないわね」

「ああ。じゃ、行こうぜ」

　そう言って、俺は壁にぽっかり空いた通路を指さした。




　俺たちが落ちた部屋から続いていた通路は、やはり人の手で掘られた人工的な横穴だったが、ドワーフの地下の工房街のようなきちんと塗り固められたものではなく、単に掘り抜いただけという原始的な感じだった。

「なんか、墳ふん墓ぼに続く旧坑道を思い出すな」

　人の手による洞どう窟くつを、柚比坂が作り出した魔法の光は隅すみ々ずみまで照らすことはできない。魔力を節約したせいで光が弱いのだ。その光がそこかしこに作り出す影が、反響する自分たちの足音が、どうにも不安を搔かき立てる。

「ちょっと、やめてくれない？」

　少しうわずった声で、柚ゆ比び坂さかが言った。心なしか、俺おれとの距離を詰めてきたような。

　あ、そうか。柚比坂は幽霊とかホラー系が苦手なんだっけ。あの坑道は墳ふん墓ぼにつながっていた手前、アンデッド系モンスターが多かったからなあ。

「大丈夫だって。魔物避けのタリスマンも使ってるし」

「気分の問題だってあるのよ」

　じろり、と柚比坂が俺を睨にらむ。

　しかし、なぜだろう。黒柚比坂の威圧感を感じないどころか、拗すねたようで可愛かわいくさえ思えてしまうのだが。

「いや、その、悪い……」

　思わず目を逸そらして、鼻の頭を搔く。

　その瞬間、俺たちの周囲を照らしていた魔法の光がフッと消えた。周囲が闇やみ一色に包まれる。

「きゃあっ！」

　闇の中で柚比坂の悲鳴が聞こえて、何かが俺の腕を拘束した。












　いや、闇やみの中でも柚ゆ比び坂さかがしがみついてきたのだとハッキリ理解できた。なんていうか、その、この圧倒的な柔らかさと弾力を兼ね備えた感触は、その、アレだ。

　高級メロンを二つ並べたような、柚比坂の──

　あ、いかん、顔が急速に熱くなる。

「お、落ち着けって。魔法が切れただけだろ」

「そ、そうね。わかってるわ」

　そうは言いながらも、柚比坂はなかなか俺おれの腕から離れようとしない。柚比坂の怖がりはそんなにか。

　柚比坂が大きく息を吸ったり吐いたりする音が聞こえる。どうやら、深呼吸して心を落ち着かせようとしているらしい。

「とにかく、魔法を……」

　柚比坂がそう言いかけた瞬間、遠くで何かが聞こえた気がした。

「待った。何か聞こえなかったか？」

　小声で強く言って、耳を澄ます。俺の腕にしがみつく柚比坂の手に力がこもった。できれば腕に当たる柔らかい感触を楽しみたいところだが、そうも言っていられない。

　もし音の原因が敵なら、光は格好の的まとになる。もっとも、この闇の中に棲せい息そくしているモンスターなら、暗視能力くらい持っていても不思議はないが……。

　最初微かすかだった音は、徐じよ々じよにこちらに近づいているようだった。

　これは、足音……？

　と思った次の瞬間、

「アンニャー！　ヨシヤー！」

　ネアの声が通路に反響した。

「ネアちゃん……」

　ホッとした息づかいとともに、柚比坂が俺の腕から離れた。

　俺もホッとしたが、名な残ごり惜しいような気もする。

「あまねく光の元げん素そよ、灯ともれ」

　ぽうっ、と淡い魔法の光が再び空中に発現する。その光が照らす空間の中にネアがダッシュで飛び込んできて、いつものように柚比坂に勢いよく抱きついた。

「よかった、ネアちゃん、無事だったのね」

　胸に顔を埋うずめてうにゃうにゃしているネアの頭を、柚比坂が優しく撫なでる。嬉うれしそうに、ネアの尻尾しつぽがピンと上を向いた。

「アンニャも、ヨシヤも！　怪け我がとかしてにゃい？」

「ええ、もう治したから大丈夫よ」

「ネアこそ、怪我とかしてないか？」

「みゃう！」

　それは何よりだ。

「ヨシヤー」

「ん？」

「ヨシヤも頭撫にやでてー」

　は!?　この状態でか!?

「お前、それは無理難題ってもんだ」

　柚ゆ比び坂さかに抱きついているネアの頭の高さは、ちょうど柚比坂の、その、さっきまで俺おれの腕に触れていた部分の高さにあるわけで。

　その部分に密着しているネアの頭を撫なでたりしたら、ちょっとしたはずみで触ってしまいかねないわけで。

　うん、無理。事故が起こったら柚比坂に殺されかねない。

「にゃんで？」

　ネアは不思議そうな顔をしているが、うーん、上う手まく説明できる気がしない。

「とりあえず、あとでな。今は他のみんなを探すのが──」

　しかし、俺が言い終わる前に、

「ネアちゃーん、もー、一人で走はちって行っちゃったら危ないですわよ」

「でも、ホントにヨシュア殿とアンナ殿がいた」

「すごいですよね……。お二人の声が聞こえるって、あんなに遠くから……」

　ネアにシェリスとティーナとダリルが追いついてきた。

「あー。みんな無事みたいで何より」

「ヨシヤー。撫にやでてー」

　なんだろう、この追い詰められた感。

「わかったわかった。ネアが柚ゆ比び……杏あん奈なから離れたらな」

「にゃんでー？」

「いや、今の状態だと、その、杏奈にも触れちゃいそうだし……」

「それがにゃんでダメにゃの？　ネアが来る前は二人仲良にやかよしでくっついてたのにー」

　途と端たんにシェリスとティーナの目が険けわしさを増し、ダリルが「え？　え？」と雰ふん囲い気きの変化に狼ろう狽ばいし、柚比坂が顔を真まっ赤かにした。

「いや、こいつの怖がりは知ってるだろ。明かりの魔法が切れて真っ暗になって、それでビビってしがみつかれたってだけだよ」

　俺はそう説明したのだが、

「アンナ様、そんなベタな手を使いましたの……？」

「ヨシュア殿、私も怖い」

「え？　え？　ど、どういうことですか……？」

　なぜだ、わかってもらえた手て応ごたえがまったくないのは。

「とにかく、全員が合流できたわけだし、出口を探そう。人の手で掘られた通路である以上、どこかに出口はある可能性が高い」

「了解ですわ」

「ヨシュア殿、これ」

　ティーナが俺おれに見せたのは、メモ帳の中程のページだった。

「ここまで私たちが歩いてきた道を地図に書いておいた」

「お、ナイス」

　地図と言うには簡かん略りやく化かされすぎているが、ある程度の構造がわかるだけでも大いに助けになる。

「現在地は……ここか。この先は俺たちが落ちてきた部屋があるだけで行き止まりだ」

「ええと、じゃあ、ここの三さん叉さ路ろまで戻って、こっちに行ってみるしかないですね……」

　さほど分ぶん岐きが多いわけではないにしても、俺たちと合流する前に結構あちこちを見て回ってくれたらしい。ありがたい。

「待って。合流はできたのだから、下手に動かず救助を待つ手もあるんじゃない？」

　確かに、柚ゆ比び坂さかの意見はもっともだ。しかし、シェリスたちの反応からすると、その判断はこの世界ではあまり一般的ではないらしい。

「冒険者たるもの、自力で帰還する方法を探すものですわよ？」

　まあ、それができちゃう人たちだしなあ。そうでなくても、想定される遭そう難なんがダンジョンでのものだから、ボーッとしていたらモンスターに襲われるとか、俺たちの世界とは違った事情もあるのだろう。

　少し考えて、

「俺もここを探索してみるべきだと思う。もちろん、一度帰って準備を整えるのがベストかもしれないが、学院祭の真っ最中だし、救助されたらすぐ最強決定戦の再開だ、とか言われて後回しになるのもちょっと困る」

　と自分の意見を述べた。

「何か急ぎたい理由でも？」

　ティーナが首を傾かしげる。

「急ぎたいというか、ここに目的のものがあるんじゃないかって思い始めたんだ」

「目的のもの……ですか……？」

「それって、『始し祖その言葉』ですの？」

「ああ。俺は『始祖の言葉』と聞いて、『始祖からのメッセージ』なのかな、と思った。まあ、あくまでイメージで根こん拠きよはないんだが」

「そうね。私もそう思ったわ」

「少なくとも、何か始し祖そに縁があるものっぽいですわよね」

「ああ。で、だ」

　俺おれはウエストポーチから『冒険の書』を取り出し、最初の方のページをめくった。あんまり意味はないんだが、なんていうか、もう記憶をたどるときのクセみたいなものになってるな、この『冒険の書』をパラパラめくってみる行為。

「仮にそうだとすると、始祖がメッセージを仕込める場所はかなり限られる」

「どういうことですの？」

「最初の授業だったかな、最初に始祖の話を聞いたのは。確か、この地に降り立った始祖は冒険で世界を広げていった。クエストを解いてな」

「それはみんな知ってる」

　まあ、この世界の創そう世せい神話みたいなもんだしな。

「学院長はこうも言っていたはずだ。始祖がこの地に降り立ったときは、学院の中庭くらいの広さだったのではないか、と。それは学院長の推測に過ぎないが、一番最初の地が『啓けい示じ板ばん』のある学院の中庭だったことは間違いない。そうじゃなきゃ、クエストを知ることができないからな」

「それはそうです……、檻おりの壁はほぼ円の形に広がっていきますから、ゲームガルドの中央にある学院がスタート地点であることは間違いないです……」

「だろ。つまり、始祖が何回クエストを解いたのかは知らないが、始祖の行動範囲は学院の敷しき地ちか、せいぜいその周辺がいいところだったんじゃないか？」

「つまり、始祖が何かを残すなら、その範囲しかありえない──と、志……義よし弥や君は言いたいのね」

「そういうことだ。だとしたら、学院の敷地の真下にあるここは相当怪しい気がする。例のメッセージ後の大きなイベント、学院祭の最中にそんな怪しい場所に落ちてくるなんて、これはもうストーリー進行上にあるとしか思えない」

「ヨシュア様、最後の方は何を言っているのかわかりませんわ」

「でも、ヨシュア殿のよくわからない発言はクエストクリアの前ぜん兆ちよう」

　前兆って、俺は自然現象か何かか。

「とにかく、そういう理由で、俺は救助を待つより出口を探したい。いや、出口はついでで、『始祖の言葉』を探したい」

　俺は『冒険の書』を仕し舞まいながら言った。

「わかったわ。そういうことなら、私も反対はしないわ」

　満場一致。

　じゃあ、と歩き始めようとしたそのとき。

「アンニャ」

　柚ゆ比び坂さかに抱きついたまま、俺おれたちの話し合いが終わるのを静かに待っていたネアが、耳をぴくぴくと動かしながら、これから進もうとしている方を指さした。

「あっちから変にゃ声が聞こえる」

　全員の顔が緊きん張ちようで強こわばった。

　耳を澄ましてみるが、俺には何も聞こえない。

「何も聞こえないわよ？」

「わたくちも、聞こえませんわ」

　どうやら、ネア以外の誰だれもその音を捉とらえていないようだった。

「聞こえるの、信じて」

　不安そうな顔をするネアに、俺は、

「もちろん、疑ってなんかいないよ」

　と優しく言った。

「ワービーストは感覚が鋭いらしい。担任のタニア先生が言っていた。だから、きっとネアには聞こえているんだ」

「そういえば、ヨシュア様とアンナ様の声が聞こえるって言って走り出ちたときも、わたくちたちには何も聞こえませんでしたわ」

「だろ」

「ネアちゃん、また何か聞こえたらすぐに教えてね」

　柚比坂にそう言われて、ネアは張り切った顔で「みゃう！」と返事をして、先導するように柚比坂の手を引っ張って歩き出した。

　いやあ、小ちっちゃい子を冒険に連れ出すなんて危険だ、とか思ってたけど、さすがサバイバル経験者、頼りになるな。





　　　　＊






　ネアに手を引かれる柚比坂についていくこと十数分、ようやく俺たちにも変な声が聞こえ始めた。

「……この声、イルザじゃありませんの？」

　ネアを除く全員がうなずいた。そして、きっとネアはイルザが誰のことなのかわかっていない。

「考えてみれば、イルザも一緒に落ちたはずだしな」

「ええと、どうしますか……？」

　ダリルの問いは、ガチでやり合ってた真っ最中だったけど、という意味だろう。

「さすがにこの非常事態で戦闘続行もないと思うけれど」

　至し極ごくもっともな発言をした柚ゆ比び坂さかの肩を叩たたいて、ティーナが首を横に振った。

「イルザを常識で測ってはいけないと思う」

　なぜだろう、その言葉に誰だれも異を唱えようとしない。

「でも、何か声を出してるってことは、助けを求めてるのかもしれない。さすがに放ほうってはおけないだろ」

「また勘違いが加速しますわよ」

「それは困るけどな。でも、さすがに放置は人として問題があるしな」

「とにかく、行ってみましょう」

　そしてまた少し歩くと、地面に──通路のど真ん中に突き刺さった大きな金色の戦せん斧ぷが目に入った。

「誰かーっ！　もう、どうして誰もいないんでございますの!?」

　はて、聞き覚えのある声はするが、姿が見えない。

　戦斧のところまで来てみると、

「ああ、ヨシュア様！　やっぱり、こうして出会えるなんて、わたくしたちは運命で結ばれているんでございますのね！」

　声は上から降ってきた。












　見上げると、天井には俺おれたちが落ちてきたような縦穴が空いており、何本もの細い木の根が網の目のように交差していた。どうやらそれがクッションの役割を果たしてくれたようだが、その根にゴスロリアーマーのスカートが引っかかって、イルザが逆さまにぶら下がっていた。

「怪け我がをしたくなければ動くんじゃないわよ。あまねく風の元げん素そよ、我わが手に集つどいて、駆けよ、迸ほとばしり迸れ！」

　柚ゆ比び坂さかが剣を抜き、魔法で風の刃やいばを放ち、木の根を切り裂く。そうして落ちてきたイルザを、シェリスとダリルが二人がかりで受け止めた。

「ちょっと！　ここはヨシュア様がお姫様抱っこで受け止めてくださるところじゃございませんの!?」

「贅ぜい沢たく言うんじゃありませんわよ」

　一度は受け止めたイルザから、シェリスがポイッと手を放した。つられて、ダリルも手を放す。

　地面に投げ出されたイルザは、恨めしそうにシェリスを睨にらみながら立ち上がった。

「ってか、物理的に非力な俺じゃ無理だと思うけどな」

　ぼやき半分で、俺はそう言った。

　ネアはネアで、イルザを見るなり尻尾しつぽの毛を逆立てて「フーッ！」と威い嚇かくをし始めていた。柚比坂の後ろに隠れて、ではあるが。そんなに怖かったのか、あのイルザの自己強化系絶ぜつ叫きようスキル。

「なんでございますの？　続きをやろうってことでございますの!?」

　シェリスやネアの態度に、イルザは身構えて地面に突き刺さった戦せん斧ぷに手を伸ばした。

「待て待て。こんなアクシデントがあったんだ、最強決定戦は一時中断。今、俺たちが争っても得することは何一つないだろ」

「だって、この人たちがケンカを売ってきたんでございますわよ!?」

「助けてもらっておいてその言いぐさはなんですの!?」

「だーかーらー、ケンカすんなって。イルザ、怪我はないか？　動けるようなら、探索に戻るぞ」

「ああ、ヨシュア様、わたくしに生しよう涯がいついてこいと……！　それはつまり、プロポーズでございますのね!?」

「いや、違うから」

　なんかいちいちツッコミを入れていると長くなりそうなので、さっさと歩き出すことにする。

「ティーナ、さっきの地図を見せてくれるか？」

「はい、これ」

　ティーナの手帳を受け取る。見れば、ここまでの道も書き込まれていた。仕事が早いな、素晴らしい。

「ここまで来たんだし、このまま真まっ直すぐ行ってみるか」

　反対意見もないようなので、そのまま直進。

　その後くまなくあちこち歩き回り、何度も行き止まりやらぐるりと回っているような通路に悩まされること二時間、ようやく何やらありそうな、朽ち果てそうな古い木の扉が現れた。そして、その扉の脇には、




『この扉の先、もう一度扉をくぐるまで、救世主にできないことをしてはならない』




　と日本語で彫り込まれた石のプレートがはめ込んであった。

「この文字、ヨシュア様とアンナ様の世界の文字ですわよね？」

「ええ」

　うなずいて、柚ゆ比び坂さかが彫り込まれた内容を読み上げる。

「どういう意味？」

　ティーナが首を傾かしげた。他の面々も、同じような反応をしている。

「ヨシュア様にできないことだなんて、ずいぶん失礼な文章でございますわね！」

「いや、俺おれとは限らないだろ。過去には救世主が何人もいたんだから」

「でも、ヨシュア殿にできないこと、というならスキルや魔法が当てはまる」

「ええと……そんな、ヨシュアさんを狙ねらい撃つような仕掛けを大昔の人が残したっていうのは不自然なんじゃないでしょうか……？　扉もそのプレートも、見た感じかなり古いものみたいですし……」

「いや、冗談だから」

「あ、ですよね……」

「ティーナは真顔で冗談を言うからわかりにくいのですわ」

　うーん、と考え込む。

「過去の救世主には、魔法の理論を体系化した人や、効率的にスキルを学べるように流りゆう派はを立ち上げたような人もいた、と記録には残っているしな。ってことは、魔法やスキルを使えた救世主もいたってことだろ」

　同じ異世界人でも、柚比坂はスキルも魔法もバンバン習得してるし。

「そもそも、救世主ってなんだ？　どう定義すればいいんだ？」

「それはもちろん、異世界からやってきて、クエストをいっぱい解いて世界の発展に貢こう献けんちた人のことですわ」

　そう、それが俺たちの知っている救世主の定義だ。つまり、戦士だろうが魔法使いだろうが、どのクラスだとしてもそう呼ばれる可能性がある。

　それは、要するに職業ではなく称しよう号ごうだ。

　では、ここでいう救世主とはその称号のことか？

　……違う気がする。

　リドルにしてもメッセージにしても、条件が確定できないんじゃ解きようがない。

　そもそも、始し祖その時代にクエストクリアに貢こう献けんした異世界人を救世主と呼ぶ習慣があったのか？

　歴史上、一番早い救世主は誰だれだったか。しかし、その人でさえ、始祖と同じ時代の人だったかどうか。

　だとしたら、なぜ始祖は『救世主』という言葉を使ったんだ？

「なあ。『啓けい示じ板ばん』に現れた始祖の言葉のメッセージ、俺おれたちが見たときの他は一回も現れていないんだよな？」

「そう聞いていますわ。初めての現象ですから、博はく物ぶつ誌し編へん纂さん局が嬉き々きとして調べているそうですわ。何かわかったら喜び勇んで発表すると思いますの」

「ふむ……」

　本日二回目の、『冒険の書』パラめくりタイム。

　そういえば、魔法やスキルは、才能がない者でもちょっとした手て応ごたえくらいは感じられるものだ、とみんなは言っていたよな。

　逆上がりはできなくても、鉄棒を摑つかんで蹴けり上がることはできる。しかし、俺の場合はそれすらできていない。たぶん、鉄棒に触れることさえできていない状態だ。

「ちなみに確認だが、俺みたいにまるっきりスキルも魔法も使えない、使えるようになる気配すら見えないってのは、珍しいんだよな？」

　柚ゆ比び坂さかとネアを除く全員が、一切の迷いなくうなずく。

「めずらしいっていうか、たぶん他に例がない」

　ティーナがズバッと容よう赦しやなく言った。うん、他に例がないくらい無能って意味でもあるから、ちょっと傷つく。

「だとすると、ティーナの俺にできないことって冗談は正しそうだ。自分を特別視してるみたいでイヤなんだが、それが俺の……称号ではない、救世主というクラスの特性なのかもしれない」

「やはり、ヨシュア様は正しよう真しん正しよう銘めい、唯一無二の救世主でございますのね！」

「だとしても、なんでイルザが偉そうに胸を張ってるんですの？」

　シェリスもよく突っ込むなあ。

「でも、ええと、救世主の特性ってどういうことですか……？」

「戦士なら腕力が強いとか、戦闘系のスキルを習得しやすいとか、魔法使いなら魔法が得意とか、あるだろ。そういう職業の特徴みたいなものさ」

「確かに、志……義よし弥や君個人のできないことは把は握あくできなくても、そういう職業だとわかっていれば、こういう言い回しは可能になるわね」

「職業クラスとしての救世主……。でも、そんな職業、ありえますの？」

「わからん。でも、あるとしたら相当レアなのかもな。こうして、二〇〇〇年以上前から待ちかねてるんだから。あと、そういうことにしておくと、スキルも魔法もできないことに理由が生まれて、俺おれがちょっとだけ幸せになれる」

「ヨシュア殿、それはさすがに後ろ向きすぎる」

「わかってるよ。冗談だよ。でも、だとすれば、俺たちが『啓けい示じ板ばん』の前に行ったときに都合よくメッセージが現れたことも説明がつくよな」

「あれは逆に、メッセージを受け取るべき人間がやって来たから現れた、っていうの？」

　柚ゆ比び坂さかの問いに、俺は「ああ」とうなずいた。

「より正確には、メッセージを受け取るべき人間が、メッセージを受け取るべきタイミングに現れたから、だろうな。ここに導きたかったから学院祭が近くなって現れたのか、あるいは何か他の条件があるのか……」

　それに関しては、考えても根こん拠きよは何もないわけだが。

「でなきゃ、リスク高すぎだろ。一回きりの表示じゃ、誰だれも見てなかったら誰にも気付かれずに終わるんだぜ」

「それはそうだけど……。でも、『啓示板』に出た表示よ。黒幕が『啓示板』にも介かい入にゆうできるのなら、罠わなっていう可能性も濃のう厚こうじゃないかしら」

「いや、俺は逆だと思ってる」

「え？」

「黒幕が『啓示板』にまで介入できるなら、わざわざクエストと別にあんなメッセージを表示させる必要なんかないじゃないか。クエストで『始し祖その言葉を探せ』って出せば俺たちは乗らざるをえないんだから」

「それは……そうね」

「あるいは、黒幕サイドも一枚岩じゃないとかならありうるかもな。まあ、いずれにしても、この件には、黒幕にも制せい御ぎよし切れていない何らかの意志が働いているように思えるんだ。それが敵なのか味方なのかは、まだわからないけどな」

「それで、結局どうしますの？」

「ここで考え込んでいても仕方がないな。今、行けるところはもう全部回ってる。何もヒントが見つからなかった以上、この謎なぞかけはこの場だけで判断できるようになっているはずだ。だから、『このドアの先では、スキルと魔法は使わない』ように進むしかないな」

「スキルや魔法を使ってしまったらどうなるのかしら？」

「さあな。でも、ゲームでこういう警告めいた謎なぞかけの場合は、謎が解けずに警告に背そむくと、たいていろくでもないことになる」

「ダンジョンでもだいたいそうだと思います……」

「ろくでもにゃいことににゃる仕掛け？　どんにゃ仕掛け？」

「こらこら、迂う闊かつに扉に近づくなって」

　放ほうっておいたら扉にペタペタ触ったり、その先に踏み込んでしまいそうなネアの肩を摑つかんで慌てて引き止める。

「とにかく、一度ここで休きゆう憩けいを取ろう。万全とはいかなくても、この先はなるべくベストに近い状態で挑んだ方がよさそうだ。この先魔法が使えないなら、ゆ……杏あん奈なの魔法の明かりも持ち込めないし、闇やみに目を慣らす必要もあるしな」

　俺おれの言葉に、全員が真剣な顔でうなずいた。





第六章▼　始祖の言葉




「さて、じゃあ行くか」

　朽ち果てそうな扉の前での休憩の終わりを、俺は宣言した。

「もしかしたら、この先に出口もあるかもしれないしな」

　あるいは、俺たちが落ちてきた穴からしか出入りはできないのかもしれないが。

　人工的に掘られた穴なら普通の出入り口がありそうなものだが、そこが塞ふさがれてしまっていることだって考えられる。

「一応、ここからはスキルも魔法も使用禁止だ。念のため、ネアはスリングショットも禁止。能力とは関係ないけど、俺は射撃武器を持っていないしな」

「みゃう」

「じゃあ、行くぞ」

　全員がうなずくのを見て、俺は扉を開けた。錆さび付いた蝶ちよう番つがいがイヤな音を立てる。

　扉の向こう側には、何の変哲もない通路が真まっ直すぐに続いていた。これまでの土壁とは違って、大きな石を組み上げたような壁と天井ではあったが。

　そして、扉を開けると同時に、壁に等間隔にはめ込まれた石が淡い光を放ち始めた。おおっと、魔法の明かりが持ち込めないエリアでこれは助かる。

　慎しん重ちように、その通路へと足を踏み入れる。

　真まっ直すぐに続く通路を怖々進むと、やがて、等間隔に壁にはめ込まれていた光る石が途切れた。

　先には闇やみが広がっている。

　──いや、違う。

　ある場所から、どういうわけか光が遮しや断だんされているのだ。

　慎重に、光が遮断されている先にタリスマンを投げ入れてみる。タリスマンは放物線を描いて飛び、闇の中に消えた。

　カツン、と床にタリスマンが落ちる音だけが聞こえてくる。

　おそるおそる闇に手を入れてみるが、手が見えなくなるだけで特にダメージを受けるようなことはなかった。

「どうやら害はなさそうだ」

「でも、この先、明かりはにゃいから真っ暗だよ？」

　闇の中に顔を突っ込んで、ネアが言った。

「こらこら！　怖いもの知らずにもほどがあるだろ」

　肩を摑つかんで一歩下がらせると、ネアは不思議そうな顔をした。

「ここ、怖い感じはにゃいよ？」

「だとしても、勝手なことをしちゃダメよ」

　めっ、と柚ゆ比び坂さかに怒られて、ネアはしゅんとして耳を伏せた。

　それを尻目に、俺おれも闇の中に顔を突っ込んでみる。確かに、明かりがないどころか床も壁も見えないくらいの真っ暗闇が広がっていた。

「まったく見通せないな。いわゆるダークゾーンか……」

　いわゆる３Ｄダンジョン系のゲームではよくある障害だ。単体では地形が見えず煩わずらわしい程度で害は少ないが、他の罠わなと組み合わされたりすると途と端たんに凶悪になる。

　まったく先が見えないところに落とし穴が仕掛けてあったり、触れるとダメージを受ける壁なんかが配置してあったらどうなるか。……想像もしたくないな。

「じゃあ、この光を遮断してるところの先で、アンナ様に光を点ともしてもらえばいいんじゃありませんの？」

「魔法は禁止だって」

「あ、そうでしたわ」

　シェリスはしまった、という顔でぺろりと舌を出した。

　これは怖いな。なんていうか、スキルとか魔法を使うことが当たり前すぎて、いつうっかりが飛び出すかわからない。

　まあ、慣れってそういうもんだから、無理もないんだけど。

「とにかく、手て探さぐりで行くしかない。声を掛け合いながら、壁伝いに進もう」

　俺おれは先頭に立って、壁を左手で触りながら闇やみの中に歩み入った。

「うわ、これは厳しいな」

　真っ暗すぎて、自分の身体からだ、例えば壁を触っている自分の左手さえ見えない。

「アンニャー、にゃんにも見えない……」

「ネアちゃん、こっちよ。手をつなぎましょう」

「みゃう！」

　近くでネアが勢いよく走り出す気配があった。ほぼ同時に、脚あしにどん、と何かが激しくぶつかってくる感触があって、

「うわっ」

　虚きよを突かれた俺は呆あつ気けなくバランスを崩した。

「あっ、ごめんにゃさい！」

「ひゃっ」

　すぐ後ろにいた誰だれかにぶつかって、そのまま仰あお向むけに倒れ込む。が、俺の身体は冷たい床にぶつかることはなく、むしろ柔らかくて温かいこの感触は、きっと誰かの上に倒れ込んだに違いない。特に後頭部に当たるむにむに感はきっとアレなのでごめんなさい。声からしてダリルだと思うけど、いかんせんまったく見えないから断言はできない。

　と、直後、

「きゃー」

　わざとらしい悲鳴と一緒に、俺の顔の上におっぱいが降ってきた。いや、たぶん感触的に。そして声とこんなことをやる行動パターンからしてティーナに違いないが、なんでこの闇の中で的確に俺の位置を把は握あくできるんだ。

「くっ、なんてことでございますの……！　わたくしとしたことが、出遅れるなんて迂う闊かつでございましたわっ」

　ぐえ。

　さらに上から誰かが降ってきた。

　お前らなんでこんなに的確に……まさかスキルとか使ってるんじゃないだろうな。

「ちょ、みんな、何をやってますの!?」

「アンニャー、どこー？」

「こっちよ、ネアちゃん」

　あーもう！　とにかく、約二名は早く俺の上から退どいて。一番下のダリル（たぶん）が可哀かわい相そうでしょ！




　そんなてんやわんやの後、どうにかこうにかダークゾーンを抜けた。

　特に他に罠わなもなく、道が入り組んでいるわけでもなく、しばらく真まっ直すぐに進んだだけでダークゾーンは終わっていたのだ。

「やっと抜けまちたわ！」

「暗いだけで何もないなんて、拍子抜けでございますわね」

「こ、怖いこと言わないでください……」

「何もなくて幸運だったと考えるべき」

「まったく同感だわ」

　確かに少々拍子抜けだったが……あるいは、ここの制作者に害意はないということか？

　いや、違うな。

　このダークゾーンの意味は、おそらく『スキルや魔法を使わせること』だ。それが一番恐ろしい効果を生む罠になるのか、そうでなければ──

「アンニャ、ヨシヤ、あそこに何にやにかいる」

　俺おれの思考を遮さえぎってネアが指さした先、ダークゾーンを抜けた通路の先には、何者かの影があった。人影に見えるが、まだ少し距離があってシルエットも判然としない。

「敵ですわね!?」

「うう、何者なんでしょうか……？」

「先手必勝でございますわね！」

　言いながら、シェリスとダリルとイルザの近接戦闘組がそれぞれ身構える。

「待て！」

　俺はシェリスとイルザの肩を摑つかんだ。

「どうちてですの!?」

「先に仕掛けた方が戦いは有利でございますわよ!?」

「それはそうだが」

　二人の意見は間違っていない。味方が受けるダメージを減らす最良の方法は、素早く敵を撃破することだ。先に仕掛けて相手の行動前に数を減らすことができれば、それだけで戦況は大幅に有利になる。

　だが。

「今は状況が違う。出方を見るぞ」

「わかりまちたわ……」

　シェリスは聞き分けてくれたが、

「お任せくださいませ、ヨシュア様！　あんな敵、わたくしの必殺のスキルなら一撃でございますわ！」

「だからスキルを使うなっつーの！　ダリル、イルザを押さえてくれ」

「は、はい……！」

　俺おれの指示に従って、ダリルがイルザを羽は交がい締じめにした。

「ちょっと！　もー、なんでございますの!?　ヨシュア様に良いところを見せる大チャンスでございますのに！」

「逆に怒られてるって気付きなさいよ」

「まったくですわね」

「同感」

　そんなしょうもないやりとりをしている中、ネアが握にぎったままだった柚ゆ比び坂さかの手をくいくいと引っ張って、

「アンニャ。こんにゃに騒いでるのに、あいつら全然動かにゃいよ？」

　と前方の影を指さした。

「本当だわ」

「やっぱりか。あれはきっと、スキルや魔法を使わせるためのトラップだ。今抜けてきたダークゾーンも同様だろう」

　だから、落とし穴などの他の罠わなと併へい用ようする必要がなかった。

　この通路の目的は、おそらく、スキルや魔法を使わせることなのだ。

　その目的は、たぶん、選別。扉の前にあった『救世主にできないことをしてはならない』の意味を正しく理解しているかどうかを試し、理解できていない者を排はい除じよしようとしている、と見るべきだろう。

「近づいてみよう。でも、警けい戒かいはしつつも、スキルと魔法は厳禁だ」

　そう指示を出して歩み寄ってみると、案の定、俺たちが見た人影はただそこにあるだけの幻影のようなものだった。

　触ろうとしても手がすり抜けてしまうような、ただそこにあるように見えるだけの実体のない何か。もちろん、動きもしなければ襲ってもこない。

「ここはとことん拍子抜けな場所でございますわね」

　こっちは誰だれかさんがスキル全開で斬きりかかりそうでヒヤヒヤしっぱなしだったけどな。

「たぶん、こんな仕掛けがまだあると思う。だが、スキルや魔法さえ使わなければ危険は少ないと思う。気を引き締めて進もう」

　さらに少し進んだところで、ネアが壁をペタペタと触りながら首を傾かしげた。

「ネアちゃん、あんまりあちこち触っちゃダメよ。罠とか仕掛けが作動してしまうかもしれないわ」

「みゃう。でも、ここ、何にやにかありそう」

　感覚の鋭いネアの言うことだから、とみんなで周辺を調べてみると、確かにネアが示した壁には、よく見ればドアサイズの切れ目が入っていた。しかし、何かを作動させるようなスイッチなどは見つからなかった。

「反対側に回るとか、どこか別のところにスイッチとかがあるのかもしれない」

「じゃあ、地図に書いておく」

　早速、ティーナがメモ帳を取り出して何やら書き込んでいる。

　そして、先に進もうと歩き始めて数歩も行かないうちに、背後からガリガリと石の擦こすれる音が聞こえてきた。

　え、そこ、もう作動するんですか。

　怖々振り返ると、俺おれたちが散々調べた壁はポッカリと開いて、中からは錆さびた機械を無む理り矢や理り動かすような耳障りな音が聞こえてきた。

　あー、イヤな予感しかしねえ。

　そして姿を現したのは、鉄パイプと鉄の鎧よろいを寄せ集めて作ったような、不ぶ格かつ好こうな人型の物体だった。

　ゴーレム……なのか？

　身体からだのあちこちが錆び付いていて、動く度たびに耳障りな音を立てる。

「ヨシュア様、これも危険が少ない仕掛けですの？」

「すまん、俺が甘かったかもしれない」

「ふふふ、いいところをヨシュア様のご覧に入れるチャンスでございますわね！　あんな出で来き損そこない、わたくしの超絶スキルで真っ二つに……」

「アホか！」

　戦せん斧ぷを構えながらやる気満々のイルザが言い終わる前に、俺は思わずスパーン！　とその後頭部を引っぱたいてツッコミを入れていた。

「痛っ！　なんでございますの？　ああ、でも、ヨシュア様に折せつ檻かんされるというのも、これはこれで……」

　顔を赤らめながらそういうことを言うんじゃねえ。

「変態ですわ！　変態がいますわ！」

「スキルは禁止だって言ってるだろ。とにかく、イルザは戦うな。いや、イルザ以外も戦っちゃダメだ」

　これまではスキルや魔法をなんとか使わせないで来られたが、戦闘になるなら話は別だ。

　根っから冒険者のこの世界の住人は、スキルや魔法を使った戦い方が身体に染みついてしまっている。

「あるかどうかもわからない脅きよう威いより、目の前の敵を排はい除じよする方が先でございますわ！」

　ほらきた。

　まあ、イルザの判断はある意味間違っていない。目の前の敵を確実に仕留める、それは前ぜん衛えい職である戦士の役割なのだから。

　でも、イルザ、お前はちょっとでいいから俺おれの話を聞いてくれ。

「いい加減にしなさい」

　柚ゆ比び坂さかが、イルザの肩を強く摑つかんで言った。

「なんでございますの!?」

　イルザは柚比坂の手を振り払おうとするが、柚比坂は手に力を込めてそれをさせず、イルザを睨にらみつける視線をさらに険けわしくした。

「どうして貴女あなたがこのパーティに誘われないのか、教えてあげましょうか。それは、彼が作戦を立てることを得意としているからよ。作戦を立てる人は、作戦を無視して勝手に行動する人を一番嫌うの。それがどんなに腕の立つ人であってもね」

「あら、能力が足りなくて作戦を実行できない人が、そんな偉そうなことを言うんでございますの？」

　イルザは鼻で笑うが、柚比坂は動じない。

「貴女が好きな人はね、全力を尽くしての失敗を許せないほど度ど量りようが狭くはないわ。でも、言われたことをやろうとしない人は論外よ」

「……」

　イルザが唇を嚙かむ。

「おい、時間がない。ケンカはあとにして、イルザ、ここは俺の顔を立てると思って全力で逃げてくれ。みんなもだ。ここは俺が引き受ける」

　錆さびゴーレムの左手に、クロスボウのような射撃装置が引っ付いているのを見て、俺は言った。

「俺が戦う分には、やっちゃダメなことをやってしまうリスクはない」

「でも！」

　シェリスが叫ぶように異論を口にした。

「全員で逃げたんじゃ背中から狙ねらい撃ちにされる。大丈夫、自分が弱いことは一番知ってる。たぶん、誰だれかがもう一回扉をくぐれば条件クリアで仕掛けは停止するはずだ」

　かなり希望的な観測だが、今はそれに賭かけるしかない。

　ギシギシと音を立てながら、錆ゴーレムは左腕を俺達に向けた。

「走れ！　早く！」

　俺は叫びながら、錆ゴーレムの射しや線せんを塞ふさぐように前に出た。

「待ってて。すぐに扉をくぐるから」

　ティーナが、迷ってキョロキョロ俺と柚比坂を交互に見つめているネアの手を引いて走り出した。そうなってはネアも走るしかない。

「ヨシュアさん、気をつけてくださいね……！」

「ほら、イルザも、わかったらさっさと行きますわよ！　ダリル、そっちの手を摑んでくださいませ！」

「あ、はい……！」

「ちょ、何をするんでございますの!?」

　シェリスとダリルも、イルザを引っ張って走り出す。

　が。

「私も手伝うわ」

　柚ゆ比び坂さかが、盾を構えて俺おれの前に出た。そして、錆さびゴーレムが発射した矢をしっかりと盾で防いだ。

「お前なあ」

「大丈夫、私もみんなほどスキルや魔法に慣れきってはいないわ。それに、剣を抜く気もないから」

「防ぼう御ぎよ系のスキルだってアウトだぞ」

「まだ実戦で使える段階じゃないから問題ないわよ」

「……だからってなあ」

「お願い。挽ばん回かいのチャンスが欲しいの」

　……まったく。しかし、正直、一人で立ち向かうよりは心強い。

「あとでイルザに何を言われるやら」

「言わせておくわ。もちろん、あとでお説教くらい聞くわよ」

　開き直られるとタチが悪いな。しかし、まあ、吹っ切れたみたいだし、今の柚比坂ならうっかりなミスもやらかさないだろう。

「しょうがない、防御は任せるぞ」

「ええ」

　柚比坂が盾で矢を防いでくれている陰かげで、俺は聖なるダガーとタリスマンを抜いた。

　さて、どう仕掛けるか──そう思った瞬間、柚比坂が左へステップを踏んだ。まるで、俺が攻こう撃げきを仕掛けようとするタイミングを見抜いているかのように。

　自然と、俺は柚比坂が空けてくれた右側から攻撃を仕掛けることになる。向かって右、つまり錆ゴーレムの左側。

　そう、狙ねらうなら左手のボウガン。幸い、錆ゴーレムは動きが遅い。アレさえなければ、走れば逃げ切れる……！

　ダガーで、錆ゴーレムの左肘ひじを突く。折ったタリスマンの魔力が、錆ゴーレムの肘で火属性の爆発を起こした。

　当たった！

　が、喜んでばかりもいられない。即、バックステップを踏んで距離を取り、相手の出方を待つ。が、錆ゴーレムの攻撃に俺が反応するより早く、柚比坂の盾が俺を守ってくれていた。

　なんだ、これ。

　打ち合わせも何もしていないのに、おそろしい精度で息が合う。

「義弥君！　次は水属性で冷気系の攻こう撃げきを！」

「ああ、わかってる！　熱して冷やしてを繰り返して金属を弱らせるアレな！」

「焼き入れよ。熱して急速に冷やすことで組織を変化させる。そうすると、金属は固くなる代わりに脆もろくもなるの。まあ、あの一瞬でどれだけ温度が上がるかわからないから、気休め程度かもしれないけれど」

「でも、ただ攻撃するよりマシだってことだろ」

「そういうことよ」

　会話を交わしながらも、前ぜん衛えい後こう衛えいを入れ替えながら、俺おれが攻撃を、柚ゆ比び坂さかは防ぼう御ぎよを繰り返す。

　そして、気付く。

　息が合うんじゃない。合わせてくれているのだ、と。

　思えば、この世界に来てから毎日のように学院の訓練で手合わせしているのだ。俺の動きやクセなど、知り尽くしているのだろう。

　しかし、だからといってここまで息を合わせるなんて、簡単にできるわけはない。












　まったく、本調子を取り戻した天才がこんなに頼もしいとは……！

「義よし弥や君、装そう塡てんされた矢が今までと少し違うわ！」

「ああ、わかってる！　気をつけろ、杏あん奈な！　攻こう撃げきのパターンが変わるかもしれない！」

「防ぼう御ぎよの比重を上げた方がよさそうね」

「頼む！」

　交わされた言葉が、即、連れん携けいに反映される。それが心地良い。

　戦いの最中だっていうのに、緊きん張ちよう感かんや怖さより、そっちの方がどんどん強くなっていく。

「生意気ね、空中で三つに分裂する矢なんて」

　言いながらも、杏奈はそのすべてにキッチリと盾で対応する。さすが。

「だが、今の分裂する矢の方が撃った後の隙すきがでかいみたいだ」

「ええ、きっと普通の矢より重い分、発射の衝撃が大きいんじゃないかしら」

　そのやりとりだけで、次の作戦をお互いが理解する。

　何発かの矢を杏奈が盾で軽やかにさばく。そして、次に装塡された矢は──

「義弥君！」

「おうよ、防御よろしくな、杏奈！」

「任せなさい！」

　分裂する矢を防ぐ柚ゆ比び坂さかの後ろで、火と水のタリスマンを一本ずつ引き抜いた。そして、青っぽい光を宿した水のタリスマンを口にくわえておく。

　防御し終えた杏奈が、俺おれの進路を空けてひらりとステップを踏んだ。もちろん、それを見越して俺も行動を開始している。

　まず一撃。

　何度も狙ねらって攻撃してきた左肘ひじで、また炎の爆発が起こる。

「もう一丁ッ！」

　使い終わった火のタリスマンを捨てて、口にくわえていた水属性のタリスマンを左手で取りながら、もう一度、ダガーの突きを繰り出した。

　かつん、と錆さびゴーレムの肘に刃先が当たり、立て続けにもう一回、今度は冷気の魔力が弾はじけて爆発した。

　もちろん、杏奈との連携を継続するべく、バックステップ。杏奈も防御に入ろうとするが、

　──ピキッ。

　そんな乾いた音とともに、錆ゴーレムの肘が割れ、腕がゴトッと床に落ちた。

「やった！　今だ、杏奈、走るぞ！」

「ええ！」

　錆ゴーレムに背を向けて、全速力で走り出す。例によって、俺の息はすぐに上がってしまったが、もう錆さびゴーレムが追ってくることもなかった。





　　　　＊






　俺おれ達が通路の突き当たりにある扉をくぐるなり、

「自分勝手がどうとか言っていたのはどなたでございますの？」

　と、怒りを隠しもしないイルザの言葉が飛んできた。

「あら、私は勝手な行動をしたんじゃないわ。作戦立案係に、自分の意見を提案しただけよ。それが採用されたの」

　うわ、しれっと言い切りやがった。まあ、確かに噓うそではないけど……。

「ヨシュア様！　そんなの、ありでございますの!?」

「そりゃあ、提案された意見の方が良いと思えばな」

「うぐぐ……」

　イルザが悔しそうに杏あん奈なを睨にらみつける。一方の杏奈は勝ち誇ったように涼しい顔で笑っていた。

「なんでお前らは顔を合わせる度たびにそうなんだよ。杏奈も、あんまり大人げないことするなって」

「何よ。そもそも、義よし弥や君がそうやって中途半端に庇かばったりするから勘違いするのよ。気を持たせるのは罪よ？」

「はあ!?　俺が悪いのかよ!?」

「ケンカしにゃいの！」

　右手で俺の手を、左手で杏奈の手を握にぎって、ネアが言った。

「お、おう」

「そうね……」

　俺も杏奈も、こうなってしまうと言い争いを終了しないわけにはいかない。

「でも、アンナ様もいつものアンナ様の調子を取り戻ちたみたいですわね」

「いつものというか、なんだか今までより自然に名前を呼び合っているような気がする」

「はっ、そう言われれば、確かにそうですわ！」

「怪しい」

「ちょっと！　わたくしのことは放置なさるんでございますの!?」

「ええと……まあ、いいじゃないですか、みんな無事だったんですから……」

　まったくもって、ダリルの言う通りだった。

「とにかく、話はあとにして先に進もう」

　たった今くぐったボロボロの扉の先にも、やはり石造りの通路が続いている。一本道なので、奥へ進むか戻るか、の二つしか選せん択たく肢しはない。

　少し進むと、突き当たりに立派な鉄の扉が姿を現した。これまでは扉もゴーレムもボロボロだったり錆さびていたりしたのに、この扉だけは新品同様で、ピカピカしているようにさえ見えた。

「扉……でございますわね」

「ピカピカしててかっこいーにゃ」

「古いダンジョンの中でこれだけ綺き麗れいなのは不自然。少なくとも、状態保持の魔法がかけてあるはず」

「ですわね」

「あの……どうしますか……？」

「どうするも何も、この扉の先に行く以外に道はないじゃない」

「だな」

　うなずいて、扉に一歩近づく。

　と、触れてすらいないのに、鉄の扉はゆっくりと音もなくひとりでに開いた。

「にゃっ!?」

　勝手に開いた扉に驚いて、ネアが杏あん奈なにしがみつく。

「歓かん迎げいされている……ということでしょうか……？」

「もしかしたら、あの『救世主にできないことをしてはならない』の通路でスキルや魔法を使っていたら、この扉は何をやっても開かなかったのかもな」

「中に入らないんでございますの？」

　止める間もなく、イルザがつかつかと扉の向こう側へと足を踏み入れてしまった。

「ちょ、おい、少しは警けい戒かいを──」

「別に、罠わなも敵も、それ以外もほとんど何もない部屋でございますわ」

　そんな返事は聞こえたが、さすがに一人にもしておけないので慌てて追いかける。

　そこは、イルザが言うように、本当にほとんど何もない部屋だった。六畳ほどの広さの、ただの四角い空間。あるのは石造りの壁と天井、そして中央に不ぶ格かつ好こうで小さな机が一つ。

　机は板に四本の足が打ちつけられているだけの、日曜大工のお父さんでももう少しまともに作るだろうというくらいの出来だった。

　そして、その上には一冊の手帳が置かれていた。

　古ぼけたシステム手帳。

　明らかに、俺おれ達の世界から持ち込まれた品だった。

「これは……」

　歩み寄って、おそるおそる手に取ってみる。

「何が書いてありますの？」

「まあ待て、いいか、読むぞ」

　手帳を開けてみる。

「ええと……この手帳までたどり着いたということは、君は救世主か、あるいは私の研究室にいた誰だれかなのだろう──」

　俺おれは、手帳に記された手書きの文字を声に出して読み始めた。

『私の研究室にいた誰かならば知っていることだが──、この世界では何が起こるかわからない。この手記をゆっくり全部読むだけの余裕が君にあるとも限らない。だから、先に言っておく。

　あの塔に近づきすぎてはいけない。

　あの塔はこの世界のリセットボタンなのだ。あの男は、条件が揃そろえば確実にリセットボタンを押すだろう。だから、必要以上にあの塔に近づいてはいけない。』

　なんだって──？

　愕がく然ぜんとした。

「りせっとぼたんってなんですの？」

　シェリスが首を傾かしげた。

　杏あん奈な以外の他の面々も、不思議そうな顔をしている。

「全部をなかったことにするスイッチ──とでも言えばいいのかしら」

　深刻な声で、杏奈が言う。

「ああ、そうだな。世界そのもののリセットボタンということは、おそらく世界を始し祖そが降り立つ前に戻すってことだろうな」

「あの、じゃあ、あたしたちはどうなるんでしょうか……？」

「わからないが、たぶん、なかったことになるだろうな」

「そんな、まさか。信じられませんわ」

　そう言いつつも、シェリスの声は微かすかに震えている。

「なかったことになる……ってことは、私たちはみんな消えるってこと？」

　ティーナの問いに、部屋の中はしんとなった。その沈黙が、いつもより重く感じられるのは、たぶん気のせいじゃない。

　俺も、なんて答えるべきなのか、咄とつ嗟さには思い浮かばなかった。だが、何も言えないという俺の反応は、みんなにとっては肯こう定ていと同義だった。

「そんなの、納得できない」

　ティーナが言った。あまり表情に変化はないが、たぶん憤慨している……気がする。

「当たり前でございますわ！」

　そりゃそうだ、俺だってそう思う。

「まあ待て。これを書いたのが誰なのかすら、まだよくわかっていないんだ。おそらくは始し祖そだと思うが、必ずしも信しん憑ぴよう性せいがあるとは限らない」

　言っていて、自分でも気休めにしか聞こえないと自じ嘲ちようしてしまうが。

「いずれにしても、これは大ごとだ。詳しく読みたいところだが、手記にある通り、ここじゃ何が起こるかわからない。さっさと脱出したいところだな」

　言いながら、パラパラと手記をめくってみる。

　あれ？

　後半、明らかに筆跡が違っているページがある。

「これは……」

「どうかしたの？」

「ああ。始祖以外の書き込みがある。読んでみるぞ。ええと、残念ながら──」

『残念ながら、僕ぼくは救世主にはなれませんでした。まあ、前提条件として、今の段階では明らかにゲームガルドの文明レベルが足りていないように思います。せめて、遥はるか未来の救世主の一助となるよう、僕がデザインした魔法理論を体系化して、学びやすい環境を整えておこうと思います。いずれ、救世主が僕ら研究チームの無念を晴らしてくれることを祈りつつ。──三み田た和かず人と』

『最近、あの男の手の者がこちらに来ているような気配があります。我々の切り札、真なる救世主システムのことを隠すためにも、今進めている教育機関をこの場所の上に建てて隠いん蔽ぺいを図ろうと考えています。この先ここを訪れる人も、救世主のことが気取られないよう細さい心しんの注意を図って頂ければと。──栗くり須す紗さ良ら』

　その後も、何人かの、別人の書き込んだ文字が並んでいる。

　これは……。

「ここを訪れた歴代救世主たちが書き加えたのね」

「ですわね。カズト・ミタもサラ・クリスも、わたくちたちが調べた中にあった救世主の名前ですわ」

「なんとなく、想像できるな。救世主のことを知っているのは──つまり、ここまであの謎なぞかけを解いて来られるのは、きっとこの世界の創そう造ぞうに関かかわった人たちだろう。この世界に救世主のことを組み込んだ人たちだ。この手帳にちらちら出てくる言葉を借りれば、同じ研究チームの人たちだな。そんな人たちが次々ゲームガルドに来ているということは、黒幕は研究そのものを乗っ取って、邪じや魔まになった元々の研究者たちをここに送り込むことで抹まつ殺さつしていたんだ」

「でも、そんなに行方不明者が続発したら、さすがに目立つんじゃないかしら？」

「証拠がないだろ。まさか異世界に送り込んでるなんて、立証できるわけがない。次は自分かも、と思ったら告発だってできないだろうしな。そもそも、信じてもらえるだけの明確な証拠がなきゃ取り合ってもらえないんじゃないか」

「そうね……。死体が見つかったならともかく、失しつ踪そうなら隠しようはあるのかもしれないわね……」

「たぶん、そんなところだろうな」

　返事をしつつ、ページをめくっていく。

「あ」

　その中で、目に止まった一文があった。

『恐ろしい話を聞いてしまいました。殺人の動かぬ証拠です。急いでスマホに録音したのですが、気付かれてゲームガルドに送られてしまいました。そしてここに運良く辿たどり着いて、この手帳を読んで、この証拠さえ上う手まく使えたら皆さんの無念を晴らせたかもしれないのに、と悔し泣きしてしまいました。役に立つかはわかりませんが、せめて、このスマホの中の証拠は後世の救世主に託たくそうと思います。──有あり瀬せ香か奈な子こ』

　ああ──。

　手帳を取り落としてしまった。

　あのスマホは、有瀬さんが死んでなお守ろうとして、そして俺おれに託した、黒幕の悪事を暴くための武器だったのだ。

　なのに、俺はそんな大切なものを紛失してしまった……。奪われてしまった。

　悔やんでも悔やみきれない。

　落ちた手帳を、ネアが拾って「はい」と俺に差し出した。

　その際、挟んであったのであろう一枚の紙がはらりと落ちる。

「あら、何か落ちたわよ」

　杏あん奈ながその紙を拾うのと同時に、俺はネアから手帳を受け取って、そして──

　偶然開かれていたページを見て自分の目を疑った。

『最後に。

　もし、無事に日本に帰れたのなら、残してきてしまった二人の娘に伝えてもらえないだろうか。

　一緒にいられなくてすまない、でも、お父さんとお母さんはお前たちを死ぬ間際まで変わらず愛していた、と。

　今の時間設定なら、ここで一〇〇〇年や二〇〇〇年が経たってしまっても、日本では一〇年に満たないはず。娘たちは、まだ生きているはずだから。

　お願いばかりで申し訳ないが、これを読んでいる君が、日本に帰れることを心から祈っている。──柚ゆ比び坂さか奈な津つ雄お、瑠る美み』

　──柚比坂……だと……!?

　こんな苗みよう字じ、そんなにたくさんあるものではない。

　そして、杏奈は、拾い上げた紙を見て、固まってしまっていた。

「おい、杏あん奈な──」

　ぽろり、と杏奈の目から大粒の涙が零こぼれ落ちる。

「お父さん、お母さん……」

　杏奈の口から漏れた声に、一同が「えっ!?」と揃そろって驚きの声を上げた。

　杏奈が拾い上げた紙は、夫婦と幼い姉妹の一家四人が幸せそうに微笑ほほえんでいる古い写真だった。





エピローグ




「救世主様、ご無事ですか！　救助に参りました！」

　俺おれたちがいる部屋に飛び込んできたのは、盾を象かたどった紋もん章しようが描かれた腕章を着けた三人の大人だった。

「あの紋章、警備隊ですわ……！」

「助かった」

　仲間たちはホッとして表情を緩ませる。

「救世主様、とにかく脱出を。お疲れでしょうから、そちらの手帳もお持ちしましょう」

　警備隊の一人が、俺に向かって手を差し出した。

　しかし。

　──渡しちゃダメだ。

　直感的に、そう思った。

　直感に理性が追いついてくる。ここまで救助がくるなんて、ありえないのだ、と。

「よくここまで来られましたね。通路の謎なぞかけは厄やつ介かいだったでしょう」

「いえ、救世主様が魔法もスキルもお使いになれないことは今や有名ですので」

「読めたんですか？　あの謎なぞは、日本語で──俺おれたちの世界の文字で書いてあったのに」

　俺がそう言った瞬間、仲間たちに緊きん張ちようが走る。

「……」

　警備隊の三人が黙り込んだ。

　無言のまま、手にしていた写真を机にそっと置き、涙を拭ぬぐって──

　杏あん奈なはすらりと剣を抜いた。

　ネアが拉ら致ちされたときと同じくらいの黒いオーラが、杏奈から立ち上っているように見えた。

　ここまで来られて、しかもこんな真ま似ねをするのが誰だれなのか。

　それは想像に難かたくない。そしてそれは、杏奈にとって両親の──

「アンニャが怒ってる……」

　いつもは杏奈の側そばから離れようとしないネアが、俺のところへやってきて服の裾すそをギュッと握にぎった。

「どうするんで？」

　俺に手帳を預けろと言っていた警備隊員が、指示を仰いで振り返る。

「さすがに、もうごまかせませんね」

　後ろにいる警備隊員がパチンと指を鳴らすと、魔法が解けて、警備隊員たちは光こう一いち郎ろうとサマーニ、パスパーの三人組に姿を変えた。

「あー！　ネアを捕まえた悪い人たち！」

　その姿を見た瞬間に、杏奈の黒オーラはぶわっと大きく膨ふくれあがったようだった。

「撤てつ退たいしましょう。さすがに多勢に無勢で、しかも柚ゆ比び坂さかさんが怒りと憎しみでモードが変わっているとなっては分が悪すぎます」

「ボスがそう言うなら異論はないけど、いいのかい？」

「仕方ないでしょう。勝てない勝負を仕掛けるのはバカのやることです。リセットボタンのことを知られてしまったのは痛手ですが」

「待て。今ここに来たお前らがなぜそれを知っている!?」

　光一郎は意味ありげな薄い笑いを浮かべた。

「君が読み上げてくれたじゃないですか」

「なんだと？」

　どういうことだ？

　読み上げてくれた。つまり、ダンジョン内だから監視下だった、と？

　いや、ここは歴代の救世主たちが、この世界のシステムを知り尽くしていた人たちが長年隠し通してきた空間のはず。だとしたら、ダンジョンであるはずがない──。

「まさか、ダンジョン化させたっていうのか。そんな介かい入にゆうまで可能だっていうのか!?」

「答える義理はありませんね」

　素っ気なく言いながら、光こう一いち郎ろうは杖つえを構えた。

　──転移する気か！

「待て、光一郎！　お前は……」

「フラグすら立っていない敵に話しかけても、時間の無駄ですよ。では、失礼」

　とぷん、と三人の姿が地面に沈んで、消えた。

「くそ、どうにかなんないのか、あの転移魔法……！」

「でも、あの魔法はかなり高度な魔法だから、連発はできないと思う」

「逃げるときに一回使われるだけで厄やつ介かいですわよ」

　まったくだ。

　だいたい、お前にフラグなんか立つのかよ。

　いや、でも、わざわざあんなことを言うってことは、何かあるのか……？

「ああ、もう！」

　俺おれの思考を遮さえぎるように、杏あん奈なが吐き捨てるように言った。そして一度うつむいて剣を鞘さやに納め、顔を上げたときには、いつもの杏奈の顔に戻っていた。

　そして机に置いた写真を手に取って、

「戻りましょう、義よし弥や君。本物の救助隊も、もう内部に入ってきているかもしれないわ」

　そう微笑ほほえんだ。

　無理していることが丸わかりの、全然杏奈らしくない笑顔だった。

　だが、

「……。ああ、そうだな」

　そう、うなずくことしか俺にはできなかった。




　杏奈の予想通り、救助隊はすぐそこまで来ていた。こっちの救助隊は信用できそうだ。何しろ、手帳を預けろとも言わなかったし、日本語の謎なぞが読めずに困り果てて立ち往おう生じようしていたのだから。





　　　　＊






　救助されて地上に戻ると、すでに日は暮れてしまっていた。

　最強決定戦は、しばらく延期するということになったそうだ。

　俺たちのかいつまんだ報告で地下の空間が始し祖そによって作られたものだとわかって、埋め立てることができなくなってしまったのだという。

　つまり、戦う舞台が直せなくなってしまったわけで、さりとて奉ほう納のう的な意味合いもある以上、学院以外の場所を代わりに用意するという案にも根強い反対があり、簡単に結論が出ない状態なのだそうだ。

　それに加えて、俺おれ達が持ち帰った『クエストを解きすぎてはいけない』という始し祖その言葉が上層部を大混乱に陥れているらしい。

　中身の検けん分ぶんや詳しい報告は明日ということになっているが、リセットボタンの話とかがどんな混乱をもたらすのか、今から不安でしょうがない。




　今日の夕食は、外食か、せめてお総そう菜ざいを買って帰って済ませよう。

　ショックを受けているであろう杏あん奈なを思っての提案だったが、その提案は当の杏奈によって拒否された。

「そうやって気を遣われる方が面倒なのよ」

　そう言い放って、屋や敷しきに戻った今、不安げに覗のぞき込む俺たちを尻目に、厨ちゆう房ぼうで腕を振るっている。

「そこで見ているくらいなら、できあがった料理を食堂に運んでもらえるかしら」

　そう言われて俺たちが運んだのは、豆のサラダ、羊肉と野菜のスープ、スパイスを利かせた煮込みハンバーグ、トマトの肉詰め、などなど。どれもゲームガルドで郷きよう土ど料りよう理り的に昔から食べられている料理の数々だ。

　……よくもまあ、この短時間でこんなにホイホイ料理を作れるものだ。

　そういえば、前にもひたすら料理を作り続けたことがあったような。こいつ、過度のストレスを抱えると料理で発散し始めるのか。

　そんなだから、いつも以上に食卓は豪ごう華かで品数も多かったが、みんなが席に着いても微妙に空気は重いままだった。




　夜中。

　どうにも眠れなくて、俺は今日手に入れた手帳を目の前に腕を組んで考え込んでいた。

　読みたいという衝動はあるが、読むなら杏奈も一緒でなければいけない気がして開く気になれなかった。

　うーん。

　仮に、黒幕の目的がリセットボタンを押すことだったとしたら。

　俺をこの世界に落としたのは、間違いなくクエストを解かせるためだろう。

　だが、杏奈は？

　俺はゲーマーであることを光こう一いち郎ろうに知られていたわけだから、まあ白羽の矢が立ったとしてもおかしくない。

　しかし、杏奈はゲームに関しては素人しろうともいいところだ。

　俺おれに脱出を頑がん張ばらせるための餌えさか？　それとも、両親がこの世界に落とされていたことに関係している？　この手記を書いたのが杏あん奈なの両親なのだとしたら、杏奈の両親こそが始し祖そなのだろうか。

　この手記を読めば、そのあたりの疑問が解けるのだろうか。

　それに、温泉のときの光こう一いち郎ろうのメッセージ。

　黒幕が塔への到達を望んでいるのだとしたら、『温泉の件から手を引いてください』という内容は明らかに矛む盾じゆんする。

　他にも、有あり瀬せさんのスマホのこととか──

「ん？　なんだ？」

　外から物音が聞こえた気がして、俺は窓に歩み寄った。

　庭には、一人月を見上げる人影があった。

　──あれは、杏奈か……？

　ふと、目の前の手帳と月明かりに照らされた杏奈の姿を見比べて、思った。これは、俺より杏奈が持っているべきなんじゃないか？

　俺は手帳を手に部屋を出て、庭へと向かった。

　庭に出ると、窓から見る以上に、月が煌こう々こうと輝いていた。

　その光を全身に浴びて空を見上げるパジャマ姿の杏奈の後ろ姿は、やはり、かなり無理をしているように見えた。

「杏奈」

　俺の呼びかけに振り返った杏奈は、穏やかに微笑ほほえんでいた。だが、いつもの笑顔じゃない。斧おのの守護者のことで俺に腹を立てたときの、張り付いたようなニセモノの笑顔だ。

　出会った頃の俺なら、絶対に気がつかなかった完かん璧ぺきな笑顔。

　まったく、こいつはどんだけ演技が上う手まいんだ。本来なら笑えないときでも、さらりと笑ってしまう。

「あら、義よし弥や君。どうしたの？　貴方あなたも眠れないの？」

「……まあな。あまりにも意外な情報を突き付けられちまったからなあ」

「そうね。まさか、みんなで不平を言っていたクエストクリア禁止が世界にとって正しかったなんて、皮肉だわ」

「だな」

　……。

　あーもう、違うだろ！　こんなこと話したいんじゃないっつーの！

　俺は、例の手帳を杏奈に差し出した。

「これ、お前が持ってるべきだろ。これだって形見なんだから」

　だが、杏奈は首を横に振った。

「それは、救世主が──貴方あなたが始し祖そから託たくされたものよ。だから、その手帳は義よし弥や君こそが持っているべきだわ。その手帳の情報は、これから絶対に必要になるはずだもの」

「でも」

「いいのよ。それに、私は挟んであった写真をもらったもの」

　鉄てつ壁ぺきか、こいつの笑顔は。……まったく！

　俺おれは、微笑ほほえむ杏あん奈なの肩をガッと摑つかんだ。

「なんで我が慢まんするんだよ！　こんなときくらい、もっとわがままになれよ！　俺にダガーを突き付けたときくらい、素の感情をさらけ出せばいいだろ！」

「……七年も経たっているのよ。覚悟くらい、できていたわ。それに、泣いてる場合じゃないでしょう。どうやら、私たちの肩には世界の命運がかかっているんだもの」

「だからこそ、だと思うぜ。今のうちに思いっきり泣いておいた方がいい」

「何よ、偉そうに」

「悪い」

　俺は杏奈の肩から手を離した。

「でも、見てらんねえんだよ、そんな無む理り矢や理り笑ってる顔は。しんどいときは仲間に甘えたり頼ったりしていいんだって言ったばっかりだろ」

「……」

　杏奈がうつむいて黙り込む。

「すまん、いきなり泣けって言われても困るよな。泣いてるところなんて見られたくないだろうし、俺はもう寝るわ」

　そう言って立ち去ろうとしたのだが、振り向く前に杏奈に腕を摑まれた。

「え」

「……甘えていいなんて言うなら、胸くらい貸しなさいよ」

　なんですと？

　俺が杏奈の言葉の意味を量りかねているうちに、杏奈は俺の胸に自分の額ひたいを押しつけてきた。

　え？　え？

　それはつまり、杏奈が俺に抱きついてきたみたいな状況なわけで。

　俺の頭はすぐさまパニック状態に陥ってしまった。

　ど、どど、どうすればいい？

　引き剝はがすべきなのか、何か言うべきなのか、まさか優しく抱きしめるなんて難易度の高い行動が正解なのか!?

　だが、杏奈が俺の胸の中で小刻きざみに震え出したのを感じると、動くことさえもできなくなってしまった。

　それでも声を押し殺しているのは、杏あん奈なの最後のプライドだろうか。

　──いやだな。

　女の子が泣いているなんて、イヤだ。

　仲間が死ぬのも、不幸になるのもイヤだ。ゲームですらそうなんだから、リアルならもっとイヤに決まっている。

　それでも、病気や事故なら仕方ない。

　でも。

　……でも！

　誰だれかの身勝手で殺されたなんて、そのせいで仲間が泣いているなんて、許されていいはずがない。

　この世界のリセットボタンがどうとか、そんなことを言われても、正直、話が大きすぎてピンとこなかった。

　しかし、これは、感情が全部ついてくる。

「仇かたき、取ろうぜ」

　そう、思い知らせてやらなければ。

　柚ゆ比び坂さかの両親のだけではなく、有あり瀬せさんも含め、ここに閉じ込められて死んでいったすべての人たちの無念を全部、叩たたきつけてやる。












「……ええ、必ず」

　顔を俺おれの胸に押し当てたまま、涙声で、しかし、杏あん奈なはハッキリと言った。

「で、ついでに世界も救う」

「何よそれ」

　涙声のまま、杏奈はくすりと笑った。

「いや、結果としてそうなればいいかなって」

「もう、緊きん張ちよう感かんがないわね」

　杏奈は俺から離れ、手で涙を拭ぬぐいながら、微笑ほほえんだ。

　ごく自然な、いつものような笑顔で。

　涙のあとが残っていたとしても、月明かりに映えるその笑顔は、月や星よりもずっと輝いて見えた。

「……ありがとう。少し、スッキリしたわ」

「おう」

　俺も、笑顔で答える。

　よかった、いつもの調子とはいかないかもしれないけれど、少しは元気が戻ってきたみたいだ。

「じゃあ、もう寝るわね」

「そうしてくれ。ネアが起きたら、またアンニャがいないって騒ぎ出すから」

「そうね。……お休みなさい」

「お休み」

　杏奈が去った庭で、手にした手帳を見やる。

　そして一人、月を見上げて、




「さて、異世界を救うとしようか」




　そう、嘯うそぶいた。





あとがき







　どうも、おかざきです。お買い上げありがとうございます。

　お買い上げありがとうございます！（大事なことなので二回言いました）

　さて、いよいよ物語も核心に迫ってきて、佳か境きように入って参りました。自分の中でも盛り上がってきていて、書いていてとても楽しいです。

　しかし、そうなってくると、徐じよ々じよに料理ネタとかが削られていくのが悩ましいところですね。

　放ほうっておくと杏あん奈なは自力で醬しよう油ゆを作ったり、魚ぎよ醬しようを作ったり、カレー粉こを調合したり、豆とう腐ふを作ったりし始めそうなのですが、果たしてその余裕はあるのでしょうか。中華とかガッチリやりたいなー。麻婆マーボー豆腐とかエビチリとか、きっとゲームガルドの住人も好きに違いない。あ、でも、お子様のネアは辛いの苦手かなあ。

　さて、それはさておき。

　あとがきのネタに困ったので、キャラの名前の話などを。今作のキャラの名前は、有名なゲームの登場人物から頂いているものが多いです。さすがにまんま使うわけにはいかないので、文字の順番を入れ替えてみたり、文字を足してみたり、ちょこちょこいじっていますが。

　特に主人公の義よし弥や。彼の志し度どという苗みよう字じは、某シリーズに何度も登場している人物から頂いています。たいていは主役ではなく、空を飛ぶ乗り物に関係する形でゲームの主人公たちをサポートする役回りの人物です。

　本人が戦うわけではない、しかし、主人公たちを空という次なるステージに導く重要な人物ですね。義弥も、決して戦闘力で無双するタイプではありません。しかし、それでも仲間たちを先へ先へと導いていく、そんなキャラである、という意味を込めた名前です。

　実はヨシュアという名前も、別のシリーズで主人公を囚とらわれの身から解放して冒険へと導く役回りのキャラから頂いているのです。ほんと、脇も脇の地味なキャラですけどね。

　どうでもいい話ですね。では謝しや辞じを。

　今回も素す敵てきなイラストを私と担当氏の想像を上回る速さで仕上げてくださったぺこ先生、ありがとうございました。感謝しています。あと、担当のＳ様、美お味いしいお酒を飲ませてくださって超感謝しております。

　また、この本に関かかわってくださるすべての皆さま、ありがとうございました。

　そして何より、この本を最後まで読んでくださったあなた様に、心よりの御礼を申し上げます。また次巻も、義弥たちの冒険にお付き合いくださいませ。では、また！


おかざき 登のぼる


















　著者

　おかざき登（おかざき・のぼる）

　　１９７６年12月25日生まれ、新潟県出身、二松学舎大学卒。「二人で始める世界征服」で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞、デビュー。




　イラストレーター

　ぺこ

　　挿絵担当のぺこです。

　　ファンタジーっぽい絵を描くのは初めてで、難しいながらも楽しく描かせてもらいました。

　　せっかくのビキニアーマーなので健康的お色気を目指してがんばります。

　　http://lumino.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ぺこ

　　装丁／AFTERGLOW











さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。５








おかざき登





[image: ]





2015年1月23日　発行





(C)Noboru Okazaki 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『さて、異世界を攻略しようか。５』

2015年1月31日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く　平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg
[\ 2\ gHEOIS SIS 76
[ HRQAD]

Ihy— TH@.@@F&;@.—Z LSO
._AA_‘_\._/\W._@WUT«Wb -

! TU@mm_.Ts. ._/






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/p257.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/toc-001.jpg
"CONTENTS )

Iy
'
3






item/image/p193.jpg





item/image/p262.jpg
42141-_/ .
o PR EHI% 2
e






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章：ワービースト・ラプソディ



		第二章：白銀の末裔



		第三章：優等生の不調



		第四章：学院祭、開幕！



		第五章：闇の中の二人



		第六章：始祖の言葉



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p231.jpg





item/image/p205.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p161.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/p089.jpg





